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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「鮫さめ島じまあああああっ！！！　今日こそぶっ殺してやる!!」

　大きなダミ声が、廊下全体に響き渡った。

　放課後の学校、オレの前に仁王立ちで道を塞ぐ一人の男子生徒。

　何に腹を立てているのか知らないが、鬼のような形相でこちらを睨にらみつけて───

「ちょっと待て……！　この出だしどこかで見たことあるぞ！　いきなり前ぜん代だい未み聞もんの事態だろそれは！　読んでる人が一巻と勘違いしたらどうするつもりだ！」

「何をごちゃごちゃと言ってるかわからねぇが、今日の俺様は一味違うぜ？　何な故ぜなら……この藤ふじ宮みや様には心強い用心棒がいるからな！　先生お願いします！」

　この異常事態に平然と、不死身のあだ名を持つ藤宮は奥にいる人物に声をかけた。

　その人物はゆっくりと、こちらへと歩み寄ってくる。ピンク色の髪をした、見覚えのありすぎる存在。不敵に笑いながらオレの前に立ちふさがった。

「ティーリ……おまえ、そんなところで何やってんだ……」

「フフフ。あたしこそが、あの伝説の悪魔四天王が一人。暴飲暴食のティーリ！　恐れおののきなさい！」

　ポテトスナックらしきものを頰ほおばりながら、堂々と名乗った。

「た、確かに恐ろしい……きっと、食べるだけじゃなく散らかすのも得意なんだろうな……！」

「あたしが通った道にはチリやゴミが無数に落ちていると言われているのよ」

　きっとこいつの面倒を見させられる人間は、死ぬまで重荷を背負い、苦労して行くんだろう。そんな不幸なヤツがこの世に存在するかと思うと、他人事なのに泣けてきた。

　つか、ちょっと待て。どうしてティーリが学校にいる？

「聡そう一いち郎ろうさん、私が回復魔法でバックアップします。いけますかっ？」

　気がつけばオレの後ろに、当たり前のように立っているのは、天使のエリーゼ。

　確か天国に帰ったはず……。いやいや、回復魔法ってなんだよ……。

　魔法少女のようなステッキを振り回しながら、呪文のようなものを唱えている。

「いくわよそーいちろー！」

「行きますよ聡一郎さん！」

「え、あ、お、おう？」

　状況が全く理解できない、こんな現実があっていいはずが無い……。

　ぐるぐると地面が揺れ始め、意識が遠のいて行く。

　目の前のティーリがぐにゃりと曲がり、渦の中へと吸い込まれていった。ああ、そうか。

　これは夢だったんだ……そうか……良かった、夢で……本当に良かった───。





○災いは唐突にして







　意識の目覚めと共に、ゆっくりと、何度も瞬まばたきをしながら目を開いた。習慣がついているせいか、真っ先に時計へと目を向け時刻を確認。午前９時30分になろうとしていた。

　本来なら学校へと行っている時間だが、何も慌てる必要は無い。

　今は長い長い夏休み、その初日なのだ。

「暑ぃ……」

　ぶぅーんと強で回る扇風機の音が室内に響いていた。布団から上半身を起こし、手を伸ばしてスイッチを切った。寝ている間に汗をかいたのか、喉がとてもカラカラだった。

　蒸し暑い廊下は閑かん散さんとしている。二階に寄生する厄介者は、まだ爆睡しているに違いない。

「あれ、牛乳がないな……」

　冷蔵庫の中を引っ搔かき回すが、飲もうと思っていた牛乳が見当たらない。

　まさか『また』ティーリのヤツが勝手に飲んだのか？

　ティーリと言うのは家の同居人で無断で食べ物や飲み物を漁あさる、ある意味ゴキブリみたいなヤツのことだ。もし犯人なら、後でたっぷりと説教をくれてやる。と言うか、この家にはオレとティーリしか住んでいないのだから、犯人がオレでなければ必然的にヤツと言うことになる。

　ともかく、まずは水分補給だ。この際ミネラルウォーターで我慢しよう……と思ったが、そのミネラルウォーターすらも冷蔵庫にその姿が見あたらない。

「……どう言うことだ」

　ポテチやジュースなど、カロリーの高いものばかりを好むティーリが飲んだとは考えにくい。

　ふと、台所に並べてあるコップが二つほど足りないことに気がついた。

　ひょっとすると、昨日の夜リビングに出しっぱなしにしていただろうか？

　その際、ペットボトルを出しっぱなしにしていた可能性もある。

　そう思ったオレは、リビングへと足を向けた。

「やれやれ、やっと起きてきたか。もう少し遅ければ無理やり叩たたき起こしに行くところだったぞ」

　リビングに行くと、不意にソファーに座っている男に話しかけられた。

　唐突な出来事に一瞬混乱するオレ。

「何をボケッと突っ立っている。私の顔にでも見み惚とれていたのか？　美しすぎるのは罪だな」

　話しかけてきた男はサラリとした金髪の長髪で、自分で美しいと言うだけあり顔立ちはとても整っている。そして、その長髪男の隣には、少女が一人立って無表情でこちらを見つめていた。

　その小さな少女も、長髪男と同じく整った顔立ちをしている。頭で小さくまとめられた髪が外見とマッチしていて、あどけなさも残ってはいるが、笑えば可愛かわいいのは間違いないだろう。

　男の格好は黒のシャツに白いパンツ。少女の方はプリーツスカートが特徴的だ。と、そう言う外見分析はこれくらいにして、コレは一体どう言うことだろうか？

　オレはこの二人を、人生で一度も見たことが無い、つまり赤の他人だ。

　その赤の他人の二人が、朝から人の家のリビングを我が物顔で使っている。

「それにしても、だらしのない格好だな。いつも下着で家の中をうろついているのか？　はっ!?　ま、まさか……寝ていたと言うことを免罪符に、私の妹に朝の生理現象を見せつけるつもりだったのか!?　くそ、やはり噂うわさ通り悪魔的な思考をしているようだな！」

　男は手にしていた分厚い本を閉じ、テーブルに叩きつけた。

　そして少女の前に立ちふさがり、両手を広げて守るようにオレの視界に立ちはだかった。

「は？　おまえ、一体なんの話をしてるんだよ……」

「貴様、とぼけたフリをしているだけで、図星なのではないだろうな!?」

　何を言っているかさっぱり分からないが、この状況が異常なことだけはハッキリと分かる。朝起きたら、見知らぬ男と少女が我が物顔でリビングを使っていたのだ。

　当然、そんな不審者を見す見す見逃すわけにはいかない。

　オレは無言で男の前まで歩み寄ると、

「貴様、ちゃんと私の話を聞いているのくぁっブベェ!!」

　容よう赦しやなく渾こん身しんの一撃をボディーへと叩たたき込んだ。

「ごちゃごちゃうるせぇ。テメェ人ん家で何やってんだ、コラ。泥棒か？　あ？」

　うずくまる男へ一歩近づくと、今度は少女が間に入るようにして、立ちふさがった。

「大丈夫ですかお兄様。ボディーにモロでしたが」

「あ、案ずるな愛いとしき妹よ。そんな悲しそうな顔をしなくても大丈夫だ。こ、この程度の攻撃、わ、私に効くはずもあるまい……！」

　男はがくがくと膝を震わせ、冷や汗をかきながらも、必死に笑みを保とうとしていた。

「不法侵入しといてヘラヘラ笑うな」

　追い討ちをかけるようにヤクザキックをボディーに叩き込むと、男はソファーからひっくり返って盛大に倒れた。再三ボディーに踏み付けを繰り返しながら、頭の中で今の状況を整理していく。

「や、やめろ！　この私を、だ、誰だと、思って！　あ、や、やめ、やめてください！」

「お兄様から離れなさい」

「おっと」

　小さい女が棒のようなものを振り上げたので、さっと後ろに下がりそれを回避する。

　何を持っていたのかと思えば、昨晩取り替えた古い蛍光灯だった。

「……泥棒兄妹か？　おまえらは」

「泥棒？　……お兄様、この勘違い男に私たちのことを説明して差し上げて下さい」

　ボロ雑巾のようにぐったりとしていた男の目がカッと見開かれ、豪快に起き上がった。

「おおすげえ、コレだけやられてもまだ動けるのか」

「ええい、そのようなところで感心するでないわッ！　貴様は私を誰だと思っているッ！」

「だから泥棒だろ」

「違う！　こんな貧乏臭い家に盗むものがあるとでも思っているのか！　無礼者！」

　もちろん、無礼なのは不法侵入した上に人の家の内情を侮ぶ辱じよくするこの男だろう。

「つか、おまえらそれ……」

　テーブルの上には、二つのコップ。

　そして牛乳パックとミネラルウォーターのボトルが置かれてあり、どちらも空っぽになっていた。

「客人が来たにもかかわらずもてなしがなかったものでな。勝手に頂いた」

「よし、これで泥棒確定だな、容よう赦しやなく殴れそうだ」

「散々殴る蹴るの暴行を加えておいてどの口が言うか！　ともかく、その場に直れ！」

　バッと腕を広げ、偉そうに宣言する。

「私は大天使ミカエル様の使いでやって来た、中位天使ルシオンである！」

　ちょっとしたヒーローモノのような名乗りだった。

「同じく、ミカエル様の命を受け地上にやって来た、リズ」

　一方、もう一人の少女は低いテンションで自己紹介をする。

　二人の対照的な態度が、オレにはふざけているようにしか見えなかった。

「……天使だと？　何寝ぼけたことを言ってやがる。正気か？」

「隠す必要は無い。貴様のことは我が妹であるエリーゼの方より、詳細な報告を受けている」

　オレはエリーゼ、と言う名前に思わず反応してしまう。

　それは、かつて（と言っても数週間前）オレの元へと現れた天使の名前だったからだ。

　どうやら、伊だ達てや酔すい狂きようで天使と名乗ったわけではないらしい。

「本物の天使か」

「無論だ。これで貴様の働いた暴力が、如い何かに恐れ多いことであったか分かったようだな」

「いや、別に」

「お兄様、この男本心から気にしていない様子です」

　リズと名乗った少女は、起伏の少ない感情でそう言った。

「ぐっ！　さすがは悪魔となる可能性を秘めた男。どこまでもゲスな……」

　しかし、どうして今回やって来た天使は、エリーゼではないのだろうか。

　オレがそんな疑問を感じていると、ルシオンはニヤッと笑って白い歯を見せた。

「ふははは、エリーゼでなくて残念だったか？　貴様が悲しむだろうと思って私が阻止したのだ！」

「別に残念じゃねえよ……で、その天使兄妹が、オレの家に何の用だ？」

「貴様が匿かくまっている例の小悪魔に関して、ミカエル様より命が下った」

　男の鋭い視線がオレを射い貫ぬく。

「……おまえらッ……！」

　オレは強くテーブルを叩たたき、怒りを感じながら一歩前へと踏み込む。

「その敏感な反応、やはりエリーゼの言う通り、貴様は悪魔に情が移っ───」

「おまえら……どうやって家に入った！」

「───なに？」

　この二人をリビングで見かけた時から、ずっと気がかりだったことがあった。

　それは、こいつらがどうやって家の中に侵入し、リビングまでたどり着いたかと言うことだ。

　オレは戸締りには人一倍うるさい。鍵の閉め忘れなどあるはずないのだ。

　当然、普通であれば鍵の閉まっている家には入れない。

　リビングの窓も、しっかりと施せ錠じようされているのが確認できる。

「そんなもの、当然玄関からに決まっているだろう。バカなのか貴様は」

「この悪い目つきは、恐らくバカですね」

　言い方は違えど、どちらの天使も口が悪かった。この辺りも何となく兄妹を思わせる。

「玄関は鍵をかけてただろうが、それもチェーンロック付きで」

「ああ、あの厄介なドアノブと鎖か。もちろん壊して入ったに決まっているだろう」

「お兄様のお力にかかれば、造作もないこと。ほら」

　そう言い、リズと名乗った少女は、ごろりと黒焦げになったドアノブをテーブルに転がした。

「私の力にかかれば、この程度の扉など、問題なく破ることが出来る。ふはははは！」

「そうかそうか、壊して入ってきたのか。納得したぜ」
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「ありがとっしたあ！」

　玄関の外で、帽子を取って頭を下げた男が帰って行く。修理屋の兄ちゃんだ。

　オレの手には、修理費用１２，０００円の領収書が虚むなしく握られている。

　がっくりと肩を落としながら、重い足取りでリビングへと戻った。

「ひ、ひはま、てんひにむはっへ、なんへひろいころをっ……！」

「天使に向かってなんて酷ひどいことを、とお兄様が言っています」

　上う手まく喋しやべれないルシオンの代わりに、リズは淡々と通訳をこなした。

「家の玄関ぶっ壊しておいて、天使も悪魔も人間もねぇよ。どんなことをしてでもきっちりと払ってもらうぞ１２，０００円。いや迷惑料も込み込みで２０，０００円は払ってもらう」

　ルシオンと名乗った男の首元を絞め上げながら脅しをかける。

「う、うぐぐ……なんて悪魔な男だッ……ええい離せ！」

　オレの腕を振りほどき、偉そうに胸を反そらせる。

「断っておくが、私もリズも人間界の通貨など持ち合わせてない。分かったか！」

「偉そうに言うな偉そうに！　おまえらのせいでほとんどの財産をドアノブ修理に使っちまっただろうが……」

　財布の中には、残り３，０００円ほどしか入っていない。

「貧乏なのが悪い」

　リズが事務的な、感情を含まない声で小さく呟つぶやく。

「その通りだ。それはこちらの責任ではない」

「今すぐベーリング海に行って半年くらいカニ漁でもしてくるか？　ああああん？」

「はした金を失ったくらいで、なんと苛酷で残酷なことを言う男だ……私が居なくなれば妹が悲しむではないか！」

「…………」

「リ、リズ？」

　……ルシオンとリズが互いに見詰め合い、沈ちん黙もくが流れる。

　やがて、何か答えなければいけないと思ったのだろう、無表情のままリズは口を開いた。

「カナシイデス」

「と、言うことだ！」

　今、めちゃめちゃ言わされたような感じがしたが……。

「１２，０００円の請求は後でするとして……あいつ、ティーリのことだが。地獄にでも戻る方法が見つかったのか？」

　だとしたら、喜ばしいことこの上ない。

「結論から言って、それは現段階では不可能だ。両りよう翼よくを持たぬ者がゲートをくぐることは出来ぬ。もしも無理に片かた翼よくでゲートへ入れば、恐らく肉体は消滅してしまうだろう」

　残念ながら、ティーリが地獄に戻る方法が見つかったわけじゃないらしい。

「そう言うことだろうと思った。じゃあ、何しにここに来たんだよ」

「目的は二つある。しかし、まずはここに小悪魔を連れてきて貰もらおうか」

「断ると言ったら？」

「その時は───覚悟してもらう必要があるな」

　今までのふざけた態度とは打って変わって、ルシオンの表情は険しくなった。

　ピリッとした空気が、一瞬にしてリビングに立ち込める。

　そして、ルシオンは高らかに言い放った。

「この家に我々が長期滞在することも視野に入れねばならないだろう！」

「今すぐティーリを連れてくるから待ってろ！」

　脅迫を受けたオレは、直ただちに二階で眠るティーリを叩たたき起こすことを決意し二階に向かった。

　悪魔一匹の世話でこれだけ手を焼いているのに、ルシオンやリズの面倒を見る余裕があるはずもない。

　廊下から、二階へ続く細い階段を上る。元々はオレが使っていた自室のある場所。

「おい、そろそろ起きろコラ！」

　オレが部屋に足を踏み入れると、身体が瞬時にひんやりとした風に包まれた。

　微かすかに天井付近から聞こえてくる『ゴーッ』と言う風の音は、まごうかたなき文明の利器、エアコン。ティーリのヤツは居候の分際で、寝ている間もエアコンをガンガン効かせているようだ。容赦なく電気代がかさんでいる。

　更にムカつくことに、その室内温度は18℃と、常人なら風邪を引きかねないレベルの低温度。にもかかわらず、この部屋の持ち主は震えることなく、布団を抱きしめるようにして心地よさそうに眠りこけている。

　赤く長い髪をした同居人の少女───小悪魔ティーリ。

　その表現はけして、比喩などではない。

　この少女の背中では、寝息を立てる度に、パタパタと本物の翼が揺れ動いている。

　信じられないような話だが、コイツは地獄からやって来た悪魔なのだ。

　そして地獄に帰る方法が分からず、オレの家に居候することになった。

　居候なりに謙虚な態度なら可愛かわいげもあるが、暴飲暴食を繰り返し、エアコンをつけっ放しで眠ったりと、家計は火の車状態。我が家に巣くう悪魔。

　悪魔なのである。

「おい、起きろコラ。客人だ」

　やや強めの口調で起こそうと試みるが、ティーリは眠ったまま微動だにしない。

「起きろつったろ、おいっ」

　二度目。今度は肩を摑つかんで揺さぶってみる。

「うぅ～ん……」

　寝苦しさを感じたのか、一瞬だけ眉をひそめた。

　しかしそれもつかの間、瞬またたく間に穏やかな表情に戻り寝息を立て続けた。

　……さて、と。起きないな。案の定起きない。

　そう、コイツは放っておけばいつまでも寝ている。

　自分に都合の良いことがあればオレよりも先に起きるが、そうでない時はご覧の有様だ。

　オレはがっちりとティーリの肩を摑つかむと、そのまま思い切り床へと引きずり下ろした。

　そして、布団を引き剝はがしごろりと床に転がしてやった。

「起きろやオラァ！」

　傍はたから見れば、女性への扱いが酷ひどいと、某団体が駆かけ込んでくるレベルだろう。

「……すぅすぅ……」

　だが、ベッドから下ろされ、布団を剝がされ、床を転げたにもかかわらず、そいつは何事もなかったかのように未だ眠り続けていた。ここまで堂々と眠っていられる神経の図太さは、尊敬に値する。

　激しく移動したことで衣服がはだけ、細くくびれた腰がバッチリと露出した。

　コイツの正体を知らない第三者には、ひょっとすると魅力的な光景に映るかも知れないが、涎よだれを垂らしながら眠るティーリに対して、オレは間違っても欲情したりはしない。

「起きねえな、こいつは……」

　半ば心が折れそうになったが、オレは次の手段に打って出ることにした。

　床に置かれたエアコンのリモコンを摑むと、電源ボタンを押して冷気の風をストップさせる。そしてがっちりと施せ錠じようされた窓を思い切り開けてみた。

　瞬またたく間に凶悪な真夏の熱気が室内へと入り込んでくる。

　さらに天高く昇った太陽の、眩まぶしすぎるほどの輝きが室内を強く照らし、ティーリの眼前を照らす。

「う……うぅ～ん……」

　太陽光を避けるように顔を背けるが、ジリジリと照らす熱気からは逃げるすべがない。暑さに弱いティーリは、目を閉じたまま手をバタバタさせ、リモコンを捜しているようだった。

　そして、何な故ぜかオレの手を摑み、親指でオレの手首付近を一度ボタンでも押すかのように押した。どうやらオレの手をリモコンと間違えたらしい。

　しかし当然のことながら、オレの手はリモコンではない。部屋の温度は一向に下がるはずもなかった。

　そこで終われば良かったのだが、あろうことか、今度はオレの手を布団の一部だと思ったのか、ぐいっと引きずり込んできた。

「うおっ!?」

　まさか引きずり込まれると思っていなかったオレは、前のめりにティーリの上に倒れ込んだ。

　慌てて床に手をつき、体重がティーリにのし掛からないようにしたが、身体と身体が密着する。

　すぐさま離れようとしたが、思いのほか強い力と体勢の悪さから起き上がれない。

　結果的に、オレとティーリは、抱き合ってるような構図になってしまった。

　胸と胸が触れ合っているせいか、トクトクとティーリの心音が聞こえてきそうだ。息遣いまでも生々しく聞こえてくる。無理やり引っぺがし起き上がることは出来た。だが、どうしてか金縛りにあったようにオレの身体は硬直したままだった。

　密着時間が長くなってきたせいか、やがて額に薄っすらと汗をかきはじめた。

　何か手を打たないといけない、そう思案し始めた頃、ゆっくりとティーリの瞼まぶたが開いて行った。

「……暑い……」

「……起きたか悪魔」

　真横で目を開いたティーリの、まだ開きかけの瞼の隙間から覗のぞかせる瞳が、オレを捉えた。相変わらず綺き麗れいな瞳をしていて、見ているだけで吸い込まれそうになる。















　こんな変な状態でなければ、多少は良い雰囲気を感じたかも知れないが……。

　いや、無いな。

　たとえ高層ホテル最上階でディナーを食べながらであっても、ティーリとそんな良い雰囲気になることはないだろう。

「あんた……ついに夜よ這ばいに来たってわけ？」

「ついにってなんだ、ついにって。夜這いされるような女になってから言え」

「朝からあたしを怒らせたいわけ……？　夜這いに来た変態のクセに」

「だから夜這いじゃねえっての。あの輝く太陽を見ろ」

　窓の外から見える、ギラギラとした太陽を指差した。

「眩まぶしい、暑い……」

　太陽から目を背ける。

　しかし、オレと密着した状態であることを認識したティーリは、真顔でオレに問いかけてきた。

「で……この状況の言い訳はしなくていいの？」

「別に意図的にこんなことをしてるわけじゃない」

　冷静に答える。

　幸いティーリはまだ目覚めきっていなかったのか、大声を出したり殴りかかってきたりと言うことはなかった。オレはそうなる前に立ち上がる。

「……眠い……」

　ティーリは床を貞さだ子このように這はい、ベッドの下へ難を逃れようとしたので、足首をがっちりと摑つかむ。これ以上起こすのに手間をかけさせられても厄介だ。

「さっさと起きろ。おまえに客人だ」

「は？　あたしに客？　……意味わかんない……」

「天使が来たんだ」

　もう面倒なので、ストレートに伝える。

「……は？」

　それでも、まだ脳が寝ているせいか理解できなかったらしい。

　オレは少しだけ脅かしてやることにした。

「だから天使だ。おまえを浄化するために来たんだと」

「浄化って、あたしを殺しに来たってこと？」

「ああ。よかったな、素直に成仏しろよ」

　手を合わせて、眼めを閉じる。

「はあああっ!?　そんな物騒な連中を家に入れるなんて何考えてんのよ！　追い返しなさいよ！」

　どうやら効果があったらしく、ティーリは一気に眠気が吹っ飛んだようだ。

　急に慌てだしたかと思うと、オレへと詰め寄り服を強く握り締めた。

「冗談だ、冗談」

　あまりの慌てぶりに少しだけ可か哀わい想そうになったオレは、すぐ本当のことを伝える。

「言っていい冗談と悪い冗談があるわよ……寿命が縮んだでしょうが」

「おまえの今後について、話があるらしい」

「なに、またエリーゼが来たってこと？」

　ここでようやく、数週間前にオレたちの元へ現れた天使の名前を出した。

「似たようなもんだ。厄介さで言えば一回りも二回りも上だろうけどな」

「ふぅん……じゃ、後は対応よろしく。あたしは寝る」

　ティーリはまるで他人事のように、自分には関係ないとベッドの上へと戻ろうとした。

「寝るな。おまえを呼んで来いって言われてるんだよ」

「めんどくさッ」

　心底面倒臭そうに顔をしかめる。

「言っておくけどな、本来無関係のオレの方が面倒なんだ。ったく、明日からバイトだってのに」

　天使や悪魔がかかわると、ろくなことにならない。

「そうなの？　頑張ってあたしのために働くのよ」

「おまえも一緒にバイトするって約束、したよな？　つい昨日も話したよな？」

「知らないわよ。あたし都合の悪いことは綺き麗れいさっぱり忘れるようにしてるから」

　その性格がたまに羨ましいと思うが、相手にする方はとても苦労する。

「とことんクズな生き方だよな」

「それが悪魔の生き方よ」

　バカにした言葉にもかかわらず、ティーリはむしろ誇らしそうに、横になったまま腕を組んだ。

「……ともかく下に降りろ。話を聞いたらすぐ帰るはずだ」

「それよりピザが食べたい」

「知るか！」

　無理やりティーリをたたき起こすことに成功したオレは、引きずるようにしてリビングへと向かった。





　２






　髪の毛の寝癖が立ったまま、ボリボリと腹をかくティーリと共に、リビングに戻って来た。

　天使の二人は、落ち着いた様子でオレたちを出迎えた。

　リズの方はティーリを軽く見た後、嫌けん悪お感かんを感じたのかすぐに視線を逸そらす。

「私は中位天使のルシオンだ。こっちが妹のリズ。おまえが小悪魔のティーリだな？」

　エリーゼの時とは違い、馴れ馴れしく接するつもりはないようだった。

「あたしは天使なんかと仲良く自己紹介しあうつもりはないわよ。別に用なんてないし」

「残念だがそうもいかない。私たちは一日も早く、地獄におまえを送り返さなければならない」

「そうだそうだ。おまえを地獄に連れ戻してくれる天使に向かって失礼だろうが」

　ルシオンの言葉に同調するように、オレは頷うなずいた。

「…………」

　そんなオレの態度が気に食わないのか、ティーリはこっちをジッと睨にらんできた。

「んだよ」

「別に何でもないわよ。……それで、その地獄に帰る方法は見つかったわけ？」

　自分の寝癖が気になりだしたのか、髪を触りながらルシオンに聞くティーリ。

「残念ながらまだだ。今日はおまえに少し質問をしたくて地上へと赴いた」

「はあ？　面倒なのは嫌よ」

「黙ってお兄様の言う質問に答えて」

「チビは黙ってなさいよ」

　天使と悪魔が犬猿の仲なのは理解しているつもりだが、ティーリとリズは、早速火花を散らし始めた。互いに睨み合いになった。

「チビっておまえ……外見は大して違わないだろ……」

　オレは二人をそれぞれ見比べる。身長は若干ティーリが高いだろうか？　身体つきも殆ほとんど変わらない。でも明らかにひとつだけ違う部分がある。二人の、いわゆる胸の発育具合だ。リズのそれは外見よりも遥はるかに立派な丘になっており、エリーゼの妹であることを窺わせている。

　対するティーリの方は、悲しいかな今のところ成長の可能性は全く感じられない。

「持って生まれた、如何いかんともしがたい差ってのは、あるもんなんだな」

　オレのそんな悟ったような呟つぶやきが聞こえたのだろうか、ティーリは、

「そーいちろーとの付き合いも長くなってきたし、考えてることは大体分かるわよ」

　と、深く頷うなずいた。

「別に付き合いは長くないが、分かってしまったか」

「あたしの方が、このチビよりも魅力的、ってことでしょ？」

　まるでそれ以外の回答などあるはずがないと言わんばかりの不敵な笑みだった。

　どこをどう捉えれば、そんな楽観的な答えにたどり着くのだろう。

「ははは、貧乳もステータスだ。気にすることはないぞ」

　ルシオンからの褒め（？）言葉が飛ぶ。

「なにこいつ、殺していいの？」

「その小さな可愛かわいらしい唇でなら、私を殺すことが出来るかも知れないな」

　ティーリの暴言に全く動じないルシオン。

「気持ち悪……。天使って気持ち悪っ」

　それはオレも激しく思った。

「お兄様が特別気持ち悪いだけです。天使を誤解しないで」

「ははは、リズよ、そう言うのはフォローになっていないぞッ」

「しかし、戻る方法も判明してないのに来るなんて、天使も案外計画性がないんだな」

「どう言う意味だ」

　こちらの物言いに思うことがあったのか、ややムッとした声でルシオンが言った。

「次に天使が現れるのは、こいつが地獄に戻る方法が見つかった時だと思ってたからな」

「もちろんそのつもりだった。人間界に来ざるを得なくしたのは貴様のせいではないか」

　ルシオンはビッと人差し指をオレに突き立てる。

「なんでオレのせいなんだよ」

「貴様は明日から海にアルバイトに行くそうだな？」

「……なんでそのことを知ってる」

　自分で口にした直後、オレは以前大天使ミカエルと名乗る人物と会話した時のことを思い返した。

　ミカエルは天国から人間界を監視する力があって、オレのことを隅すみ々ずみまで知っているようだった。だとすればオレが海にアルバイトに行くことをルシオンが知っていても不思議じゃない。

「悪魔を連れて、観光で賑にぎわう海に行くリスクを分かっているのか」

「知るか。こっちはティーリなんていうお荷物が増えて出費が倍増してるんだ。こいつにもバイトさせて稼がせないと生きていけないんだよ」

「ふふん」

　自慢げに鼻を鳴らすティーリ。

「全然褒めてないからな……」

　能天気と言うか、悪魔的と言うべきか。

「しかし、人間が悪魔と接すればそれだけ危険を伴う。今からでもキャンセルするのだな」

「おまえが代わりにバイトを手伝うって言うなら考えてやる」

「私がアルバイトを？　冗談も休み休み言いたまえ」

　ルシオンは鼻で笑い、肩をすくめた。

「だったらティーリは連れて行く。こんなんでも大事な働き手だ」

「ぐ……聞き分けの無い男だ。やむを得まい、私たちも貴様らについて海に行くしかないな。天使がそばについていれば悪魔の影響力を極きよく力りよく抑おさえることが出来るだろう」

　反対していた割に、あっさりと認める。

「さすがお兄様です。こうなることを想定して、初めから水着を用意していたんですね」

　がさごそと鞄かばんを漁あさり、リズは柄モノの海パンを取り出した。

「ふははははは！　当然だ。けして海で遊ぶためではないぞ！　ちなみにリズのもあるからな！」

　どうやら、最初から海に行くつもりでいたらしい。

「夏と言えば海！　海と言えば女の子！　女の子と言えば水着！　水着と言えば───」

　ルシオンは熱くなって語っているようだが、聞いているオレたちはどんどんと冷めていく。

「あ、そーいちろー。ピザが無理なら、朝ごはんはパン食べたい」

「パンはいいが、生憎あいにくと牛乳はないぞ」

「はああ？　牛乳がないってどう言うことよ。パンには牛乳でしょうが。第一、牛乳がないなら、あたしの胸はどうやって成長すればいいわけ？」

　おまえの胸の事情なんて知らん……。

「牛乳を飲んだところで成長するとは思えないけどな……」

「人の話を聞け貴様ら！」

　ルシオンが叫んだ。

「お兄様。この二人にお兄様の長く無駄なありがたいお話をしたとしても無意味です、そろそろ本題を」

「長く無駄なありがたいお話とは、私を褒めているのか？」

「当然です」

　この兄妹がどう言う関係なのか、少しだけ見えてきた気がする。

「ふははは、さすが私の妹だ！　こほん、確かにそうだな……こんな目つきの悪い少年と小悪魔に私のありがたい話を聞かせたところで、徒と労ろうに終わるのは目に見えていたな」

　好き放題言った後、ルシオンの口調がやや硬くなり、心なしか顔つきも厳しいものになった。

「では本題に移るとしよう。私はある命を受けて地上へと降り立った。その命とは、片かた翼よくしか持たないティーリがどうやって地上にやって来たか、と言うことを探るためなのだ」

「知らないわよ、そんなこと。前にエリーゼにも説明したし」

「知らない、で済ませられる問題ではない。本来ゲートをくぐるのに両りよう翼よくは不可欠なのだ。もしもおまえに記憶の欠けつ落らくがあるのであれば、それを思い出してもらう必要がある」

　どう言う経緯かは全く分からないが、確かにその部分だけ記憶がないと言うのも変な話だ。両翼がなければ人間界には来られない。単純に考えれば矛む盾じゆんしてるってことだもんな。

「この事こと柄がらをシンプルに考えるならば、おまえはゲートをくぐらず、何らかの方法をもってして、地上へとやって来たことになる。もちろんそんなことが可能などと言う話は聞いたことがないがな」

　ぐるりとティーリの周りを回って、背中にはえた片翼を確認するルシオン。

　それから正面に戻り、頭から足の先までを何度か上下して見る。

「むぅっ……これは……」

　観察していたルシオンが、険しい顔つきへと変わった。何か気付いたことでもあったのだろうか。

「小悪魔にしては、随ずい分ぶんと可愛かわいいではないか……私のタイプだ。いや、落ち着くのだルシオンっ。私は気高き天使として、悪魔などに心を奪われるようなことがあってはならないっ！　し、しかし、美しいものは美しい。それは認めねばならないのではないだろうか？　これはある種究極のテーマであり、悩みであると言っても過か言ごんではない……ああ、神よ、悩める私を許したまえ……！」

　突然何をブツブツ言ってるんだ、この天使は……。

　視線と独り言に不快感を感じたのか、ティーリはちょっとだけ距離をあけた。

「あたしがどうやって人間界にきたか、そんなに大事なことなの？」

「当たり前。ちょっと考えれば分かること。これだから悪魔は知能が低い」

　呆あきれたようにリズが言い放つ。

　その態度が気に食わなかったのか、ティーリは強く睨にらみつけた。

「……なにこのチビ、やっぱあたしに殺されたいわけ？」

　おまえも十分チビだろ、と言う再度の突っ込みは心の中だけにしておく。

「天使の知らないところで、悪魔が地上に来放題になる、ってことか」

　オレの言葉に、ルシオンが頷うなずく。

「あくまでも推測だがな。ディストーションゲートのような不確定要素にも、こちらは手を焼いているのが実情だ。それよりも性た質ちの悪いゲートが存在するかも知れないとなれば追求せざるを得ない」

「ディストーションゲート？」

「本来のゲートは、三日に一度決まった場所で開く固定された出入り口だ。しかし、ディストーションゲートと呼ばれ、どの場所に、どのタイミングで、どれだけの時間開いているか分からない危険なゲートが存在する。つまり天使でも把は握あくしきれない危険な悪魔が日々、ディストーションゲートを通り人間界に紛れ込んでいる可能性があるのだ」

「そんなもんがあるのか。でも、別に悪魔が現れたなんて話は誰からも聞かないけどな」

「悪魔も、軽はずみに人間界で暴れるような真ま似ねはしない。人間界には多くの中位天使たちが点在しているからな。不用意な行動は自らの命を縮めるようなものだ。ともかく、ティーリが記憶を取り戻し人間界に来た理由が分かれば、その対策も取ることができる上に、その方法を使って地獄に送り返すことも可能になるだろう」

　難しい話が続き、執しつ拗ように問い詰められることにティーリは苛いら立だちを感じていた。

「そう言われても、覚えてないものは覚えてないんだから仕方ないでしょ」

「だが思い出して貰もらうしかない。このままずっと君がどうやって地上に来たか思い出せない状態が続くようだと、私は残酷な決定をしなければならなくなる。今回の件で最も厄介なのは悠長にしている時間がないと言うことだ。鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうと言う、非常に稀まれな存在と接触し悪魔の素質を目覚めさせてしまった。この事態を我々天使は放置するわけには行かない」

　残酷な決定……それは、前にやって来た中位天使どもと同じ判断、ってことだろう。

　奴やつらはティーリを地獄に送り返さず、この人間界で始末しようとしていた。

　ティーリを消滅させてしまえば、とりあえずオレが悪魔になる可能性を排除できるからな。

「天使ってヤツは悪魔と同じで強引な連中ばっかりのようだな」

「私たちと悪魔を一緒にしないで。穢けがれる」

　悪魔と同じ扱いをされることに我慢ならないのか、リズは初めて露骨に感情を露にし、嫌そうに言った。

「なにその言い方。あたしの方こそ天使なんかと一緒にされたら虫むし唾ずが走るわよ」

「頭悪いクセに」

「チビのクセに！」

　いや、おまえもチビ……って、さっきから何度も何を張り合ってるんだ、この二人は。

「落ち着きなさいリズ。たとえ穢けがらわしい悪魔であったとしても、温厚に対応してこその天使だ。言っておくがティーリの外見が可愛かわいいからではないぞ。断じてそう言う不純な動機でないことは言っておく」

　どうやらそう言う不純な動機らしい。

「さすがお兄様です」

　そんな不純な動機を知ってか知らずか、リズが頷うなずく。

「前から聞きたかったことがあるんだが、聞いてもいいか？」

　この際なので、オレはエリーゼに聞けなかったことを聞いてみることにした。

「オレ個人の意思はともかく、天使にとってオレが悪魔になることはデメリットなのか？　いや、もちろん悪魔は少ない方がいいんだろうが、こんな手て間ま暇ひまかけるほどのことなのか、ってな。エリーゼは大天使がどうとか魔ま将しようがどうとか、そう言うきな臭いことを言ったが、所詮一人だろ」

　わざわざ何人もの天使が、入れ替わり立ち替わりオレを監視したり、こうして事情説明をしたり、わざわざ悪魔を排除するためにやって来るほど時間を割く必要があるのだろうか。

　前々から疑問に思っていたことだった。

「貴様は何もわかっていないようだな」

　あからさまにオレをバカにし、やれやれと首を振った。

「当たり前だ。こっちは善ぜん良りような一般市民だ」

「え、どこに善良な人間がいるの？」

　ティーリがわざとらしくキョロキョロと見渡す。

「確かに、貴様が善良な市民であるかどうかは議論の余地があるが……」

「おい……」

　冗談を交えながらも、ルシオンは天使としての使命をもっているように思えた。

「仮に鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうと言う男が、本当に大天使や魔将となる可能性を秘めていたとしよう。もしも貴様を放置したことで悪魔の素質が完全に開花し、魔将になってしまったとしたら……。天国と地獄のパワーバランスは大きく変わってしまう恐れを持っている」

「たった一人で、か？」

「魔将と呼ばれる階級の悪魔が、地獄に何人いるか知っているか？」

「さあな。オレには見当もつかない。悪魔がどれくらいいるかも分からない」

「悪魔の数が人間の数とそれほど変わらない、としたら？」

「もしン十億と悪魔がいるんだとしたら、何千万人か……いや、数億人はいるか？」

「───現存する魔ま将しようは８人だ」

　オレの答えに、呆あきれたように言い放つ。

「過去の歴史において、大天使や魔将などが誕生するのは、１００年に一人程度だ。しかしその多くの存在が、天獄戦争の原因となり、殺し合いを生んでいる」

「大天使の数はどれくらいなんだよ」

「現在は12名おられる。もちろん、私たちの上司であるミカエル様もその一人だ」

「大天使の方が多いんだな」

「だが、仮に大天使と魔将が正面からぶつかり合えば、戦局は五分と言わざるを得ないだろう。純粋な戦闘においては魔将の方が強い。だからこそ万が一にも、魔将が増えることなどあってはならない」

　ルシオンはやや強い口調でそう言った後、ティーリを見て、そしてオレを見た。

「もちろん、貴様が自然な流れで魔将となる運命ならば、私たちは見守るしかない。しかし、今の状況のように小悪魔と同居することで、不用意に悪影響を与えてしまうことは絶対に許されない」

「それがわざわざ天国からやって来たもう一つの目的ってことだな」

　改めて、エリーゼたちがここへ足を運んできている理由を知った。

「言っておくけど、私もお兄様も、あなたが大天使の可能性を秘めてるとはこれっぽっちも思ってない。精々、低級悪魔がいいところ」

　リズが人差し指と親指の隙間を少しだけ開けて言い放つ。

「思わず悪魔と勘違いしてしまう凶暴な顔つきをしているしな、無理もない」

　とことん無礼な兄妹だ。

「つまり、まとめると何かしら解決策が出るまでは人間界に居続けるってことか」

「そう言うことになるだろう」

　なんだか嫌な予感がする。

「おまえらもしかして、家うちに居候するつも───」

「時に少年。君は秋葉原、と言う場所を知っているか？」

　オレが懸念することを聞こうとしていたら、言葉を遮られた。

「秋葉原？　……そりゃ、東京に住んでりゃ知らないはずがないだろ」

　ルシオンは強く頷うなずくと、鋭い目つきをして口を開く。

「ふむ、それはよかった。ではすぐに案内して貰もらおうか」

「は？　何でだよ」

　いきなり面倒ごとを押し付けられた。

「私はもうひとつ、今回の件とは別に天国より命を預かってきている。その命のために秋葉原でやらねばならぬことがあるのだ」

「オレが案内しないと行けないのか」

「一分一秒が手遅れになってしまうこともありうる。迷っている時間が惜しい。場所を知っているのなら助けるつもりで力を貸してもらいたい」

「ったく……面倒臭ぇな……」

　断ることも出来たが、後々厄介なことになっても困る。

　重い腰をあげることにした。

「行くならさっさと行くぞ」

「リズ、おまえはここに残りティーリの様子を見張っておくように。逃げ出したりしないようにな」

「あのね、これでもあたし留守番は得意なのよ？　バカにしないで」

　ティーリが無い胸を偉そうに張り、自慢げに言った。

「隙あらば、討ち取ってしまっても？」

　無表情だったリズが僅かに白い歯を見せ笑った。

「構わん。いやいや、それはダメだ。まだ情報を聞き出せていない」

「……我慢します」

　少しだけ残念そうに答える。

「いい子だリズ。帰ったら頭撫なで撫でしてやろう」

「お断りします」

　リズは心底嫌そうに言った。
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　オレはルシオンを連れ外へと出た。

　外はギラギラと太陽が輝き、コンクリートを容よう赦しやなく焼いている。

　ルシオンは、このうだるような暑さがそれほど気にならないのか、普通に歩き始めた。

「念のため貴様に確認しておくが、悪魔に情は移っていないだろうな？」

「当たり前だ。あんなヤツに情が移るわけないだろ」

「それならばよいが、下手に情を移すと、別れの際に面倒になる」

「まさか……妹に始末させるつもりなんじゃないだろうな」

　オレを家から追い出せば、リズとティーリの二人だけになる。振り返り家の方へと視線を向けた。

「心配するな。リズには悪魔を消滅させる力も権限も無い。あくまでもこれから先の話だ」

　別に心配はしていない。そう否定するために、すぐ口を開いた。

「あいつに情は移しちゃいない。でもな、そんな横暴を許すつもりも無い」

「あの小悪魔がおまえに悪影響を与え、かつそれが天使に楯たて突つく行為になろうともか？」

「オレに言わせれば、天使も悪魔も、人間も大して変わらない。気に食わなきゃ止めるだけだ」

「ならばどうする。貴様は一生あの悪魔の面倒を見るつもりか？」

「冗談じゃねえ。その辺りはおまえらが上う手まい方法を考えろ」

「随ずい分ぶんと身勝手な考え方だ」

　正直、今の生活をずっと続けることは出来ない。

　そりゃティーリの面倒を見るのは大変だし、食事の用意や片付けも楽ではない。

　だが根本的困難、ってほどじゃない。

　今の生活を続けられない一番の理由は───

「貴様が一番分かっているはずだ。悪魔を傍に置いておくことのリスクを」

「…………」

　ずきりと、背中が痛んだ気がした。そう、ちょうど天使や悪魔の翼が生えている場所。エリーゼが天国に戻った後、オレは定期的にその部分の強い痛みに襲われていた。まるで悪魔の翼が背中から突き出してきそうな感覚。因果関係があるのかは知らないが、悪夢を見る割合も増えている気がする。

「おまえは今、ティーリの力を受け悪魔に偏りかけている。無意識のうちに、言葉や行動も悪魔に近いものになっていっているだろう。今のままいれば、恐らく一年と持たず悪魔として覚醒する」

「つまりオレのこの目つきの悪さもそれが原因か───!?」

「それは関係ない」

「あ、そう……」

　オレはルシオンに言い放つ。

「オレは悪魔にも天使にもなるつもりはない。オレは……ただの人間だ」

「ふん、ただの人間で居られればいいがな。気合だけでどうにかなるものではないのだ」

　ルシオンの一言は、しばらくオレの耳に残った。





○これが日本文化だ







　山手線に乗ること30分ほど。オレは秋葉原へと足を運んでいた。

　夏休みと言うこともあって、若い少年少女から、オッサンオバハンまで様々な人間が所狭しと歩いている。

　コスプレしていたり、髪の色をカラフルに染めた人間も少なくないため、人目を引く容姿をしたルシオンも、怖いくらいこの場所に溶け込んでいた。

「それでこれどこに連れて行けばいいんだ？」

「……こっちだ」

　何な故ぜか秋葉マップを見ながら、ルシオンはテクテクと歩き出す。

　しばらく大通りを歩き、やがて一軒の店の前で立ち止まった。

　そこは大手チェーンの電器店。店のビルにはデカデカと看板が掲げられ、描かれたアニメの女の子キャラクターも目立っている。ゲームなんかの宣伝が多く行われているようだった。

「こんなところに、何があるってんだ」

　ルシオンは迷うことなく店内へと入っていく。

「何をボケッとしている、さっさとついて来い。手遅れになっても知らんぞー！」

「ち……」

　こんな店に、人生で一度でも足を踏み入れることになるとは。店内に入ると、クーラーがガンガンに効いているにもかかわらず、妙な熱気を帯びていた。周りの客たちも、ふぅふぅと息を荒げて額に汗をかいている。

「臭うな……」

　しかしルシオンはそんな周囲に流されることなく、辺りを見渡し気配を探っている様子だった。そして奥のノレンをくぐり、がらっと雰囲気の変わるフロアに踏み込んだ。

　そこは、他のフロアとは全く異質と言ってもよく、肌色一色で埋め尽くされていた。

　辺りに貼り巡らされたポスターでは、裸の女が様々なポーズを取っている。

　陳ちん列れつされている箱型の商品のパッケージにも、同様のイラストが描かれていた。

「なんだよここ……」

「見つけたぞ少年、あそこだ」

　光景を目の当たりにしているだけで眩暈めまいを引き起こしそうなほどだが、ルシオンは動じることなく一際人が集まる一角を見つけ、その中へ躊ちゆう躇ちよなく飛び込んで行った。

　そして、陳ちん列れつされた大き目の弁当箱のようなものを、ジッと凝ぎよう視しし始めた。

　何か商品を捜しているように見受けられる。

　オレは何となしにピカピカと光るディスプレイを見やると、アニメの女が入れ替わり立ち替わり登場していた。

「おい……一応念のため聞くが、何のために秋葉原まで来たんだ？」

「ここに来た目的はコレだ！」

　そう言い、力強く箱を摑つかむと、オレの眼前へと突きつけた。

「私は日本のアニメ、ゲームに目がない。特にこのジャンルはな」

「何だこの『暁の○衛』って……」

「エ○ゲーに決まっているだろう。貴様オタク男子としてそんな知識もないのか？」

「オレがいつどこで何時何分何十秒にオタク宣言した、あぁ？」

「天国から得た知識では、人間の中でも、特に日本人はオタクだと学んでいる」

　あながち間違ってないが、間違っている。

「私が以前大阪の方に任務で降り立った時も、日本橋は賑にぎわっていたな」

　うんうんと頷うなずくルシオン。

「断っておくが、私はイケメンだ。そして、美しい女性をこよなく愛する紳士だ。もちろんそれは事実であり否定される材料は何もないが、同時に日本の萌もえ文化も愛している。つまり私は女性の全てを愛することが出来る。ああ、完璧すぎる自分が怖い」

　自分に酔った後、ルシオンがオレの手にパッケージを三つ持たせた。

　どうやらシリーズ物らしく、一貫して同じタイトル文字が入っている。

「会計を頼むぞ」

「帰る」

　あまりにバカらしい。

　時間を無駄にしたと悟ったオレは、パッケージをルシオンに戻し、その場で踵きびすを返した。

「バカ者！　貴様が帰っては私が買い物を出来ないではないか！」

「オレはこんなもん買う金なんて持ってねえよ！」

「な、なんだと!?」

　ポケットから財布を取り出し、中身を引っ張り出す。

「あと３，０００円しかねえんだよ！　電車賃もバカにならないしな！」

「な、何と言うことだ……待望の商品を目の前にしながら……こんな残酷な話があっていいのかっ！」

　泣きそうな声で叫ぶが、本当に泣きたいのはこっちの方だ。

「天使も悪魔もろくなのがいねぇ……」

　改めてそれを痛感する。

「ど、どこに行く！」

「マジで帰るんだよ。バカらしい」

　店外に出ると、ルシオンが慌てて追いかけてきた。

「待て！　妥協して中古なら買うことが出来る。３，０００円私によこすがいい！」

「知るか！」

　完全な無駄足だった。オレは、そのまま駅に向かって歩き出す。

「く、くそっ。どうしてこんな目に私が遭わねばならぬのかっ！」

　後ろからついてくるルシオンが吐き捨てた。

「最初からそんな低俗な目的だって知ってたら案内しなかったぜ」

「無論、案内してもらえないと思ったから口にしなかったのだがな」

　ノウノウと言い放つ姿に、こっちはただ呆あきれ返るだけだった。

　さっさと帰ろう。これ以上コイツにかかわっているとろくなことがない。

「む……ちょっと待て」

「もうあんたの余計な発言に振り回されるのはごめんだ」

「そうではない……」

　険しい表情をしているが、オレは疑わしい目で見ていた。

「悪いがもう少し付き合ってもらうぞ」

「目的を言え、目的を！」

　勢いよく詰め寄った直後、ルシオンが鋭い目つきへと変わった。

「悪魔の気配がする」

「本当だろうな……」

　どうにも、こいつの発言は胡う散さん臭くさいものが多い。

　しかし悪魔と言われては、簡単に無視することが出来ないのも事実だ。

　オレはルシオンについて秋葉原の通りを歩き始めた。

「天使には悪魔を感知する力がある。特に私はその力が強い」

「へえ……」

　初めてまともな会話をする気がする。

「ここだ」

　そしてルシオンは一軒の店の前で立ち止まった。その店の看板には、

「『萌もえド喫茶』……やっぱり帰る」

　一瞬感心してしまったオレが、間違いだった。

「ええい、場所は色々と問題があるが、確かにここから気配を感じる！」

　……うそくせえ。

「うそ臭いと思っているな？　だが本当のことなのだ」

「どこからどう見て、こんなところに悪魔が居るんだよ。アホらしい」

「確かに先のエ○ゲーでは困らせたかも知れん。しかし、私が本当にここに来た目的はディストーションゲートの存在を確かめることだったのだ。悪魔の気配を感じなければ黙って戻るつもりだった」

　釈然としない言い訳をされながら、オレは嫌々相手を続けることにした。

「さっきの店での話は演技だったってことか？」

「いや、あれはあれで本気だ。とにかく中に入るぞ」

　本気だったのかよ……と心の中でツッコミつつも、オレは渋々店の中に入ることにした。

「お帰りなさいませご主人様！」

　店に入ると早速、メガネをかけた、メイドの格好をした女が出迎える。

「実にイイ！」

　グッと親指を立てるルシオン。こいつのことを信用して本当に大丈夫か？

「お席の方にご案内しますねっ」

　フリルの入ったスカートをなびかせ、営業スマイルを振りまく店員。

「待ってくれ可愛かわいいメイドよ。君と楽しむのはまたの機会にしよう」

　一瞬怪け訝げんそうな表情を見せるメイドに、ルシオンは続けた。

「この店……地下はあるのか？」

「は、はぁ。イベント用の地下室がありますけど？」

「案内して貰もらいたい」

「あの、どう言うことでしょう？」

　困惑したようにメイドがおろおろとする。

「前にここに来たとき、地下で忘れ物をしたんだ」

　助け舟を出すように、オレが口を挟んだ。

「そうでしたか……あの、こちらです」

　やや怪しがりながらも、メイドはオレたちを案内してくれるようだった。

　階段を降り、地下室の扉を開ける。

　電気が消えているので、真っ暗だったが、特に変わった気配は感じない。

　メイドが部屋の壁にあるスイッチを押すと、パチッと言う音と共に室内が明るく照らされた。並べられた無機質なパイプ椅子に、いちごやメロンなんかのイラストが飾りつけられたステージ。その場所からは可愛かわいらしい雰囲気しか見受けられない。

　こんな場所に、とても悪魔が潜んでいるとは思えないな。

　ルシオンは無言のままステージのそばまで歩いていくと、しゃがみ込み、掌てのひらで床に触れた。まるで何かの痕こん跡せきを捜すように。

「……なるほど……」

「あの、忘れ物は見つかりましたか？」

　そんなメイドの言葉に、ルシオンは一言も発さず、オレの方へと視線を向けた。

「帰るぞ」

　そしてすぐに立ち上がると、ルシオンは地下室を後にする。

「おいっ！」

　オレは慌ててルシオンの後を追い、店の外へ。

「入るなり帰るって、どう言うことだよ」

「あまりあの場の空気を吸っていたくなかったものでな」

「ゲートってのはあったのか？」

「既に閉じていたが、確かにその痕跡はあった」

　どうやら、ゲートはあったらしい。

「ディストーションゲートは、人の恨みや怨おん念ねんが強く集まる場所に開きやすい。そして逆に慈愛や信仰に満ちた場所にも開きやすい傾向にある。あの場所は前者……恨みの念が強く篭こもっていた」

「つまり……悪魔が地上に？」

「そう言うことだ。それ自体は珍しいことではないが……」

「ちょっと見直したぜ。メイドを相手にしなかった辺り、本当にゲートがあったんだな」

「ふんっ。あれは私のタイプではなかったからだ！　メガネ属性は持っていないっ！」

「……そうかよ」

　二度とルシオンのことで感心したりするのはやめよう、そう心に誓った。
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　秋葉原からの帰り道、オレたちは無言で歩いていた。

　地下のステージを見てからルシオンが神妙な面おも持もちを崩さなかったからだ。

　だが、ふと、ルシオンが何かに気付いたように顔を上げた。

「……私は先ほどから妙な不快感に襲われていた。その理由を考えていたのだが……」

　オレを見た後、おえーっと吐くような仕草を見せた。

「理由をよく考えてみれば、私は男と二人きりで出歩いた経験がない。実に嫌なものだな」

「……そう言う失礼極まりないことを悪意なく言う辺り、エリーゼっぽいと言うか、兄妹らしさを感じるぜ……」

　つか、さっきのゲートのことで悩んでいたわけじゃないのか。

　あまりにくだらないことだったので、がっくりと肩の力が抜けた。

「念のためもう一度確認させてもらうが、明日からどうしても海に行くのだな？」

「生活のために必要なことだからな。何度も言うがオレの所持金はあと３，０００円しかない」

「ならば一つだけ約束してもらおう。不用意に人間を巻き込む真ま似ねは絶対にしないと」

「そんなつもりは最初っからない。オレはただバイトをしに行くだけだ。他に誘ってる奴やつもいないしな」

「それならば良いが」

「あ……鮫さめ島じまくんっ……」

　ちょうど家の近くまでたどり着いた時、荒あら崎さきに出くわした。

「これから買い物か？」

　話しかけられた以上、無視するのも悪いかと思い、軽く聞いてみた。

「そうなのっ」

　普通のことを聞いただけなのに、嬉うれしそうに答える荒崎は、水色の可愛かわいらしいワンピースを着ていた。荒崎の私服姿を見た記憶が無かったオレは妙な新鮮さを感じてしまう。

「これはこれは、美しいお嬢さん」

　ルシオンが、オレと荒崎の会話に割って入る。つい今しがた、不用意に人間にはかかわらないようにしろだとか何だとか言ってたのは、噓うそだったのか。

「あ、こ、こんにちは……」

「初めまして。私は聡そう一いち郎ろうの友達でルシオン。よろしく」

　爽やかに微笑ほほえむルシオンは、そっと手を差し伸べた。

「初めまして……荒崎桃もも恵えです」

　荒崎がその手を握ると、ルシオンは何度もニギニギと手を握り締めた。少し困っているようだったので助け舟を出すことにした。ルシオンの腕を握り、引き離す。

「コイツはエリーゼのアニキだ」

　そう言うと、桃恵は納得したように頷うなずいた。

「なんとなくエリーゼさんと雰囲気が似てるなと思ってたの。よろしくお願いします」

　丁寧に頭を下げる。

「ふむ……これが大和やまと撫子なでしこか」

　一度頷うなずいたルシオンは、こちらを向いて気持ち悪いくらいの笑みを見せた。

「こんな子がいたら私はもう！」

「やかましいわ！」

　すぱーんとルシオンの頭を叩たたいた。

「テメェ今しがたのセリフを思い出させてやろうか？　ええ、おいっ？」

「ところで桃もも恵え。私は君の水着が見たい、どうしようもなく見たい。だから明日海へ一緒に行かないか？」

　こちらの攻撃に怯ひるむことなく、つか完全にスルーして荒あら崎さきの両手を握り締める。

「え、え、えっ!?　う、海？」

「私と聡そう一いち郎ろう、それから私の妹も同行する予定だ」

「そうなんですか……」

　チラリとオレの方を見る。

「そっか、海に行くんだ……」

　そう言い、羨ましそうに目をキラキラさせはじめた。

「別に遊びに行くわけじゃない。泊まり込みで二週間ほどバイトをするだけだ」

　荒崎は驚いた表情を見せると、オレとルシオンの顔を交互に見た。

「嫌がってるだろ、無理に誘うな。悪いな、気にしないでくれ」

「ううん、私は大丈夫だけど……」

「それはよかった。じゃあ、明日の朝、聡一郎の家に集合してくれ」

「おまえ、今の流れで海に行くのを承しよう諾だくしたと思ってるのか？」

「それ以外に何があると？」

　堂々と言い放つところは偉いと思うが、間違っている。

「私はその、夏休みは全然予定空いてて、時間はたくさんあるって言うか……」

「それはいい。是非一緒に行こうではないか」

「おいおまえどう言うつもりだ」

　オレはルシオンにそっと耳打ちする。

「可愛かわいい子が居たら誘う。これは、男の中の常識だ」

　そんな身勝手な理由のために、前言を撤回するのか。

「私がお邪魔しても、迷惑じゃないですか？」

「迷惑？　迷惑なわけがない。なあ聡一郎」

　オレに同意を求めるな。つか、さっきから聡そう一いち郎ろうと呼ばれて気持ち悪い。

「本当にいいのか？　おまえなら行く相手は幾らでもいるだろ」

「そんな、全然だよ」

　ぶんぶんと手を振って否定する。

「ただ、二週間……は無理だと思います。それでもいいでしょうか？」

「ノープロブレム。もし日帰りをご希望なら私が責任を持って送り迎えしよう」

「無一文のクセにどうやって電車に乗るつもりだ」

「もちろん聡一郎の金に決まってるじゃないか」

　コイツには、後でどんな手を使ってでもドアノブの修理費＋電車賃を払わせてやる。
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「で……おまえらどこで寝泊まりするつもりだ？」

　リビングを占拠した二人の天使に、上から高圧的に問いかけてみた。

　無論、そんなことで怯ひるまない連中であることは百も承知だ。

「当然、この家に決まっているだろう。いや皆まで言う必要はない。確かにこの家は汚い、そして狭い、そして古い。しかし私たち天使が迂う闊かつに人間と接することが出来ない以上、この家に泊まることは仕方のないことなのだ。天使に辛つらい思いをさせることに心を痛める気持ちは分かるが、ともか───なんだその握り締めた拳は……」

「あまりにもグダグダと前置きが長いから、一発殴ってやろうかと思ったんだ。要は行くあてがないから泊めて欲しい、ってことだろうが」

「泊まってやろう」

　偉そうに胸を張るルシオン。

　これが人の家に泊めてもらおうとする人間……いや、天使の態度だろうか。

「右手と左手、どっちで殴られたい？」

「ふん、美少女が相手ならどちらからも殴られたい。だが、男からはゴメンだ」

　どう言う返しだよ……。

　ともかく、こいつら二人をどこに押し込むかが問題だ。




　選択肢

　リビングを使わせる

　今オレが使っている部屋を使わせる




　どうせリビングで寝ろと言っても聞き入れはしないだろう、となればオレの部屋を使わせるしかない。……つか、今の選択肢ってなんだよ……どうやって選べっつんだよ。

「向こうに部屋があるから、勝手にそこで寝ろ」

「それでもう一部屋は？」

「なんだよ、もう一部屋って。一部屋あれば十分だろ。二人くらいなら寝れる」

「私とリズは兄妹だが、性別は別だ。たとえ血縁者であっても共に寝るわけには行かない」

「当たり前の常識」

　うむうむと、ルシオンが頷うなずくが、そんな常識は初めて聞いた。

「その部屋はリズが使わせてもらいなさい」

「はいお兄様。ですが、お兄様はどちらでお休みに？」

「この家には悪魔が居る。私はリズの安全のために二階でティーリを見張っておこう。その間安心して眠るといい」

「お兄様……自分の身を削ってまで、私のことを───」

「私の胸に飛び込んできてもいいんだよ？　リズ」

　バッと腕を広げ、妹を迎え入れるルシオン。リズは立ち尽くしたまま、

「それはちょっと……」

　さり気なく拒否した。

「リズ！　この恥ずかしがり屋めっ！」

　ツンとリズの頰ほおを人差し指でつつくルシオン。

　一瞬だが、リズが心底嫌そうな表情を浮かべたような気がした。

「……なんだよこのやり取り……」

「では私は早速二階に向かい、ティーリと共に眠ることにしよう。はぁはぁ」

「どうして息が荒いのですかお兄様？」

「悪魔と対たい峙じするのだ、自然のことだよリズ」

「どうして前かがみなのですかお兄様？」

「悪魔と戦う姿勢が前に出ているんだよリズ」

「さすがお兄様です」

　オレはこいつらを家に泊めなきゃならないのか……。

「と言うわけで、さらばだ！」

　ダッと駆かけ出し、ルシオンは鼻歌交じりに二階へと上がって行った。

　リビングにはオレとリズが取り残される。それを見送ったリズは、深いため息をつく。

「お兄様の相手は疲れる……」

　兄の異常なまでのテンションにリズはついて来れていないようだ。

　そんなリズを横目で見ていると、オレからの視線に気付いたのか、いきなりジトッとした目付きになったかと思うと、

「なに」

　短く、かつ嫌そうに言った。

「いや別に……」

　ま、あの兄じゃ尊敬することは難しそうだな。

「ところで、あの悪魔はちゃんと翼を消せるの？　ずっと出しっぱなしだったけど」

「ああ。つい最近だけどな、消すことを覚えた。明日からの外出は消させるようにするさ」

「そう……」

　明日から、大変な毎日になりそうだな。

　そんなことを思いながら、オレは眠りにつくことにした。

　なお、廊下に出るとティーリに殴られたルシオンががっくりと崩れ落ちていた。

　顔はボコボコに殴られたのか、腫れ上がっている。

　ルシオンは目覚めることなく、その姿勢で朝を迎えたようだ……。












○海へ行こう







　朝、時刻はまだ７時20分。オレたちは家の玄関先に集合していた。

「暑い……あたし、やっぱり夏って嫌い……」

　まだ眠気も残っているのか、目を細めたティーリがだるそうに呟つぶやく。

「今日は結構涼しい方だろ。どんだけ暑さが苦手なんだ」

「地獄には人間界と違い季節がなく、年中黒い雲に覆われていて涼しい場所が多い。悪魔は人間界の夏には耐性がないため苦手としているのだ」

　ルシオンから、どうでもいい丁寧な説明を受ける。

「リズ、今日はこれから海に行くわけだが、他にも一人、人間が同行することになっている。くれぐれも我々が天使であること、ティーリが悪魔であることは伏せるように」

「はい。心得ています、お兄様」

「さすが我が妹だ、実に物分かりがいい。将来は間違いなく天才天使として語り継がれるだろう！」

「テレます」

　言葉とは裏腹に、リズはいつも通りの無表情で、全然テレてるようには見えない。

「あーなんであたしが、アルバイトなんてしなきゃならないのよ……」

　ティーリがブツブツと文句を言う。

「それは自分の心に聞いてみるんだな。どれだけオレに迷惑をかけてると思ってる」

　と、そこへ明るい声が届いた。

「おはようございます、皆さんっ」

　やや駆かけ足で、荒あら崎さきがやって来た。

　肩には少し大きめのバッグを下げている。恐らく水着やら必要なものが入っているんだろう。

「おはよう鮫さめ島じまくん。今日は、よろしくお願いしますっ」

　丁寧に頭を下げるが、そんな風に畏かしこまられても困る。

「別に……普通に楽しめばいい。どうせオレはバイトだ」

「あ、う、うん……」

「桃もも恵え、君が持つには重いだろう。荷物を貸したまえ、私が持ってやるぞ」

　素早く荒崎のそばへ擦り寄ったルシオンが微笑ほほえむ。

「いえ、そんなっ、あまり重くないので大丈夫です」

「荷物を持つのは男の役目。遠慮する必要は無い」

「そうよね。じゃああたしの荷物よろしく」

　そう言い、ドカッと大きいボストンバッグをルシオンに押し付けるティーリ。

「な、なんだこの重さは!?」

　ボストンバッグを思わず両手で抱える。

「色々必要なモノが入ってるから」

「重い？　そんなわけないだろ。その荷物は昨日オレがまとめたんだ。貸してみろ」

　重そうに持つルシオンから強引にバッグを奪うと、地面に置いてファスナーへ手をかけた。タオルや着替えの服、あとは水着くらいしか入ってないはずだ。

　だが、そのバッグを受け取ると、ずっしりとした重量が伝わってきた。

「おい、なんだこれは……」

　すぐさま、海に持って行くには似つかわしくない異常なものを見つけ指差すと、ティーリは悪びれた様子も無く言った。

「マンガ」

「どうして海に行くのにマンガが必要なんだよ。全く不要なものだろうが」

　その場でマンガを抜き取り（30冊）玄関へとそれを置いた。

　そのどれもこれもが、かずおの大冒険だ。出たよ、この糞くそマンガ。

　ちっとも面白くないくせに、存在感だけはやたらとありやがる……。

「無理やりマンガなんか詰め込みやがって。つか、せめて持っていくならツーピースとかだろ」

　何な故ぜよりにもよって、こんな糞マンガをチョイスしたのか。

　マンガの下に敷かれていた衣類は、ぐちゃぐちゃになってしまっている。それをその場で取り出し、ささっと元の綺き麗れいな形に折りたたみなおした。

　ふと、視線を感じたので顔を上げると、全員がオレを見下ろしていた。

「今流行はやりの主夫、と言うヤツだろうか？　それにしても似合わないな」

「男のクセに随ずい分ぶん丁寧……顔はとても丁寧な作りとは言えないけど」

「ふふん、さすがあたしのシモベね」

「鮫さめ島じまくん、やっぱり器用だなぁ……」

　それぞれが自分勝手に好き放題呟つぶやいている。

「ほらよ。もう余計なものを入れるなよ」

「ご苦労ご苦労」

　ティーリは偉そうに頷うなずき、そのバッグを受け取るとルシオンに押し付けた。

「あたしのバッグを持てて光栄でしょ」

「……も、もちろんだ」

　ルシオンはやや笑顔が引きつっていたが、荒あら崎さきの手前もあるのか素直に受け取った。

　荒崎はずっと遠慮していたようだが、結局ルシオンの押しに負けて荷物を持ってもらっていた。

「あの、エリーゼさんは来られないのですか？」

「ああ、エリーゼは来ない」

　それを聞いて少しだけ寂しそうな顔をした。荒崎とエリーゼは仲良さそうにしてたからな。オレもなんとなくエリーゼのことが気になりながらも、海へと向かうことにした。
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「そもそも、何でそんな遠くでバイトするわけ？　家の近くでやればいいじゃない」

　電車に揺られながら、ティーリはそんなことを言った。

「私には分かるぞ聡そう一いち郎ろう。夏と言えば海、海と言えば女の子、女の子と言えば水着だ！　違うか！」

　それは先日も聞いた。

「全く違う。おまえと一緒にするな。近場だと、色々問題が生じるだけだっつの」

　ルシオンは「どう言う問題だ？」と首を傾かしげて聞いてきた。

　答えは至し極ごくシンプルだ。荒崎は何となく理解したのか、苦笑いを浮かべている。

「オレは学校じゃ札付きの悪だからな。そんなヤツがコンビニでバイトでもしてみろ、何を言われるか分かったもんじゃないだろ」

　店も迷惑するし、オレも何かと注目されて面倒だ。

　それなら、多少遠くてもオレを知っている連中がいない場所の方がやりやすい。

「以前深夜のコンビニバイトに入った時は、買い物に来た連中10人に絡まれた。そんで返り討ちにしたらクビになって、近隣に知れ渡って履歴書も送れなくなった。……そう言うのが嫌なんだよ」

「さすがあたしが見込んだ悪魔だけはあるわね」

「あはは、悪魔は酷ひどいよティーリさん」

　ティーリの言葉に、荒崎は口元に手を置いてクスクスと笑った。

「いいのいいの、本当のことだし。ねえ？　ナルシスト天使」

「ははは。突然何を言ってるんだ君は。聡一郎が悪魔だなんて可か哀わい想そうだろう」

　頰ほおが引きつりながらも、笑顔でティーリと向かい合っていた。

　天使や悪魔の存在を絶対に知られるわけにはいかないルシオンと、正体を隠そうともしないティーリとでは、勝負にならない。そんな状況を見かねたのか、リズは無表情のままティーリの尻に蹴りを入れた。思ったよりも勢いが強かったのか、ティーリは前のめりに転び、手すりに額を打ち付けた。

「った！　な、何すんのよ生意気ガキ天使！」

「蹴られた理由くらい察して」

「落ち着くんだリズ。私は何も困ってなどいないよ。ティーリは怒りっぽいだけなんだ。ほら、あの平らな胸を見てご覧、どう見てもカルシウムが不足している証拠だ」

「なるほどな、そう言うことだったのか」

　オレがポンと手のひらにグーを置いて頷うなずくと、ティーリの蹴りが飛んできた───のでルシオンを盾にした。

「ふぐっ!?」

　運悪くそれが股間に命中し、その場にプルプルと震えながら崩れ落ちるルシオン。強がりなコイツも、今のは相当応こたえたらしい。

「だ、大丈夫ですかルシオンさんっ！」

「ふ……ふふ……し、心配には及ばない。私はノーダメージだ……うぐぐ……」

　頰を引きつらせながら笑う。どう見ても相当効いていた。

「やっぱり、悪魔は極悪非道な生き物ね」

　どっちもどっちだろ……。

「女の子を悪魔だなんて言うと、ティーリさんが可哀想だよ？」

　そんな中、荒あら崎さきだけは優しくリズに話しかける。

「本当のことだから」

「えっ？　本当のことって？」

　リズは言葉を続けようとしたが「リズ」と名前を呼ばれルシオンに制止された。

「……何でもない。ごめんなさい」

　無表情で車窓の景色を見つめる。

　まだ出会って間もないが、オレにはリズが何を考えているのかさっぱり分からない。

　その表情から、感情を読み取ることが出来ないからだ。

　妙な空気が流れたまま、オレたちは電車に揺られ続けた。
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　電車が停まり、オレたちは目的地に降り立った。

　そして駅から歩くこと約10分。ティーリのヤツが疲れたと駄だ々だをこね始めた頃、少しずつ波の音が聞こえ始めた。全員、その音の方に同じように顔を向ける。

　ティーリは小走りになり、身を乗り出すようにして高台の手すりに摑つかまった。

　少し遅れて、オレも高台から海を見下ろす。

「へぇ……これが海……」

　ポツリと、感心したようにティーリが漏らした。オレは気になったことを聞いてみる。

「地獄に海はないのか？」

「そうね。血の池地獄ならあるけど。大体低級悪魔がうめき声を上げてるわ」

　相変わらず地獄は物騒なところのようだ。深くは立ち入らないでおこう。

　天使の二人も海を見るのは初めてだったのか、啞あ然ぜんとして、その広大な青い海を見つめていた。

　いや、初見でなくとも、都会に住む人間なら感動出来るのかも知れない。

　荒あら崎さきも静かに、瞳を輝かせ海を見つめていた。

「そーいちろー、早速海に行くわよ」

「ちょっと待てや、この悪魔」

　オレはわしっと襟首を摑み上げ、ティーリを宙空に持ち上げた。

「な、何すんのよ！」

「おまえはオレとバイトだ。何度も説明したよな？　今から二人で働くんだよ」

「あんたバカ？　この大海を前にして遊ばずに働くヤツがどこに居るって言うのよ」

　本気で言ってるところが、こいつの恐ろしいところだ。

　何度もバイトの説明をしていたにもかかわらず、もう頭の中にそのことはないんだろう。

「バイトしなかったら、明日からどうやって生活していくって言うんだ」

「あんた一人で二人分働けば？」

「コイツ……」

「あ、あの、良かったら私が手伝おうか？」

　何な故ぜか分からないが、荒崎が手伝いを申し出てきた。だが、もちろん「じゃあよろしく頼む」と言うワケにはいかない。オレは当然のことながら首を横に振った。

「家でタダ飯食らってるコイツ自身に働かせないと意味ないんだよ。おまえは海で遊んで来い」

「で、でも……大丈夫なの？」

「おまえが心配することじゃない」

　荒あら崎さきは少し寂しそうに頷うなずいた。

　オレは荒崎とリズに更衣室の場所を伝え、早々に追いやるように向かわせた。

「チッ。あのまま桃もも恵えにやらせればよかったのに」

　荒崎の手伝いの申し出を断ったことに対し、ティーリは舌打ちをする。

　こいつの性格の悪さはどうにかならないものか。

「では貴様は海の家で頑張って働いて来たまえ。私は桃恵と泳ぐことにしよう」

「仕事しろよ仕事。コイツを調査しに来たんだろうが。って、おいどこに行くつもりだ？」

　ドサクサに紛れて逃げようとするティーリの手首を捕まえる。

「あたしに対する信頼感はないわけ？」

「あるわけないだろ」

「この悪魔！」

　悪魔はおまえだ……って、そう言う毎度おなじみ不毛な争いをしている場合ではない。

「そろそろ時間だ、行くぞ」

　抵抗するティーリの手首を引っつかみ、ずるずると引っ張っていく。しかし抵抗が強いのかやたらと重い。その上に、妙に手首も太くなっている気がする。スッと後ろを振り返ると、頰ほおを赤らめたルシオンが、じっとオレを見つめていた。

「痛くしちゃ、嫌だぞ……？」

「……きもっ!!　つか、ティーリのバカはどこにいった!?」

「私と入れ替わるあの素早さ……あの小悪魔なかなか出来るな……」

「感心してる場合じゃねえだろ！　今年は二人で働きに行くって約束をしてんだよ！」

　だが、辺りの人ごみに紛れ、ティーリはいずこかへ姿を消してしまった。

「仕方ない。もうこの際おまえでいい、手伝え」

「何を寝ぼけたことを。人間界でアルバイトなど冗談じゃない。それに、こうなった以上私は小悪魔を追わなければならない。アレが人に与える影響は思ったよりも大きいのだ」

　確かに、これだけ大勢の人でごった返していれば、大きなトラブルに発展する可能性も十分考えられるが……。

「事態が飲み込めたのなら、この手を離してもらおうか」

　ルシオンに手を振りほどかれたが、オレにそれを止めることは出来なかった。

「悪魔を働かせると言うことそのものが、ある種の矛む盾じゆんとなっている。人が見れば自分勝手で我がまま、面倒な存在に見えるだろうが、悪魔はそれが普通なのだ。アレコレと不満を言ったところで解決することではない」

「ぐ……」

「男らしく土下座でもするか、小悪魔の言う通り二人分働くしかないな。ふはははは！」

　高らかに笑い声を残し、ルシオンはスキップしながら更衣室を捜しに行った。

「マジでどうすんだよ……」

　その場に崩れ落ちそうになりながら、オレはとぼとぼと海の家に歩き出した。





○エリーゼとバイト







「はあ……」

　オレは重い足取りのまま、海の家へと着いてしまった。

　もう、今年で三年目になるアルバイト先。そこは既に多くの人で賑にぎわっていた。

　店先では、30手前の男が一人、忙しそうにヤキソバを焼いている。

　オレが山やま田だ店長と呼んでいて、海の家を切り盛りする人だ。体格はいいのだが、気弱そうな顔のためによく客とトラブルになる。それが元で、オレのような男を喜んでアルバイトに迎え入れてくれたのだ。雇ってくれた理由はともかく、正直ありがたい話だ。

「……どもっす」

「おう、来たか鮫さめ島じま！　すぐで悪いが着替えて準備してくれ、見ての通り忙しくて敵かなわん」

　お店の前には行列をなして並ぶ客、店内には注文を待つ客で溢あふれていた。

「ん？　もう一人のアルバイトはどこだ？　女の子を連れてくるって言ってなかったか？」

　当然当てにしていたであろう戦力がこの場にいないので、不思議そうに言った。

「すみません、その……実はもう一人来る予定が───」

「私です」

　オレの背後から、透すき通るような美しい声が聞こえてきた。

　振り返ると、金髪の美少女がこちらに優しく微笑ほほえんでいた。長く伸びたロングウェーブの髪に大きな瞳、そして見るからに柔らかそうな大きな胸。天使のエリーゼだった。

「ほぉ……まさかこんな綺き麗れいな外人を連れてくるなんて、やるな鮫さめ島じま！　じゃあ奥の小部屋を使ってくれ、そこで着替えられる」

　エリーゼは深く頭を下げると、奥の更衣室へと向かう。

「おまえ……!?」

「お話は後で。今はすぐにお手伝いの準備をした方がよろしいかと思います」

「いや、しかし、関係のないエリーゼに手伝わせるわけには行かない」

「そうも言っていられない事態なのでは？」

「でもな……第一、どうしてここに……ルシオンたちの話じゃ来ないって……」

「お兄様がそのようなことを？　私はお兄様と共に人間界にやってまいりましたが？　先ほどもお兄様にお会いし、聡そう一いち郎ろうさんが困っているだろうから助けてやって欲しいと頼まれました」

　不思議そうに首を傾かしげるエリーゼ。どうやら、オレは噓うそを吹き込まれていたらしい。

「だったら何ですぐ家に来なかったんだよ。変な兄妹をよこしやがって」

「申し訳ございません、別件の命を承っておりましたので。心配されましたか？」

「別に心配なんてしてねえよ。余計な連中と引き合わされて迷惑したってだけだ」

「お兄様が暴走しないように、リズを見張り役としてお付けしたのですが……」

「あの妹は妹で問題ありだろ……」

　大人しいとは思うが、性格に難ありだ。

「やはり迷惑をおかけしてしまったようですね。では、その罪滅ぼしと言うことでどうでしょう？」

　自分が悪いことをしたわけでもないのに、笑ってそう言う。

　この笑顔がまた、反則的でずるい。

「困っている方がいれば、お助けするのは天使としての務めですから」

　エリーゼの爪の垢あかを煎じて、天使兄妹とティーリに飲ませてやりたい。

　五分ほどで着替えてきたエリーゼは、白いＴシャツを腰で結んだ姿で現れた。

　シンプルな格好だというのに、凄すごく似合っていて綺麗だった。

　一方、オレは半そで半ズボンの、なんとも冴さえない格好である。

「似合ってますよ聡一郎さん。初対面なら、きっと私は怖くて逃げ出していたと思いますっ」

　パンと手を合わせて微笑ほほえむ。

「全然褒めてねえな……」

「おう着替えてきたか。って、相変わらず物騒なツラだよなあ鮫さめ島じまは」

「うるさいっすよ」

「そして、お、おぉお……君はいいね……うんうん」

　エリーゼの全身を舐なめ回すように見ながら頷うなずいた。

「よし、じゃあ君は店内で注文を受けてくれ。鮫島はいつも通り全部やってくれ」

「うす。エリーゼ、おまえ注文の取り方は分かるか？」

　オレはメニュー表の紙を手渡し、軽く説明をしてやる。

「料理の経験はありませんが、種類も少ないですし、問題ないかと思います」

「分かった。もし困ったことがあったらすぐに言ってくれ」

「はいっ」

　オレたちの慌ただしいアルバイトが始まった。
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　バイトを始めて、二時間ほどが経過しただろうか。昼時が近づいたこともあり、店内も店外も凄すさまじい人でごった返している。山やま田だ店長は嬉うれしい悲鳴をあげながら、どんどんとぼったくりヤキソバを作っていた。

「なあなあ、君どこから来たの？」

　そんな声が聞こえてきた。振り返ると、エリーゼが客に話しかけられている。小麦色の肌をした茶髪の若者四人が、テーブル席からナンパしているようだ。まさに夏の恒例行事。

「えっと、あの、ご注文は……？」

「そうだなぁ……じゃあ君を注文しようかな、なんちゃってね」

　臭いセリフをためらわず吐きながら、エリーゼの手首を握り締めた。

「ここ座って一緒にお喋しやべりしようよ」

「ごめんなさい、お仕事がありますので……」

「これも接客の一環だよ。ちょっとくらいいいじゃん？」

　自分ひとりでは対処しきれないと思ったのか、救いを求めるようにこちらを振り返るエリーゼ。

　普通であれば、オレは傍観していたかもしれない。

　もちろん最低限のモラルはあると思うが、ナンパをするのは男たちの自由だ。

　エリーゼがオレの恋人って話ならともかく、生憎あいにくとそう言う関係ではない。

　ただ、オレはこう言う時のために雇われているようなもの。仕事なら当然阻止するべきだろう。

「すいませんお客さん、うちの子が困ってますので」

　エリーゼの腕を摑つかむ男の腕を握り締める。

「んだよ。邪魔すんなよな。にしても君すげえ美人だね、俺たち驚いちゃった」

　男たちはオレに見向きもせず、無視してエリーゼとの会話を続けている。

「他のお客様の迷惑にもなります」

「んだようっせぇな、ぶっ殺すぞ！」

　ちょっとした注意にキレたのか、立ち上がりオレを睨にらみつけてきた。

「うっ……！」

　だが、オレと目が合った瞬間、男が怯ひるんだように半歩後ろに下がった。

「な、なんだコイツの目！　あ、明らかに人殺したことある目だぞ!?」

　もちろんそんなことあるはずもない。

「これ以上店に迷惑をかけるようであれば、裏で話聞きますけど」

　相手が半歩下がった分、オレが前に出ると、男は慌ててエリーゼから手を離した。

「す、すんませんした。その、迷惑かけて」

「いえ、わかって頂ければいいんです。ではご注文お伺いしますよ」

「じゃ……じゃあヤキソバ四人前」

「畏かしこまりました。ヤキソバ四人前、お願いします」

　オレはエリーゼに注文を促す。

「は、はい。分かりました」

　遠ざける意図を汲くみ取ったエリーゼは、深く頷うなずいて店長の方へと歩いていった。

「すいませんね。ナンパするなら仕事の時間外にお願いします」

「いえほんと、悪いのはこっちなんで……」

　恐らく根は悪いヤツらじゃないんだろう。ぺこぺこと頭を下げていたので、もうこれ以上注意する必要もない。オレも持ち場へと戻ることにした。

「ご苦労さん」

　表の方に戻ると、山やま田だ店長がニヤリと笑って言った。

「さすがだな。その顔の悪さは伊だ達てじゃない」

　その言い方は色々と勘違いされるからやめてくれ……。

「別に武器にしてるわけじゃないんですけどね……」

「聡そう一いち郎ろうさん」

　ヤキソバを届けて戻ってきたのか、ホッとした表情で話しかけてきた。

「先ほどはありがとうございました。ご迷惑おかけしまして……」

「あれも仕事だ、気にするな」

「仕事じゃなかったら、助けては貰もらえませんでしたか？」

「……多分な」

　そんなもの、そう言う状況にならなければ分からない。

　そんな曖昧な答え方だったにもかかわらず、エリーゼは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「おまえらイチャイチャするのは後にして、さっさと働けよ」

「別にそんなことはしてない。こいつとは知り合いってだけですから」

　知り合いねえ、と含みのある言い方をして、山田店長はヤキソバを焼く作業に戻った。

「私たちも仕事に戻りましょうか」

「ああ。もうすぐ休憩だ、頑張るか」

　オレとエリーゼは、慌ただしく自分の持ち場へと戻った。
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　昼休み（と言っても午後三時前だが）になり、オレたちは一時間の休憩を貰もらった。お客さんの足も一段落し、海の家は閑かん散さんとした静かな雰囲気に包まれている。

「エリーゼ。すげぇ助かってる、ありがとう」

　オレは椅子に座るエリーゼの元に行き、素直にお礼を述べた。

「お気になさらないで下さい。私が率先してやっていることですから」

「とは言っても大変だろ。客は多いし、ナンパ目的の連中もいるし」

　オレが知る限りでも、エリーゼは30人以上の男たちに声をかけられていた。

　もちろんその多くは、断られたら諦めていたが、中にはオレが出動するくらいのしつこい男もいた。そりゃ、こんなハイレベルな女を見つければ粘りたくもなるだろう。

「どうして男の方は私に声をかけられるのでしょうね？」

「それ本気で言ってるのか？」

　エリーゼはどうしてか分からないと首を傾かしげた。

　そのまま伝えようかと思ったが、おまえが可愛かわいいからだ、とはさすがに言い辛づらい。

「話しかけやすそうな雰囲気が出てるからだろうな」

「なるほど……では、聡そう一いち郎ろうさんみたいに怖い顔をすればいいんですね」

　そう言って、怖い顔（？）をして見せるがちっとも怖くない。

　むしろお茶ちや目めな一面として余計に可愛く見えてしまう。

「アルバイトは未経験なので、戸惑うことがないと言えば噓うそになります。けれど、こうして人々と触れ合えるのは、凄すごく楽しいですし嬉うれしいです」

「そうか……」

　初めてのバイトがこれじゃ、間違いなくハードワークだっただろうに。

　こんな風に前向きに働けるのは、素直に凄いと思う。

「それに私は凄く感心しているのです。聡一郎さんは、やっぱり簡単に暴力を振るう人ではないんだなって」

「なんだそりゃ」

「先ほど、聡一郎さんが男の方に胸倉を摑つかまれた時には、容よう赦しやなく暴力を振るわれるのかと思ってしまいました。ですが、冷静に対処されていたので……」

　暴力に対して、暴力で応こたえるのは早いし楽だ。

　だがその場は解決できても、新しい面倒を生んでしまう。

　結局そう言う連鎖のせいで地元で働けなくなったのだ、簡単に暴力を振るったら意味が無い。ニコニコと嬉うれしそうにするエリーゼを見て、少し恥ずかしくなったので話題を変えることにした。

「おまえの住んでる場所も、こうやって誰かが働いてお金を稼いでるのか？」

「仕組みは少し違います。ですが、働いているのは天使も同じですね。まだ休憩時間はありますし、ティーリさんの様子を見にいかれてはどうですか？」

「なんでまた。折せつ角かくの休憩を台無しにさせるつもりか」

「多分寂しがられてると思います」

　突然ティーリの話題が出てきたので驚く。

「ティーリはそんなヤツじゃねえよ」

「そうでしょうか？　この世界でティーリさんが頼ることの出来る人は、聡そう一いち郎ろうさんだけです。きっと聡一郎さんが来ることを待っていると思いますよ」

「もしそうだとしたら、ありがた迷惑だな」

　オレは椅子から立ち上がり、ぐっと背伸びした。

　目の前には、広大な青い空と海が広がっている。

　折角海まで来たのに、ただアルバイトを手伝わせただけじゃエリーゼに申し訳ない。

「初めての海なんだよな？　だったら少しくらい散歩してみるか。そのついでにティーリを捜してみるくらいならいいだろ。おまえも来るか？」

「ふふっ。はい、お供いたします」

　海の家を出て、砂浜へと足を踏み入れた。大勢の海水浴客で賑にぎわっていて、この中からティーリを捜し出すのは一筋縄ではいかないだろう。

「ご心配なく。ティーリさんの居場所は大よその目星がつきます。天使には近くに居る悪魔の存在を感知する力がありますので」

「そういやルシオンもそんなことを言ってたな。悪魔を感知できるとかどうとか」

「お兄様が？　そのようなことをお話しになるなんて珍しいですね。何かありましたか？」

「秋葉原に悪魔が出現したとか言ってたな。本当なのかは怪しいところだが」

「悪魔が……」

　少しだけ考え込むような仕草を見せたが、すぐにいつものエリーゼに戻った。

「では参りましょう。あちらにティーリさんの気配を感じます」

　エリーゼが歩き出すと、すれ違う男たちのほとんどが一度は振り返ってエリーゼを見つめていた。

「目立ちすぎだよな、こいつは」

　美人でスタイルがよく、愛想もいい。そして何より、金色に輝く髪の色は人の注意を引く。オレが隣を歩いていなければ、一分もしないうちに男たちに取り囲まれそうだ。そんなことを思っていると、見事に悪い予感が的中してしまう。

　エリーゼの前に二人の男が立ちふさがった。先ほど店の中でナンパをしてきた連中と違い、妙な迫力と気迫を兼ね備えていた。

「君可愛かわいいね。今暇？」

　オレが隣を歩いているにもかかわらず、まるでいないかのように接していた。男は無視しろと言うルールがあるのかも知れない。

「ごめんなさい。これから友達のところに行くんです」

「へえ。友達って男？　それとも女の子？」

　坊主頭の筋骨隆々な男が不敵に笑う。

「えっと……」

　素直に答えると、ティーリや荒あら崎さきまで巻き込まれると分かったのだろう、言葉に詰まる。しかしそれは男たちにとって望み通りの『女の子』であると答えているも同然だった。

「へえ。何人くらいいるの？　俺の友達連れてってもいい？　いいよね？」

「あ、あの……」

「オレの連れなんだ。勘弁してくれ」

　男とエリーゼの間に、やや強引に割り込むように身体を滑り入れた。

「なに君。この子の彼氏？」

「なんだっていいだろ。邪魔だから消えろって言ってんだよ」

「ふうん……」

　オレの睨にらみに対しても怯ひるまないところを見ると、場ば慣なれしているのがよく分かる。

　だからこそ、ここで揉もめ事ごとを起こすことのリスクも重々承知しているようだった。

「またね」

　そう言って、男たちは笑顔をエリーゼに送った後、背中を向けた。

「すみません聡そう一いち郎ろうさん。度々助けていただきまして……」

「別に……」

　オレは先ほどよりも少しだけエリーゼとの間隔を詰めて歩くことにした。
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　一方、聡一郎たちがアルバイトに勤いそしんでいる間、ティーリたちは海の目の前まで来ていた。

「これが海……なかなか大きいわね」

　ティーリは腰に手をあて、大海の青を鋭い目で見つめる。水平線の向こう側まで見ようとするが、果てしないその先は見通すことが出来ない。その後ろで、ルシオンと桃もも恵えが並んで立っている。

「さっきから元気がなさそうだな。ひょっとして海は嫌いか？」

　荒あら崎さきの寂しそうな様子を見かねたルシオンが、優しく声をかけた。

「あ、いえ……そんなことはないです」

　そう言うものの、桃恵の表情は暗い。

　無論、ルシオンはその意味をしっかりと理解していた。

　初めて会った時から桃恵の視線は聡そう一いち郎ろうに向いていた。天使は人の感情や関係を見抜く力に長たけているが、そんなものがなくともその視線が意味することは一つしかない。

「私でよければ、相談に乗っても構わないぞ」

　真意を理解し、納得をした上で、ルシオンは優しく微笑ほほえむ。

　それは綺き麗れいな女性に対する当然の扱いであり、彼の信念でもあったからだ。

「すみません。ありがとうございます」

　そんな優しさに気付いたのか、桃恵が微かすかに微笑んだ。

「海に入るわよ海に」

　暑さに我慢しきれないのか、ティーリは大きな海に向かって歩き始める。

「キチンと準備運動をしてからにした方がいい」

「うっさいわね、あたしに指図しないで糞くそ天使」

「……ははは、相変わらず口が悪いなティーリは。優しい私もたまには怒るぞ？」

　ルシオンの言葉を無視して、ティーリは海の方にテクテクと歩いていく。

　だが、その背中はどこか元気が足りない。

「桃恵、すまないが先にティーリと一緒に海へ。すぐに私も向かう」

「分かりました」

　桃恵がティーリを追いかけていく。

　ルシオンから桃恵が離れたところを見計らって、リズが近づいてきた。

　他の三人と同じように、一応水着に着替えたリズだったが、海に興味はなさそうだった。

「悪魔、元気がないですね」

「まあ、色々原因はあるだろう」

　ギラギラと照りつける太陽に、体力を奪われているのも要因の一つ。

「問題は、ティーリが聡一郎にかなり依存してしまっていることだな。本人は気付かず無意識で単独行動しているが、聡そう一いち郎ろうと別れてから明らかに様子がおかしい。仮に地獄に戻る方法が見つかっても、素直に従うかどうか……」

「その場合は浄化させればいいだけかと」

　リズの容よう赦しやない言葉に、ルシオンが動じることはなかった。

「可能な限り避けるつもりだが、必要とあれば仕方ないだろうな」

　ティーリは既に、海の中に半身を入れ、まだ奥へと進んでいく。

「すまないが、ティーリを任せてもいいか」

「それは構いませんが、お兄様はどちらへ？」

「先日の秋葉原でのことが気にかかる。もしかすると、悪魔が聡一郎に接触を図ろうとしているかもしれない。念のため周囲の警戒に当たってくる」

　そう言い残し、ルシオンは険しい表情を見せ立ち去った。
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「聡一郎さん。居ましたよ、ティーリさんたちが」

　エリーゼが指差した方角には、海でざぶざぶと泳ぐティーリの姿があった。















「あいつ海は初めてって言ってたのに、もう泳いでやがるのか」

　悪魔の学習能力恐るべし。

　荒あら崎さきも、ティーリについて一緒に遊んでいるようだった。

　波打ち際まで歩いていくと、オレたちの存在に気付いた二人が振り返る。

「あ、さ、鮫さめ島じまくん。アルバイトの方はもういいの？」

「休憩だ。少ししたら戻る。あ、それから───」

「お久しぶりです」

「エリーゼさん！」

「皆さんが海に行くとお聞きしたので急いで来たんですが、桃もも恵えさんもいらしてたんですね！」

　荒崎は嬉うれしそうにエリーゼの元へ行き、二人で手を取り合った。

「お姉さま」

　離れて海を見ていたリズも、姉の登場に近づいてきた。

　そんな騒ぎの中、

「そーいちろー」

　ザブザブと波打ち際に戻ってきたティーリは、堂々とオレの前に姿を現した。

「早々に逃げたとは思えない態度だな」

「今更連れてったってもう遅いでしょ」

　ククク、と笑う。普通なら殴られても文句を言えないところだ。

　しかしティーリはそんなことで謝るわけもなく、スッと手を差し出した。

「なんだこの手」

「お腹なか空すいた。泳ぎすぎて体力も使ったし。ご飯」

「あはは、いきなりそれは無む茶ちやだよティーリさん」

「ほらよ」

　ビニール袋を差し出す。

「朝家を出る前におにぎりを握ってきた。ラップで包んでるから手も汚さずに食える」

「じゅ、準備万端なんだね……」

　荒崎は驚いてオレの作ってきたおにぎりを見つめた。

　ビニールの中に入っているおにぎりには、それぞれの名前を書いてある。

「ルシオンはどこに行った？」

　オレは周囲を見渡すが、ルシオンの姿は見えない。

「それが、どこかに行ってしまったみたいで……」

「ま、いないなら丁度いいさ」

　ルシオンの分をエリーゼにやれば丁度人数分になる。

「つかおまえ、エリーゼに挨拶くらいしろよ」

「あたしを殺すかも知れない相手に挨拶なんて出来ないわね」

　ティーリは露骨に嫌な顔をしてそっぽを向いた。

「ふふ……相変わらずですね、ティーリさんは」

　砂浜に戻ると、ティーリが腰を下ろそうとしたのでオレはそれを手で制する。

　ポケットから四角に折りたたんだビニールシートを取りだし、それを砂浜に敷く。

「直接座ると熱いし、怪け我がすることもあるからな」

「なんか、完全に主夫みたいだね……私なんて全然準備してなくて……」

　荒あら崎さきが申し訳なさそうに呟つぶやく。

「おまえも食べるか？」

　リズにも声をかけるが、こちらに近づいてこようとはしない。

　リズは先日から半分以上はオレに対して無視を決め込んでいる気がする。

「リズ、こっちで一緒に食べましょう？」

「はいお姉さま」

　オレの呼びかけには返事すらしないが、エリーゼの一声ですぐこっちに近づいてきた。

　各々シートに腰を下ろし、おにぎりにかぶりつく。

　15分ほどで食べ終えると、エリーゼはリズと桃もも恵えを連れ波打ち際へ遊びに行った。

　ティーリはというと、腹を抱えて苦しそうに横になっている。

「おまえ食いすぎだ」

「お腹なか空すいてたのよ……」

　余分に作っていたおにぎりを一人で平らげ、あまつさえオレのおにぎりも一個多めに食べた。そりゃ苦しくて動けなくもなる。

　いつもは細い腹も、ぽっこりと出てしまっている。

「ちょっと、見ないでよね……」

　みっともないと思ったのか、ごろっと横になって背中を向けた。

「今更そんなこと気にするもんじゃないだろ」

　散々寝相の悪さや酷ひどい生活態度を見てる以上なんとも思わない。

「しかし───」

　オレは隣で横になるティーリの背中に視線をやった。

「何よ」

　気配を感じたのか、顔だけこちらへと向けるティーリ。

「背中の翼、上う手まく消せてるじゃないか」

「当たり前でしょ。どれだけ頑張ったと思ってんのよ」

　水着なんて着る海で、翼をパタパタさせるわけにはいかない。

　海にアルバイトに行くと決まってから、オレはティーリに翼を消す練習をさせた。

　その成果もあってか、ティーリは数日前に翼を消すことに成功した。

「あんた、これからどうすんの？」

「おまえが逃げたアルバイトに戻る。夕方まで仕事だ」

「で、エリーゼが代わりに手伝ってくれたってわけね」

　気に食わないような言い方をする。

「たまたまエリーゼが来てくれたお陰かげでな。今からでも手伝いに来るか？」

「嫌よ。なんであたしがエリーゼの代わりに働かなきゃいけないわけ？」

「本来は逆だ。おまえの代わりにエリーゼが働いてくれてんだよ」

　遠くからは、観光客の賑にぎわう声や、波の音が聞こえる。

「知らないわよ」

「ほんと、どこまでも悪魔的思考の持ち主だなおまえは」

「あたしにはあたしの生き方があるのよ」

　ちっとも成長しない奴やつ。

「さて、そろそろ戻るかな」

　シートから腰を上げようとすると、ズボンの端をティーリが握った。

「あんたが戻ったら、あたしが暇になるでしょ」

「知らねえよ。リズも荒あら崎さきもいるだろ。ま、リズの方はともかく荒崎なら相手してくれるはずだ」

「仲良くするつもりなんてないし」

「あのなぁ……どこまで我がままを通すつもりなんだよ」

「そーいちろー、アルバイトなんてやめて遊ぶわよ」

「ふざけんな。おまえの自己中にいつまでも付き合ってられるか」

　無理やりティーリの手を引き剝はがし、立ち上がった。

「ビニールちゃんとたたんで回収しておけよ。放置したらゴミになるからな」

　ちょうどエリーゼも戻る時間だと思ったのか、いいタイミングで戻ってきた。

「行きましょうか、聡そう一いち郎ろうさん」

「ああ」

　ティーリの方を見下ろすと、オレとエリーゼを睨にらみつける視線を送ってから、また背中を向けて横になった。

「何かあったんですか？　ティーリさんと」

　戻りながらの道で、心配そうにオレの顔を覗のぞき込んできた。

「別に。あいつの我がままな言葉や行動に、振り回されて疲れただけだ」

「と言いますと？」

　オレは先ほどのティーリとのやり取りを、そのままエリーゼに伝えた。誰かに教えることでもないんだが、エリーゼは凄すごく話しやすい。

「聡そう一いち郎ろうさん。私は悪魔が好きではありません。ティーリさんと仲良くしようと努力はしていますが、どうしても受け入れがたいと思ってしまう気持ちはあります」

「そりゃ天使だもんな」

「それはティーリさんにも同じことが言えるんです。私やリズ、お兄様は天使です。ですからティーリさんは本能で受け入れがたいと思っているんじゃないでしょうか」

「そこを責めないで欲しい、ってことか」

「はい」

「だとしても、あいつは荒あら崎さきのことも同じように扱ってる。それはどう説明する」

「人間の中にも、悪魔寄りである人、天使寄りである人が存在します。……本来口外するものではありませんが、桃もも恵えさんは天使側の人なんです。だから、ティーリさんは同じように拒否しているんだと思います。それは、けして変なことではありません。人間同士にも好き嫌いはありませんか？」

　確かに、人が友達を作る時、趣味や嗜し好こうの合う人々を好み、つるんでいる気がする。

　不良は不良と、優等生は優等生と仲良くなっている連中が多い。

　それは置き換えれば悪魔と天使のカテゴリを分けることと同じってことなんだろう。

「だからティーリさんにとって、心を許して話が出来るのは、聡一郎さんだけなんです」

「……悪魔って言われてるみたいで嬉うれしくはないけどな」

「もちろん、聡一郎さんがティーリさんをお嫌いなのであれば、私にはどうすることも出来ません。ですが、そう言う不可抗力の部分もある、と言うことだけは覚えておいて下さい」

「別に嫌ってるわけじゃない。嫌ってたら、誰が好き好んで居候させるんだよ」

　サクサクと砂浜を踏む音が耳に届く。

「でもなんつーか、悪魔だから、天使だから、って理由だけで終わらせたくはないだろ？　エリーゼの言うことはもっともだが、上う手まく付き合っていくのが人間関係ってやつだ」

　ここは天国でも地獄でもなく、人間の住む世界だ。

「友達のいらっしゃらない聡そう一いち郎ろうさんには似つかわしくないセリフですね」

　意地悪っぽく言うエリーゼ。

「こんなオレだからこそだ。孤立することの辛つらさや、苦手な人間関係のことなんかも、分かってるつもりだ。あいつは悪魔かも知れないが、オレはあいつが純心だと思ってる。そういう複雑な善悪の関係なんかもちゃんとは分かってないだろう」

　だからこそ、厳しくしてやらなければならない。

「今ならまだ、あいつは誰とでも仲良くなれる。オレはそう考えてる」

「……聡一郎さん」

　今だけではなく、これからのことも考えてやらなければいけない。

　あいつが地獄に戻れず、一生、人間界に居続けることになったとき、友達がいなかったら辛いだけだ。オレのような思いをさせたくはない。

「やっぱりお優しい」

「褒めたりけなしたり、おまえもよく分からない奴やつだよ」

「意地悪天使、かもしれませんね」

　くすくすと笑う表情は、太陽よりも眩まぶしいと思った。





　５






「あー疲れた……」

　時刻は午後８時前、オレたち全員は山やま田だ店長の実家でもある民宿にやって来ていた。

「おまえらのために二部屋用意した。菊と梅の部屋だ。場所は分かるな？」

「どもっす」

「おまえらは梅の部屋を使ってくれ」

　女性陣に声をかけ、梅の部屋を指さす山田店長。エリーゼは深く頭を下げた。

「ありがとうございます。では、行きましょうか桃もも恵えさん。梅の部屋に」

　ルシオンがすっと荒あら崎さきの肩に手を回したので、オレは容よう赦しやなく耳を引っ張った。

「おまえはオレと菊の部屋だ」

「いたたた！　貴様、年上に対する扱いがなっていないぞ！」

　文句を垂れるルシオンを引きつれ菊の部屋へと連れて行く。

「どうして男と同じ部屋で寝なければいけないのか説明してもらおうか」

「どうしても糞くそも、普通寝るときは男女別々だろうが」

　そんなことに説明を求めること自体が間違っている。

　部屋につき、オレはどかっと腰を下ろした。

　ルシオンは部屋に入ろうとせず、入り口付近の壁にもたれて腕を組んだ。

「夜は布団を並べて貴様と寝るのか？　想像するだけで吐き気がする……」

「ちょっと布団を離せばいいだろ。オレだって並んで寝るのは気が進まないんだよ」

「なら今からでも遅くない。私を向こうの部屋に組み込んでくれ」

　無む茶ちやを言うな。

「寝るときは男女別々だ。分かったな？」

「やれやれ、普通寝るときは男女別々か。お子様だな」

　それがどうしたと言うのか。オレは別に間違ったことを言った覚えはない。

「夏の海、夏の宿……とくれば、夜は男女一緒に寝るべきだろうっ！」

　拳を握り締め、壁を思い切り叩たたいた。

　もう無視だ無視。バッグの中を漁あさりバスタオルと洗髪料、着替えを取り出す。

「聡そう一いち郎ろう……おまえ、童貞だな？」

「は……？　んだよ急に……別にどうだっていいだろ……」

「ははは、その慌てようだと間違いないようだな！　まあ無理もない。その凶悪な顔付きでは女の子が振り向いてくれるはずもない」

「うるせえな、ぶっ飛ばすぞ」

「おっと、都合が悪くなれば暴力か？　悪魔としての進行が随ずい分ぶんと進んでいるようだなあ」

「ち……」

　軽く舌打ちし、手にタオルもろもろを持つ。

「オレは風呂に行く」

「風呂だと？　私も風呂が好きだぞ。よし、付き合ってやろう」

「…………」

　一緒には行きたくなかったが、大浴場である以上どうすることもできない。

　どうやらしっかりタオルなども持ってきているらしい。

　ルシオンもバッグから必要なものを取り出した。二人で廊下に出る。

「それより昼間はどこに行ってたんだよ。ティーリを見張ってるんじゃなかったのか？」

「もちろんナンパに決まっているだろう。ふははははは！」

　ダメだコイツ……。

「案ずるな。あの時はきちんとリズに見張りを頼んでおいた。リズは下位天使だが、ティーリの力を軽減させるだけの力は持っている」

「ならいいけどな……」

　やや、ルシオンの行動には不可解なものを感じていたが、深くは追求しなかった。

「当然桃もも恵えたちを誘って行くんだろうな？」

「は？　真まっ直すぐ風呂に行く。それがどうかしたのか」

「バカモノ！　こう言う時は女性と一緒に大浴場に行くのが普通ではないか！」

　おまえの普通をオレに押し付けるな……。

「と言うことで桃恵さん、お風呂に行きましょう！」

　ノックもせず、梅と書かれた部屋の扉を開けた。

　オレも仕方なくルシオンに続いて部屋の中へと入る。

「どうされたんですか？　お二人とも」

　部屋の中ではエリーゼが出迎えるように笑顔を向けた。

　続いて座っていた桃恵がぺこりと頭を下げた。

「うむ。これから聡そう一いち郎ろうくんと風呂に行こうと思ってな。桃恵さんたちを誘いに来た」

「あ、私たちも今行こうとしていたところなんです。すぐ準備いたしますね」

　全員の準備が終わるのを待って、オレたちは入り口まで一緒に浴場へ向かった。





○それぞれのお風呂事情







　脱衣所。聡一郎たちと別れてから、エリーゼはそわそわしながら、キョロキョロと辺りを見渡していた。

　一緒にお風呂に入る習慣のない天使は、大浴場の仕組みに困惑を隠せずにいた。

「どうしたんですか？　エリーゼさん」

　エリーゼの右側に居た桃恵が不思議そうに首を傾かしげる。

「あ、いえ、何でもないんです……」

「えっと、ここに脱いだ衣類を入れるんですよ」

　脱衣所の使い方が分からないと思ったのか、丁寧に説明する。

「……ありがとうございます」

　そう答えたものの、まだエリーゼは落ち着かないようだった。

　更に桃恵の右側に居るティーリも、固まったように動かない。

「ティーリさんも何か分からないことがありますか？」

「別に……」

　ティーリは正面の衣類を入れるカゴを見つめながら微動だにせず立ち止まっていた。

「お姉さま、私も入らなければいけないでしょうか……」

「我慢してね。郷ごうに入らば郷に従え、と言う言葉もあるし」

「お姉さまがそう言うなら……」

　桃もも恵え以外の三人は何かぶつぶつと言ってるようだったが、一向に脱ごうとしない。

　そんな状況に感化され、桃恵も妙に脱ぎにくい状態になっていた。

「ぬ、脱ぎますっ」

　リズの手前、お手本を示す必要があると思ったのか、エリーゼは決意したように頷うなずいた。

　そして勢いをつけて服を脱いでいく。

　プルン、と言う音が聞こえそうな程の豊満な胸がブラジャー越しに露出する。

　エリーゼ以外の全員が、食い入るような視線でそこを見つめた。

「うわ……」

　と言う桃恵の声。

「あ、あまり見ないで下さい。恥ずかしいので……」

　エリーゼが脱ぐその横で、そそっと脱いでいくリズ。その胸は幼いながらにして、将来を感じさせる。

「なんか二人の後で脱ぐのって勇気いるね？」

「あたしに確認しないで」

　怒ったようにティーリは言い、何な故ぜか全員に背を向けた。

「あたし部屋に戻る。お風呂は後でいい」

「でも、入浴時間は限られてるよ？」

「……でも……」

　リズはティーリの気持ちを感じ取ったのか、冷ややかな視線と言葉を投げかける。

「逃げるの？」

「は、はあ？　なんであたしが逃げるわけ？」

「別に」

「ぐ～っ……！」

　バカにされたことがよっぽど嫌だったのか、再び向きなおると服に手をかけた。

「舐なめんじゃないわよ！」

　ばばっと上半身を脱ぎ払い、ブラジャーにも手をかける。

　桃恵だけは事態を飲み込みきれないまま、遅れないように脱ぎ始めた。

　エリーゼとリズは胸元までしっかり隠れるように白いタオルを胸元に持っていき、こそこそとブラジャーを外し、下着の方も脱いで丁寧にカゴの中へと折りたたんで入れた。

　それに続くように、ティーリと桃もも恵えもタオルで隠しながら裸になっていく。

「隠す部分もないくせに」

　リズの一言が、ティーリの心臓をグサッと串刺しにした。

　余程今のセリフが効いたのか、固まったように動かなくなる。

「こ、こらリズ！　真実を口にすることが全てではありませんよ！」

　グサッ。

　二本目の剣が更にティーリへと突き刺さる。

　エリーゼに悪意がないだけに、その言葉はティーリを深く傷つけたようだった。

　そのやり取りを見ていた桃恵も、初めて事態を把は握あくする。

　そして、エリーゼの胸を見た後自分の胸を見下ろして、ちょっと寂しい気持ちになった。

「だ、大丈夫だよティーリさん。気にしちゃだめだよ」

「…………」

　救いの言葉を聞いたティーリが桃恵を見る。

　二人は互いに顔を見つめあった後、無意識のうちに胸をジッと凝ぎよう視しした。

　もちろん、その差は歴れき然ぜん。桃恵は平均サイズだったが、ティーリよりも遥はるかに大きい。

「あんたも敵よ!!」

　ティーリは飛びかかろうとしたが、

「じゃ、じゃあ先に入りましょうかリズ」

　エリーゼは逃げるようにして、リズを連れ大浴場へと足を踏み入れた。

「お、おいていかないでください！」

　怒れるティーリと残され不安になった桃恵も、慌てて大浴場へと向かう。

「あのデカ乳姉妹、いつかギャフンと言わせてやる……！」

　捨て台詞を残し、ティーリも三人の後を追った。

　大浴場は他の客が入っていなかったため、四人だけの貸しきり状態だった。

　四人は雑談も他よ所そに、静かに身体を洗い始める。

「エリーゼさんって、髪も凄すごくさらさらで綺き麗れいですね……羨ましいな」

「そう、ですか？　あまり意識したことがないので分かりません」

　桃恵には同性にもかかわらず、エリーゼが髪を洗う仕草に色っぽさのようなものが漂っているように感じられた。

　立派な二つの果実が、髪に触れるたびプルプルと震えている。

「ど、どうやって重力に逆らってるんだろう……」

「桃もも恵えさんっ、見ないでくださいっ……！」

「だって、そんなに大きいのに、その、凄すごく張りがいいので……」

　そんな桃恵の発言に苛いら立だつティーリは睨にらむようにエリーゼの巨乳を凝ぎよう視しした。

「ふん。巨乳がなんだってのよ。いちいち自慢することじゃないわよ」

「そ、そうですよ。ティーリさんだって十分可愛かわいらしいと思いますっ」

「……カチーン」

　明らかに侮ぶ辱じよくと取れる発言を聞いて、ティーリの怒りボルテージが上がっていく。

「プッ」

　さらに、リズがわざとらしい声を出したので、ティーリが怒りの形相でエリーゼを睨んだ。

「乳は大きいかも知れないけど、いつか絶対垂れる。重力に負けて垂れたら悲惨なことになるんだから」

「…………」

　吐き捨てたティーリの発言に、髪を洗っていたエリーゼの動きが硬直した。

「あ、あわわ……」

　桃恵は間に挟まれていることもあって、どう対応していいか分からず交互に顔を見ることしか出来なかった。リズはティーリを睨みながらも、自分のサイズを確認してから、エリーゼに発言する資格はないと判断し押し黙ったままだった。

　やがて、じわり、とエリーゼの瞳に涙が浮かんだ。

「う、うぅっ……わ、私だって好きで胸とか大きくなったわけじゃありませんっ！　そ、それに胸を殿との方がたに見せるつもりだって、ありませんっ!!」

　と、明らかに泣きながら抗議を始めた。

　普通、ここまで相手を困らせれば、良心の呵か責しやくに駆られるのが普通だろう。

　しかし、ティーリはよっぽど嬉うれしかったのか、ニヤリと笑う。

「そりゃそうよね。そんな牛みたいなおっぱい見せられたって、男も困るわよね。今はいいって奴やつが現れても、将来どう考えたって垂れるだけだし？　そう考えたら、あたしみたいに未来のある胸が一番いいって言うでしょうね」

「未来はないと思う」

　ぼそっと、されどティーリの耳に届くようにリズが言う。

「だー！　エリーゼ妹はいちいちうっさいのよ！」

「う、ううう！」

「あわわ、あわわわ……」

　事態の収拾がつかなくなりそうになった頃、リズが一言漏らす。

「でも、一番無難なのはあなたの」

　そう言い、桃もも恵えの胸に向かって指をさした。

「えっ!?」

　怒っていたティーリ、泣いていたエリーゼも、桃恵の胸を見る。

「小さすぎず大きすぎず。確かに手ごわいわね……」

　うーんと唸うなるティーリ。

「や、やだ。私のなんて見ないで下さいっ」

　がばっと両手で胸を隠す。

　その仕草を見て、全員どこか落ち着きを取り戻したのか、

「あたしだって将来はそれくらいになるはずよ……」

　と言うティーリの負け惜しみの一言が聞こえたのを最後に、皆身体を洗う作業に戻った。
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　身体を洗い終わった後、四人は湯船の中に入り、ゆったりとした時間を過ごしていた。















「エリーゼさんって、胸のサイズ、幾つなんですか？」

「え、さ、サイズですか？　えっと……Ｇ……です……大きくてごめんなさい……」

　注目されているのを感じ、そっと手で胸を隠した。

「そ、そんなつもりで言ったんじゃないですよ!?　ただ、私は羨ましいって思って！」

　事態を掘り返してしまったと、慌てる桃もも恵え。

「だってその……」

　一度自分の胸を見下ろし、

「男の子って、胸の大きさとか気にするじゃないですか。結構見られちゃうって言うか」

「そう……ですね。やっぱり視線を感じることは少なくないですね」

「恥ずかしいし、見られたくないって思っちゃうけど、隠すことも出来ないし。リズちゃんはそう言うのは感じない？」

「……少しは……」

　どうやらリズも気にしているらしいと知り、桃恵は少し嬉うれしくなった。

「女の子の悩みだよねっ」

　今までろくな会話も出来ていなかったので、どんな話題であってもリズとお喋しやべり出来る機会だと話を続ける。

「今日は、特に思ったかも……」

「リズは可愛かわいいですから」

「お姉さまに言われても、あまり嬉しくないです」

「ええっ、ど、どうしてです!?」

「だってお姉さまの方が綺き麗れいだし……」

「そんなことありません。私なんて、全然ですから」

「ただ大きいだけの───」

　再びティーリが波乱を巻き起こすことを言いそうだったので、桃恵が慌てて口を開く。

「あ、あのさ……今、ティーリさんたちって鮫さめ島じまくんの家で生活してるんだよね？」

「は？　まぁそうだけど？　ちなみにあたしだけね。こっちは別」

「えっ!?」

　桃恵が驚きの声をあげ、ティーリを見た。

「はい。私とリズは実家の方に戻りました」

「ちょ、ちょっと待って。じゃあ、今鮫島くんの家にいるのはティーリさんだけなの!?」

「そうよ。ほんと、あいつあたしに迷惑かけまくりで困ってるのよね」

　桃恵の驚きを見て、エリーゼはしまった、と言う顔をした。

「あ、あの心配しないで下さい。特に深い関係はありませんよっ」

　何とか桃もも恵えの誤解を解こうと必死に説明を試みるが、話せない事情（天使や悪魔に関して）もあるため難しい。

「う、うん……って、別に、私には関係ないことですけど……!?」

　桃恵が慌てる意味が分からずティーリが首を傾かしげる。

「何どう言うこと？」

　状況を見ていたリズが、ポツリと言った。

「つまり、あの男が好きってことよ。そんなことも分からないの？」

　リズが半ば空気の読めないことを言う。

「ええ！　え、ええっ!?　ち、違う、違う違うっ！」

　核心を突いた一言に、桃恵の顔はますます赤くなっていた。

「こらリズ、そう言うことはあまりストレートに言わない方が……」

「ち、ちがぅ、私は別に……ぶくぶくぶくぶく……」

　言葉が出てこず、桃恵は湯船の中に顔をつけぶくぶくと泡を立てた。

「そう言うことね」

　ようやくティーリも理解できたのか、うんうんと頷うなずいた。

　そして湯船に沈んでいく桃恵を一度見たあと、何な故ぜか視線を逸そらした。

「ティーリさん、あまり桃恵さんを困らせちゃいけませんよ？」

「別に困らせるつもりはないわよ。人間同士の色恋なんて興味ないし」

「ぶくぶく……人間同士？」

　物言いに引っかかったのか桃恵が湯船から顔を出した。

「あ、いえ、もうっ。ティーリさんはたまに頭がおかしくなるんですからっ」

　ペシッと肩を叩たたく。

「あんたさり気なく凄すごい侮ぶ辱じよくしてるわよね……」

「コレはどうしようもない人だから、気にしないで」

　名前すら呼ばず、リズは人差し指でティーリの顔を指差した。

「あ、あんたら……と言うか、年下のクセにあたしをコレ呼ばわりしないで」

「鮫さめ島じまくんは……あ、ご、ごめん。鮫島くんの話なんて変だよね」

「いいえ、そんなことはありませんよ。なんですか？」

「……あの、ここだけの話にして、くれ……ますよね？」

「もちろんです」

　リズも隣で頷く。

「あたしは約束しないわ───する、するわよ……」

　桃もも恵えの背後で強烈に睨にらむエリーゼに屈するティーリ。

「鮫さめ島じまくんって、あの……誰か好きな人とか、いるの、かなぁ？　なんて……」

　そんな振り絞った声に、エリーゼは眩まばゆいばかりの微笑を浮かべた。

「気になるんですね？　聡そう一いち郎ろうさんのことが、気になるんですねっ！」

　お湯をかきわけ、湯船の中にある桃恵の手を握り締めたエリーゼは、目を輝かせていた。

「お、お姉さま？」

　思いがけないエリーゼの行動にリズが目を丸くする。

「……少し……ぶくぶく……」

　普段このような会話、まして聡一郎のことを誰かに聞くことが出来ない桃恵は、今しかないと思い意見を聞いてみることにしたようだ。顔は真っ赤になってしまっている。

「私が直接聞いて差し上げましょうか？」

「ええっ!?　そ、それはいいですいいです！」

「あいつ人間不信だから。誰かを好きになったことないんじゃない？」

　ティーリの無神経な言葉に、エリーゼの瞳に強烈な程の殺気が宿った。

「な、なによ。あたしは事実を言ってるだけよ？　あいつ友達とか居ないんでしょ？」

「あなたも居ないでしょ」

　リズの突っ込みに、思わず頷うなずくティーリ。

「ってあたしのことは放っときなさいよっ！　それにあたしの場合は居ないんじゃなくて友達になる資格を持った相手がいないだけの話。つまり作ってないだけよ！」

「苦しい言い訳」

「寝てるとき鼻に割り箸突き刺してやる……！」

「じゃあ私は灰にしてあげる」

　リズが笑えない冗談を飛ばすが、ティーリは気にした様子もなく鼻で笑い言った。

「大した脅し文句じゃないわね。あたしはそーいちろーに『おまえを火山口から突き落とした上でツバを吐きかけて見下しながら地獄に落ちろ、って言ってやる』と言わせたのよ」

　そんなことを自慢げに言う。

「ど、どう言う状況になったらそんなことを言われるのでしょうか……？」

「部屋の片づけを一週間ほどしなかっただけよ」

　ははは、とエリーゼは苦笑いを浮かべた。

「あいつには悪魔の才能があると思うのよね。まぁ半分は悪魔なわけだし不思議じゃないけど」

　一向に話が進まないと思ったか、あるいは悪魔の話に困ったのか、エリーゼが口を挟む。

「聡そう一いち郎ろうさんはお優しい方ですよ。桃もも恵えさんだって、そう言う彼の優しさを知っているからこそ、きっと好きになられたんだと思いますし」

「す、好きと言うか、気になる、レベルです……はい……」

　桃恵はずっと顔を真っ赤にしたまま、小さくそう答える。

「私には理解できませんお姉さま。あの男には優しさの欠片かけらもないと思います」

「そんなことはありませんよ。私は聡一郎さんの優しい部分を知っています。……悪い部分も少し……いえ、結構……かなり、ありますけど。と、ともかく、ティーリさんも聡一郎さんが優しいことはご存ぞん知じですよね？」

「知らないわね。あいつはあたしに文句ばっかり言ってるわよ」

「素直じゃありませんね」

「エリーゼさんは、気になる人とかいないんですか？」

　桃恵が切りだす。

「私はまだ、殿との方がたを好きになる、と言うことは経験がありません」

「当たり前です。お姉さまが恋をするなんてありえません」

　何な故ぜかリズが強く主張する。

「でも、エリーゼさんは凄すごく魅力的な人だし、声をかけられることも多いんじゃないかなぁって」

「そう言えば、今日も男の人たちに話しかけられてしまいました」

　エリーゼが少し困ったように言う。

「大丈夫でしたか？」

「はいっ。聡一郎さんが助けてくれましたので」

「鮫さめ島じまくんが……？」

「男の人たちが何人か居たんですが、臆することなく私の前に立って……」

　嬉うれしそうに話すエリーゼ。

「お姉さま、お姉さま」

　リズがつんつんと肘で肩を突つつく。

　ハッとしたようにエリーゼが手で口を塞ぎ、深く頭を下げた。

「あ、あの、別に他意はないんですよ？　ただ、聡一郎さんは優しい方ですよ、って」

　思わず立ち上がり否定するが、その慌てように、桃恵はますます表情を暗くしてしまう。

　明らかに失敗してしまったと、エリーゼの表情も暗くなった。

　湯船から出たことで、エリーゼの胸が再度、ぷるりと躍る。

「……ふん、さっきも言ったけどでかけりゃいいってもんじゃないのよ」

　そんな空気の読めないことを発言するもんだから、全員の視線が一気にティーリの元へと移動した。

「な、なに!?」

「どこに胸があるの？」

「はあっ!?」

　リズの突き刺さるような一言が飛び出し、慌てたティーリは、

「こ、ここにあるっての！」

　ざばっと立ち上がり、ビッと指で自分の胸を指した。

　全員の視線が、一気にティーリの胸へと注がれる。

「って何みてんのよ!!」

　そして恥ずかしさに襲われ、ざばりと湯船の中に戻る。

「色々と子供……」

「そこ聞こえたわよ！」

　リズのぼそっとした一言に、ティーリは敏感に反応しリズの背中を叩たたいた。

「聞こえるように言った」

「ま、まぁまぁ。落ち着いてくださいティーリさん。私は凄すごく可愛かわいいと思いますよ。ティーリさんのサイズは、全部がとても小さくて良いと思います」

　エリーゼは笑顔でさっきの復ふく讐しゆうとばかりに告げる。

「ぐっ！　も、もういい！　あたしは出る！」

　ざばりと湯船から逃げるように立ち上がった。

「やっぱり最後は逃げるのね」

「逃げるんじゃなくて、のぼせたから出るだけ！」

　と、その時だった。

　ドン、と言う強い衝撃が壁から聞こえ、全員がそこに視線を奪われた───
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「ほう。古そうな民宿だったので期待していなかったが、中々の大浴場じゃないか」

　ホテルなんかの浴場と比べれば見劣りするかも知れないが、十分すぎるほど広い。

「ところで、他の客が一人も見当たらないようだが？」

「そろそろ花火の打ち上げがある時間だからな。そっちに行ってるんだろ」

　あるいは単純にこの民宿が流は行やっていないか。

　旅行客なんかは近くのホテルを利用してるらしいからな。

　今時こんなボロ民宿に好んで泊まる層も多くないだろうし。

「何な故ぜそういう大事なことを早く言わない！　浴衣の美少女が見られたかも知れないだろう！」

「そこかよ……オレは明日も早いからな、花火に興味は無い」

「実に面白みのない男だ……」

　あんたに面白いと思われても何も嬉うれしくない。

「今頃、女風呂では和わ気き藹あい々あいとしているのだろうな。私も今からあちら側へ行くか」

　行ったら間違いなく速攻で逮捕だ。

「そんな目で見なくても大丈夫だ。私も節操くらいは弁わきまえている」

「おい、下半身下半身」

　腰に巻いたタオルの、股間の部分がプックラと盛り上がっている。

「ティーリに桃もも恵えに、魅力ある女性の裸を想像すればこうなるのは必然だ」

「なんつーか……おまえって本当に喋しやべると色々ボロが出るよな」

「何失礼なことを言っている。私は喋っても黙っても格かつ好こいいぞ」

　ソレはない。

「しかし人の股間に着目するとは、貴様そっちの気があるんじゃないだろうな？」

　突然股間が膨らんで気にしない方がおかしいだろう。

「やれやれ、私のコレが気になって仕方が無いようだな！」

　腰に巻かれた白いタオルを指差して、高らかに笑った。興味ないと否定しようとしたが、それよりも先にルシオンは勢いよくタオルを取り払った。

「見よ！　これが私のムスコだ！」

　天使も人間も、考えることは一緒なのか。どこかの親父おやじが言いそうなことを叫びながら、全裸になって、外国の銅像みたいなポーズを決める。

「ふははは、仮に私が健全な青少年が読む小説の登場人物だったとしても、容よう赦しやなく、高らかに、堂々と宣言するぞ！　ムスコを見よッ！　と！」

　腰をグッと前に突き出し、ドギューン、と効果音が入る勢いで自分のモノを指差した。

「汚いモノを指差すな。つか、わざわざ見せるな」

「風呂に入る時はタオルを外す。それがマナーだろう？」

「妙なところに詳しいやつ……」

　ルシオンはニヤニヤしながら、ぶんぶんと前後に腰を振る。非常に気持ち悪い。

「さぁ貴様も脱ぐのだ。恥ずかしがることはない、サイズは千せん差さ万ばん別べつなのだからな！」

「先に身体を洗うから放っておいてくれ」

「逃げようとしてもそうはいかんぞ。なに、裸の付き合いは大切なスキンシップだ」

　そう言い、オレのタオルを摑つかむとぐっと引っ張り無理やり奪い取った。

「ふはははは！　ははは！　はは……はあっ!?」

　そしてオレの股間に思い切り顔を近づけ（スレスレ）てきた。

「近寄るな気持ち悪い！　つかタオル貸せ、身体洗うから。って、何急に泣きそうになってんだよ」

「こ、これは、なんと立派な……なんと素晴らしいムスコか……神々しさを感じるほどだっ!!」

　激しくウザイ、こいつ……。

　オレから距離をとると、急にしらけた顔つきになった。

「……ふん。男はサイズじゃない。貴様どうしてそんな小さいことにこだわっている」

　慌てて、さっと腰にタオルを巻きなおす。

　それからオレたちは並んで身体を洗い、ゆっくりと湯船へと入った。
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「男がこだわるべきは、経験人数、そこに尽きる。童貞の貴様には分からないだろうがな」

　どうやら先ほどの話はまだ続いているらしい。

「あーうるせぇうるせぇ。別にそんなもの急ぐ必要なんて無いんだよ」

「男女問わず貞操観念を持つことは悪いことではないが、据すえ膳ぜん食わぬは何とやらだ」

「どう言う意味だよ」

「とぼけるな！！！！」

　突然目を見開き、オレの両肩を押さえる。その顔は怒りの形相を帯びていた。

「桃もも恵えの心を虜とりこにしておきながら、急ぐ必要なんてないだと？」

「は？　……なんでそこで荒あら崎さきが出てくんだよ」

「かーっ！　鈍感が！　いや、鈍感と言うよりは、あまりに友達が居なさ過ぎて、人に好かれているなどとは夢にも思っていない腐れコミュ障野郎と言うべきか。閉鎖社会の生んだ悲しき存在よ」

「おまえさっきから大丈夫か？　もうのぼせたんじゃないだろうな」

　気持ち悪さを通り越して、心配になってきた。

「いいか。本来であれば絶対に教えてはならないことだが、特別に教えてやる」

　今度はオレの肩に手をまわしてきた。

　肌と肌が触れ合い非常に不愉快なので、すぐさま引っぺがす。

「桃もも恵えはおまえのことが好きなのだ。分かるか？　ライクではなく、ラブの方だ。天使は人の感情を敏感に察知してしまう。桃恵の気持ちがビリビリと伝わってくる。抱いて、私を抱いてえええ！　と言う純情な感情がッ！」

　一体それのどこが純情だと言うのか。

「もっとも、天使でなくとも、余程鈍感あるいは友達のいない人間以外は気付くだろうがな」

　なんだか知らないが、自慢げに話している。つか、荒あら崎さきがオレに……？

「それはないな」

「なぁぜそう言う結論になる！　天使は人の感情を察知すると言っただろうが！」

「天使はそうなのかも知れないが、おまえが本当のことを言ってるとは思えない」

　わざと噓うそをついて、オレを困らせようとしてると考えた方が現実味がある。

「ぐ……！　貴様という男はっ！　よく思い返してみろ！　桃恵のおまえを見る視線を！」

　荒崎の視線？　ちょっとだけ考えてみる。

　頭の中に浮かんできた荒崎の表情は……酷ひどく怯おびえていた。

　そしてオレが声をかけると、泣きながら逃げていく……。

「間違いなく、オレを怖がってるな」

「……ダメだコイツ、早く何とかしないと……」

　ばしゃばしゃと湯を叩たたくルシオン。

「貴様は人間不信すぎる」

「別に不信じゃねえよ。警戒してるだけだ」

「それを人間不信と言うのだ。要は悪意なく近寄ってくる人間が信じられない」

「まあ……」

　そう言うことになるか。

　オレのような札付きに近づいてくるヤツには、男女問わずろくなのがいなかった。

　荒崎の場合は多少特殊だろうが、好意的に近づいてくるなんて信じられない話だ。

「桃恵ほどの女の子が好きになってくれることなど、貴様の人生においてもう二度と無い千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスと言える。それを見す見す逃すのは勿もつ体たい無なさ過ぎるぞ」

「知るか。何度言ってもオレは信じねえよ」

　ばしゃりとお湯を顔にかけられた。

「なら気になる女の子は居ないのか？　居るなら私が助言してやる」

「知りたきゃ、オレの感情くらい読み取れ。天使なんだろ」

「む……」

　上う手まいこと返せたのか、ルシオンが黙り込んだ。

「貴様の感情は読みにくい。恐らく悪魔の力が一部目覚め始めている影響だろう」

　割とマジっぽい返答が返って来た。

「なら質問を少し変えよう。桃もも恵えのことはどう思っている？」

「どうも何も、同級生だ。それ以上でもそれ以下でもない」

「友達とも思っていない、と言うことか？」

　そうだな……とオレは頷うなずく。友達などと言えば、荒あら崎さきに迷惑になるし、望まれてもいないだろう。

「ではティーリはどうだ。ヤツは悪魔だが外見は申し分ない」

「ないな」

　即答する。アレはただの居候、いや、厄介者、いや、疫やく病びよう神がみ？　とにかくそう言う類だ。

「ならエリーゼは？」

「あいつは……」

　ふと、脳のう裏りを過ぎる存在。そりゃ、外見に申し分はないし、性格も悪くない（黒いところもあるが）。しかし、そもそもオレなどを相手にしたりはしないだろ───。

「私の大切な妹に指一本でも触れてみろ！　天使の名の下に貴様を灰にしてやる!!」

　ざばざばと、子供のように全力でお湯をオレに浴びせてきた。

「おいやめろバカ。……安心しろよ。そんなことは起こらねぇ。少なくとも、今のオレに誰かを好いたり、好かれたりする資格もつもりもない」

　今こうして、ルシオンと話していることも、やや不思議なくらいだ。

「子供のクセに随ずい分ぶんと悲ひ観かんした考えだ」

「それに友達だとか恋愛だとか、今の状況で考えられるわけがないだろ」

　先ほどまで表情を激しく変えていたルシオンが、冷静に呟つぶやいた。

「天使や悪魔とのかかわりは深く考える必要はない。事が済めば記憶を消去するのだしな」

「分かってる。オレはどっちになるつもりもないんだ」

　記憶があるないは関係ない。

　オレはオレの意思の下、自分の信じる方向に持っていくだけだ。

「ではそんな悲観した性格、かつ童貞のおまえにイイコトを教えてやろう」

「さっきから童貞童貞うるせぇな」

「女の子の裸を見たいとは思わないのか？」

「思わない」

「噓うそだな。女の子の裸に興味の無い男などこの世には存在しない！」

　隣……しかも耳元に近い位置でギャーギャーとうるさいヤツだ。

「この男風呂の横が、女風呂になっているみたいだな」

「覗のぞくようなスペースはないぞ」

　普通の大浴場とは違い、完全な密室になっているので、入り口をくぐるしか方法は無い。

「おまえは人生で道に迷った時、どうすれば良いと思う？」

「なんだそれ……そりゃ、自分の手で切り開くしかないだろ」

「そう。道は切り開けばいいのだ。ほら、こっちに来い」

「おい触るな、触るなって」

　べたべたオレの腕に触り、壁の方へと連れて行こうとする。

　見方によっては男に言い寄られている危ないシーンにも見える。

「よしここだ」

　そして端の壁に手を触れる。その壁の向こう側は女風呂だ。

「よしよし。じゃあ行くぞ」

「いや、何が行くぞなんだよ。まさか壁でも突き破るつもりか？」

　冗談交じりで言うと、ルシオンは不敵な笑みを浮かべた。

「その通りだ。童貞の貴様へ私からのプレゼントだ、受け取るがいい」

「全然意味がわから───」

　ルシオンはオレの方に手をかざすと、目を閉じて何やらぶつぶつと言い始めた。

　気がつくと、手の平に光のような眩まばゆいものがあることに気がついた。

「お、おい……？」

「グッドラックだ。ハッ!!」

　その瞬間、光がオレの身体を駆かけ抜けたかと思うと、突風に煽あおられたように壁の方へと吹き飛ばされた。

　ドン、と強い衝撃を受けた直後、ガラガラと何かが崩れていく音が聞こえる。

「ってぇ……！」

　気がつけば、オレはぐるりと一回転し、風呂の床に叩たたきつけられていた。

「くそ、ああ言う超常現象的な力は反則だろ……！」

　全く予期できないことだったために、受身もろくに取れなかった。

「あの野郎、ぶっ飛ばしてやる───」

　衝撃の眩暈めまいが無くなったところで、上半身を起こす。

　……すると、オレの方を見る四人の視線があった。

　もちろん全員知った顔だ。

「…………」

　誰もが言葉を失い、真っ赤な表情をしてある一点を見つめている。

　考えるまでもなく、その視線はオレの下半身へと向けられていた。

　タオルもどこへやら、ストリッパー顔負けのＭ字開脚を披ひ露ろうしている下半身。

　人は咄とつ嗟さの瞬間、硬直し身動きが取れないという。

　オレは足を閉じることも忘れ、自らのアレを丸出しにしたまま、四人の顔を順番に見ていた。

　動かない身体とは別に、思考だけが中途半端に冷静だったため、

「先に断っておくが、これは事故だ……」

　そう搾しぼり出し伝える。はっきり言って、相当テンパっていたんだろう。

　誰かの裸が見えていた気がしたが、全然頭に入ってこない。

　プルプルとティーリが震え、握りこぶしを作っている。

「フランクフルト……」

　真っ赤になりながらも搾り出した言葉を聞き、オレは色々なモノを失ったんだと悟った。
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「本当に申し訳御座いませんでした、聡そう一いち郎ろうさん！　兄が、大変失礼を致しました！」

　深々とオレの前で頭を下げるエリーゼ。

「もう過ぎたことだ……責めたって仕方ないだろ」

　そうとでも思わなきゃやってられない。

「ありがとうございます……」

　ホッと胸を撫なで下ろす。

「…………」

　しかし、すぐ黙りこむと、カーッと頰ほおが赤らんでいく。

「その、あの、えっと……あまりお気になさらないでくださいね！」

「どう言う励まし方だよ……余計落ち込むだろうが」

「あ、兄は……どうなりましたか？」

「部屋でぐっすり寝てる」

　もちろん、オレに殴る蹴るの攻撃を受けてノックダウンした、と言うことだが。

　今回は全面的にルシオンが悪いと分かっているので、それを聞いてもエリーゼは平謝りを続けた。

「とりあえず……忘れてくれ」

「は、はい。大丈夫ですっ。では、えと、その、お、おやすみなさい！」

　そして逃げ出すように部屋へと戻って行った。

「はぁ……偉いことになった」

　下半身を全員に見られたことは、この際犬に嚙かまれたと思って諦めよう。

　問題はあのバカのせいで大浴場の壁がぶっ壊れたことだ。

「なにをどうやったら壊れるんだよ、壁が」

　ポリポリと頭をかきながら、男風呂から出てきた山やま田だ店長。

「すんません、働いて弁償するんで……」

「あ～いい、いい。どうせ近々取り潰す予定だったからな」

「え……そうなんスか？」

「海の家の方には、観光客は腐るほど来るが民宿はさっぱりだ。今時こんな古い民宿に泊まりに来る物好きもいないってことだな」

　オレの読みは当たっていたらしい。

「その代わり、残りの期間もキチンとバイトの方頼むぞ」

「もちろんです。すんませんでした」

　いいよいいよ、と言って、山やま田だ店長は頭を上げさせた。

　いい人過ぎるだろ、この人……。
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　夜、何となく寝付けなかったオレは民宿の外へと出てみることにした。

　ちょうど満月だったのか、月がハッキリ、そして綺き麗れいに光って見える。

　その光が夜の海を照らし出し、何とも言えない神々しさに包まれている気がした。

　そんな月を見上げる、もう一人の存在があることに気付く。

　月夜に照らされる赤い髪はイヤでも目立つ。ティーリだった。

「何やってんだよ、こんな時間に」

「フランクフルト！」

　ビシィッ！　と力強く指差される。

「それはやめろ……割と落ち込んで……なんだよ」

　ジーッとオレを見ている。

「一応存在くらいは知ってたけど、あんなのが男には付いてるのね……」

「うっせえな。どう答えていいかわかんねーだろ」

「食べれるの？」

「食べれねえよ！」

「なんだ。大したことないわね」

　こいつの基準ってどんなんだよ。ちょっと頭の中を見てみたい。

　ティーリは、また顔をあげ空を見上げた。

「ちょっと寝付けなくてね」

「どこでも眠れそうなおまえが、珍しいこともあるもんだな」

「ほっときなさいよ」

　ジーッと、ティーリは空を見上げて動かない。

「何見てるんだよ」

「ただ綺麗だなと思って」

「おまえにもそう言う美的感覚があったんだな……」

「んなことで驚くな」

　オレはティーリの隣に立つ。昼間の一件以来、ちょっと妙な空気が流れていた。

　今もバカなやり取りをし合ってはいたが、どこかぎこちない。

　その妙な空気をティーリも感じているのか、いつもより距離が少し空いていた。

　距離にして数十センチだと思うが、お互いにそれを敏感に感じていたのだろう。

「どうせ明日もバイトなんでしょ？」

「そりゃそうだ。これから二週間ほど続ける。エリーゼもしばらく人間界に残るらしい。あいつには悪いが手伝ってくれるらしいから、世話になろうと思う」

「あ、っそ。いいじゃない。あたしは楽できるし、あんたもエリーゼとイチャイチャできて楽しいでしょ」

　刺とげ々とげしい言い方をする。

「何がイチャイチャだ。元はと言えばおまえが手伝わないのが原因だろ。今からでもおまえが手伝うって言えばそれで丸く収まる」

「絶対に嫌」

　ティーリの目線はずっと空を見上げていて、こちらを向こうとはしない。

　オレもそれが少しイラッとして、同じように空を見ながら口を開いた。

「孤立してくぞ、このままだと」

「何が孤立よ。あたしは悪魔よ？　それがどうしたってのよ」

　強がりなのか本心なのかは分からないが、その表情に陰かげりは見えなかった。

「気に食わないことは気に食わないって言うし、やりたいことをあたしはやるわよ」

「とことん悪魔だなおまえは！」

「だから言ってるでしょ、あたしは悪魔だって」

　前々から思っていたことだが、こいつは何でもかんでも、悪魔を理由に突っぱねる。

　確かにティーリは悪魔であって人間じゃないが、それがどこでも通用すると思ったら大間違いだ。

「おまえ、ここを地獄と一緒にしてるんじゃないのか？　ここは人間の世界なんだよ」

「だから？」

「人に合わせる生き方を覚えないと、後で苦労するってことだ」

「バカらしい。あたしが誰かに合わせる？　冗談じゃないわね」

「……いきなり天使と仲良くしろとまでは言わねぇよ。でもな、荒あら崎さきと仲良くすることくらい出来ないのか。あいつは度々おまえを心配してくれてるだろうが」

「無理、絶対無理」

　こちらの話を真剣に聞くつもりがないのか、耳を塞ぐような格好をして首を横に振った。

「すぐに決め付けんなよ」

「あたしが無理って言ったら無理なのよ」

「おまえな……」

　肩に手を置こうとしたら、それに気付いたティーリが払いのけた。

「説教とかやめてくれる？」

「オレはただおまえのためを思って───」

「あーもううっさいわね！　あんたはあたしの何なのよ！」

　本当にイラついているのか、その表情は怒りに満ちていた。

「オレはおまえの面倒を見てやってる保護者みたいなもんだぞ」

「は？　保護者？　誰が何時何分何十秒にそんなこと頼んだってのよ？」

　ムッとしたまま、子供みたいなことを言う。

「誰がなんと言おうと、あたしは悪魔だしそれを誇りにしてる」

　そう言い、ティーリはオレに背中を向けると、消していた翼を出現させた。

　片方だけだが、漆黒の翼は、闇夜に映え、不気味なほどのリアルさを出している。

「欲しい物は手に入れるし、やりたくないことは絶対にやらない。あたしはずっと一人で生きてきたし、これからもそのつもりよ」















「その割には、随ずい分ぶんオレに迷惑かけてるみたいだけどな」

「それはあんたがあたしのシモベだからよ」

　オレがいつ、何時何分にシモベになったんだろうか。

「ふざけんな。いつまでもそんな我がままが通じると思うなよ」

「ほんっとにうるさいわね……今のそーいちろーを見てるとイライラするわ」

　不意にティーリは頰ほおを緩める。

「なんだったら今から、あの桃もも恵えって女を殺してみせてもいいのよ？」

　そんなことを……まるでツバを吐くように言い放った。

「てめぇ……」

　オレは、思わずティーリの前に回りこみ、その胸倉を摑つかみ上げた。

「言っていいことと悪いことがあるだろ」

「怒ったの？　へえ、あんたが。暴力ばっかり振るってるあんたが、あたしの発言に文句つけるわけね」

　オレの脅しにも屈せず、強気な姿勢のまま笑う。

「やっぱりあんたも悪魔よ。あたしの影響がどうとか、言い訳するんでしょうけどね」

「…………」

　もし、今が満月でなく、ティーリの顔がまともに見えなかったなら、ひょっとするとティーリを殴っていたかも知れない。そう言う意味じゃ、オレもこいつもそれほど違いは無いのかもな。

　だが分かり合うには、途方も無い壁があるようにも感じた。

「もう面倒見切れねえよ。おまえとは意見が合いそうにない」

「奇遇ね。あたしも、なんかそーいちろーの言ってること、理解できないし」

　ここまで言われたら、さすがのオレも後に引くわけにはいかない。

「なら家は出て行ってくれるんだろうな？」

「こっちから願い下げよ。今まで一緒に住んであげてただけだし」

「調子良すぎだろ。こっちは住まわせてやってたんだよ」

　ピリピリとした空気が、その場にうごめいて行く。

「死ね！」

　そして最後は、大声で怒鳴り、ティーリは民宿へと入っていった。

「ふざけんな……」

　オレはその場で小さく一言呟つぶやき、もう少し満月を見上げていることにした。





○接触







「にいちゃんヤキソバ頂戴」

「あいよー！　ヤキソバ一丁！」

　次の日も、朝から海の家は大繁盛していた。ひっきりなしに客が集まって来る。

「こんなボッタクリでよく買うぜ……」

「おい鮫さめ島じま、聞こえたぞ。時給下げるぞ？　いいか、俺は全うな商売をしてるつもりだ。この暑い中、海で楽しく遊ぶ連中のために、青春を捨てて働いてんだ、分かるか？」

「青春を捨てて、ねえ。先日も客の女ナンパして持ち帰ってましたよね？」

「あ、あれはおまえ、特別ボーナスだ。あ、ナスなのは俺の股間か。なっはっは！」

　などと山やま田だ店長は親父おやじギャグ満載の下ネタを繰り出す。

　エリーゼは聞こえないフリをしながらテーブルを雑巾で拭いていた。

「つかおまえよ、俺に文句垂れる資格ねえだろ。こんな外人の綺き麗れいな彼女連れやがって。どうせ昨日は民宿で青春の流れに任せてズッコンバ───」

　オレは素早くアッパーを繰り出し、山田店長の顎寸前でビタリと止める。

「店長、そろそろ真面目に働いた方がいいんじゃないッスかねえ？」

　店長はコクコクと頷うなずき、客に向き直ると、満面の笑みを浮かべ商売を再開した。

「悪いなエリーゼ、ああ言う人なんだ」

「い、いえ……」

　エリーゼの顔は、真っ赤になってしまっている。ズッコン───に反応してしまったか。天使にそういった話に対する免疫があるとは思えないしな（勝手な想像だが）。

「二日目も手伝ってもらって悪いな。おまえも遊びたいだろ」

「大丈夫です、とても良い経験だと思いますし。私は苦に思っていませんよ」

「そうか……」

　そう言われれば言われるほど、すまないと思ってしまうのはどうしてだろうな。ティーリのように文句を垂れながらの方が、こっちとしてはやりやすいんだが。

　もっとも、昨日の夜の、ティーリとのやり取りは多少応こたえた。

　どれだけオレが説明したところで、あいつは受け入れてくれないんじゃないだろうかと。

「それにしても凄すごい人ですね。どんどん増えていきます」

「あ、ああ。そうだな」

　関心を寄せるエリーゼの気持ちは分からないでもない。

　瞬またたく間に観光客は増え、数分前よりも明らかに人口密度が上昇している。

　海の家にも大量の客が押し寄せ、どんどんと並ぶ人の数が増え始めていた。

「ビール一丁！　ぱぱっと頼むぞ！」

　新たな注文が飛び込んでくる。オレは返事をすると、すぐにビールサーバーを起動させた。ビールを用意し、すぐさまカウンター脇で待つ客へとそれを届ける。

「お待たせしました」

「ありがと。やっぱり夏の海と言ったらコレよね」

　そう言いプラスチックのコップを口につけ、ぐびっとビールを飲んだ。

「かーっ、効くわ～」

　オレはその姿を、失礼と思いながらもジッと見ていた。何な故ぜなら、その客が妙に人間離れした雰囲気を出していたからだ。悪い意味じゃない、なまめかしいというか、単純に色っぽいというか。とにかく日本人らしくないと感じてしまう。それは髪の色もひとつの要因だった。銀色の髪。とても染めたものには思えない。太ももが露出したショートパンツと、胸や身体のラインが強調されるシャツは、男心をくすぐる魅力を持っていた。

「ジッと見つめちゃって、どうしたのかな？」

　覗のぞき込むようにして、舌先を出してペロリと下唇を舐なめた。

「いや……８００円になります」

「はい、８００円ね」

　５００円玉と１００円玉を組み合わせ、じゃらりと小銭をオレの手のひらに置いた。そして何故か、ぎゅっと手を握り締められた。

「あの……」

「あ、ごめんなさい。なんか、凄すごく逞たくましい手だったから、つい」

　つい、で他人の手を握る女は、出来れば遠慮願いたい。

「なんか私たち、初めて会った気がしないわね」

「オレはそうでもない。初対面だしな、実際」

「冷たいわね。お姉さんみたいなのはタイプじゃない？」

「仕事中なんで、これで失礼します」

「ふふ、可愛かわいい」

　女はニヤリと笑って、ビールをぐっと飲んだ。

　形だけでも、店員として対応はしたつもりだ。

　オレは素早く仕事に戻ろうと踵きびすを返した。

「いつもここでバイトしてるの？」

　にもかかわらず、背中に話しかけてくる客。

「……夏休みの間だけ」

「ってことは、学生さん？　高校生かな」

「まあ……」

　オレを逃がそうとせず、どんどんと新しい話題を振って来る。

　こんな風に話しかけられることは今までなかったので、どう接していいかわからない。

「すんません、仕事あるんで……」

「あらら振られちゃったかしら」

「いや、そう言うわけじゃないんですけど」

「冗談よ。それじゃ、またね」

　にっこりと笑って、女は手を振りビール片手に砂浜に歩いていった。

「オレに話しかけるなんて、物好きなヤツもいるもんだ」

　オレは何となくその背中を見送ってから仕事に戻った。
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「ひと段落しましたね、聡そう一いち郎ろうさん」

　海水浴客も引き、海の家を訪れる人も疎らになっていた。

「ああ。連日手伝わせて悪いな……おまえには関係ないことなのに」

「お気になさらないで下さい。これも天使の務めですから」

　柔らかく微笑ほほえむエリーゼは、嫌いや味みのひとつも零こぼすことはなかった。

「ほんとティーリとはえらい違いだな」

「褒めて下さるのは嬉うれしいですが、悪魔とは一緒にしないで下さいね」

「あ、ああ……」

　エリーゼが間髪いれず突っ込んできたので、思わず一歩後ろに後退。

　変態のルシオンやら生意気なリズやら、天使にも色々な性格の持ち主がいるが、やっぱりどんな天使にも共通した悪魔嫌いはどうにもならないようだ。

　エリーゼも口にしてから、しまった、と言うような表情を浮かべた。

「すみません……そんなことを言われて、気分が良いわけありませんよね」

「いや別に。オレは悪魔じゃないしな」

「ダメだ、と思っていても、つい身体が拒否してしまうんです……」

「だから気にしてないって。それより、小腹空すいてないか？」

　別にエリーゼを困らせるつもりはなかったので、話題を変えようと飯の話をする。

「そうですね、少し……」

「山やま田だ店長、何か頂いてもいいッスか」

「おう好きなの食っていいぞ。今年はエリーゼのお陰かげで大繁盛だしな！」

　店長の許しも出たので、オレは適当に食材をチョイスする。

「自分で食べたいのがあったら選んでくれ」

　ヤキソバからたこ焼きまで、幅広くジャンクなものが揃そろっている。

「どれも食べたことがないので気になりますね」

　そう言って、あれこれと食材を見渡していく。

「あ……」

　そしてひとつの食材で動きが止まる。

　視線の先を追うと、海の家でも人気商品の一つであるフランクフルトだった。

「これが食べたいのか？」

　ひょいっと手に取り目の前に突き出すと、エリーゼが三歩ほど後ずさりした。

「ひっ!?」

「……なんだよその反応は……」

「神様申し訳ございませんッ。私は穢けがれたものを見てしまい……ブツブツ……」

　オイ……。

　どう考えても、昨日の夜の出来事を思い返しているようだった。

「おまえ、忘れるって話だったろ」

「ななな、何を仰おつしやいます。私は何も覚えてなんて……」

　真っ赤な顔をして、かつフランクフルトから視線を逸そらして言う。

　どう考えてもアレを想像しているとしか思えない。

　こんな状況でこれ（フランクフルト）美お味いしいから食べてみろなんて言って突き出せるほどオレは男じゃない。

「これは無しだ」

　そう言って食材の箱に戻す。

「…………」

　エリーゼがちょっとだけ寂しそうにフランクフルトを見たことには、気付かなかったことにしよう。

「普通にヤキソバでいいか。後はカキ氷食べてもいいし」

「そうですね」

「それから───おまえも一緒に食べるか？」

　やや遠くでオレたちの様子を見ていたリズに声をかける。

　だが、一向に近づいてくる気配はない。

「リズ。折せつ角かくなので頂きませんか？」

　姉であるエリーゼの言葉も拒否する。

「私はいい」

　リズは朝からずっとエリーゼのことを黙って見守っていた。その顔はずっと無表情で、何を考えているのかさっぱり分からない。今もただ無表情をこちらに向けてくるだけ。

「すみません、あまり殿との方がたと接した経験がないので」

「別に気にしない。こう言う扱いには慣れてる」

　オレを避けてのことなんだろう、と言うことは察しがつく。

　オレはヤキソバの具材を空いた鉄板の上に乗せ、ジュージューと焼き始めた。

「私のことは気にしないで遊んで来てもいいんですよ？」

「大丈夫……私はお姉さまを見てるから。それにティーリのことはお兄様が見張ってるので問題ありません」

　奥で二人が話を始めた。

「でも折角海まで来たのに……じっとしているだけでいいの？」

「それを言うならお姉さまこそ、こんなところで働いてる意味が分かりません。あんな男のために貴重な時間を割く必要なんてないはずです」

　どうやら、オレの悪口を言っているらしい。

「私が望んでやってることだから」

　リズは納得のいかない様子だったが、エリーゼが折れないと思ったのか、その怒りの矛先をこちらに向けてきた。

「お姉さまを解放して」

「解放ってなんだよ。オレは別に強制してるわけじゃない」

「やめなさいリズ」

「やめません。私はこの男が嫌いです」

「どうして聡そう一いち郎ろうさんを嫌うんですか？」

　エリーゼはちょっと怒ったような口調で問いかける。

「いい。別に理由なんてないだろ。オレは人に嫌われるのが特技みたいなもんだからな」

「悪魔だから」

　今度はよりハッキリ、ストレートに言われた。

「なるほどな。そりゃ分かりやすい」

　どいつもこいつも、悪魔悪魔か……もう反論する意思もねえや。

「聡そう一いち郎ろうさんは悪魔ではありません。普通の人間ですよ。物言いに引っかかることはあるかも知れませんが、それも個性のうちです」

「噓うそはやめてください」

　冷たい声でリズが言う。

「この男からは、明らかに悪魔の気配を感じます」

「それは───」

　どうやら、オレが思っているよりもずっと、悪魔としての進行が進んでいるようだ。

　エリーゼの表情が真実を物語っている。

「もし……もしお姉さまに危害が及んだら……お母様みたいになってしまう」

　お母様、と言う言葉にエリーゼが慌てて口を開いた。

「すみません聡一郎さん、何でもありません。リズ、おかしなことを言うのはやめなさい」

　優しく、けれど厳しくエリーゼはリズに言う。

「でも……」

　唇を嚙かみ、ただリズはオレを睨にらみ続ける。

　このままオレと視線を合わせ続けていても解決しない。

「ほら」

　テーブルに、焼きあがったヤキソバを三つ置いた。それからラムネも同じく三つ、瓶を隣に置く。

「一応リズの分も作った。腹減ってるだろ」

「わざわざありがとうございます。リズ、お礼を言いなさい」

「私は要りません。食べ物で懐かい柔じゆうできると思わないで」

「おなか空すいてるでしょう？」

「空いてます。でもこの男と食べる気にはなれません」

　オレは椅子に座らないまま、ヤキソバのパックを一つ持ち上げた。

「オレは向こうのテーブルで食べる。おまえはここに座ってエリーゼと食べろ」

「え……」

　一瞬呆あつ気けに取られたリズ。

　オレはすぐ歩きだし奥へと行こうとした。そのオレの腕をエリーゼが摑つかむ。そして、

「リズ！」

　珍しく、エリーゼが怒気を含んだ声を出した。

「あなたは天使として、人間界における最低限のマナーも守れないの？」

「……それは……」

「たとえ素質はどうあれ、今聡そう一いち郎ろうさんが人間であることは間違いのない事実。違う？」

「でも……」

「でもじゃありません。ここに座りなさい」

「……はい……」

　姉に怒られては反抗も出来ないのか、リズはちょこんと椅子に座った。

「聡一郎さんに謝りなさい」

「…………」

「もう一度、説明を受けたいの？」

「……ごめんなさい……」

　絶対に納得していない、と言う顔だったが、リズが謝った。

「申し訳ございません。不快にさせてしまいました……」

　そしてエリーゼも深く頭を下げる。

「よせよ。オレは何とも思ってない」

「許していただけますか？」

「ああ。心配するな」

「ありがとうございますっ！」

　エリーゼはぱぁっと笑顔を見せ、オレの手を握り締める。

　リズは拳をぎゅっと硬くするだけだった。

「では聡一郎さんもここでどうぞ」

「あ、ああ」

　やや迫力に押されながら、オレもリズとエリーゼに挟まれるように腰を下ろした。

「さ、食べましょうかっ。私もリズも、こう言うものを食べるのは初めてなんです。ね？」

「はい……」

　パチンと割り箸を割る姿を見て、リズもそれを真ま似ねする。

　そして器用な手付きで箸を使いヤキソバを口に運んだ。

　静かに、小さな口でもぐもぐとするリズ。

　その様子をオレたちは二人静かに見守った。

「美お味いしいです……」

「聡一郎さんが作ってくれたんですよ」

　作ったって言うか、ただ鉄板で焼いて具材を混ぜただけだけどな。リズはそれ以外に喋しやべろうとしなかったが、黙々とヤキソバを食べ続けた。その姿を見て、エリーゼはオレを見て微笑ほほえみ、自らも食べ始めた。

　それから程なくして、オレたちのテーブルに影が差した。

「ここ空いてる？」

　そう言ったのは、先ほどビールを買った女だった。

「はい。どうぞ」

　何の違和感も感じないのか、エリーゼは優しく椅子を引いて座るよう促した。

「ありがと」

　女はまたビールを買っていたのか、なみなみと注がれた紙コップを持って椅子に座った。

「今は休憩？　あ、さっき働いてるところを見たから。ね？」

「そうです。お昼ごはんを頂いていました」

「そうなんだ」

　オレたち三人を不思議そうに見ながらビールを飲む。

「えーっと……」

「私はエリーゼと言います。こっちがリズ。こちらが聡そう一いち郎ろうさんです」

「外人さん？　にしては日本語が流りゆう暢ちようね」

「あんたも日本人には見えないけどな」















「肌が焼けてるから？」

　どちらかと言えば、肌の色と言うよりも髪の色だな。

　考えていることが分かったのか、自分で銀色の髪を触る。

「髪は生まれつきなのよね。でも生粋の日本人よ？　喋しやべり方も普通でしょ？」

　確かに喋り方に違和感はなく、日本語を話している。

「お名前をお聞きしてもよろしいですか？」

「私は───」

　何を思ったか、女はショートパンツのポケットから何かを取り出した。その取り出したものをポンとテーブルに投げると、コロコロと転がって、オレの傍で止まった。真っ赤な丸が上を向く。

「サイコロ？」

「ギャンブル好きの短大生で、千ち沙さって言うの」

「いつも持ち歩いてるのか、これ」

　普通は海にサイコロなんて持ってこない。

「ギャンブルと言えばサイコロっしょ。んふふふ」

　嬉うれしそうに笑う。

「ところで二人は姉妹？」

　外見が似ていることから、簡単に推測できたのだろう。

「それから……彼はあなたの彼氏ってところかしら？」

「え？」

　きょとんとするエリーゼ。

「いや、オレたちは───」

「そんなこと地球がひっくり返ってもありえない」

　ダン、とテーブルを叩たたいてリズが言った。

「それは言い過ぎだろ……」

「言い過ぎ？　むしろ優しく言ってあげたの。お姉さまを穢けがさないで」

「ははは、あんたら面白いね～」

　腹を抱えて笑いビールをぐっと飲んだ。

「じゃあ友達同士でアルバイトしてるんだ」

「ま、そう言うところだな。なあ？」

「え？　あ、はい。そうですそうです」

　何な故ぜかボーっとしていたエリーゼが、コクコクと頷うなずいた。

「でも夏の海、二人でアルバイトだなんて、何か進展があったりしてね～」

「絶対に無い」

　そしてまたも、オレやエリーゼでなくリズが否定した。

「リズはお姉ちゃんのことが好きなのね。私にも姉がいるから、よくわかるな」

　ちょっと酔ってるのか、顔を赤らめながら言う。

「じゃあ三人で海に来たの？」

「いや、他にも何人かとな。今は海で遊んでると思う」

　そうなんだ、と千ち沙さが呟つぶやいた時、

「鮫さめ島じまくんっ」

　突とつ如じよ、背後から声が飛んできた。

「ん？」

　振り返ると、荒あら崎さきがこちらに向かって歩いてくる。それにルシオンも居るようだった。

　そして入り口の方にはティーリが立っていた。

　だが、ヤツはこっちの方へ歩いてくる気配は無く、オレと目が合うとそっぽを向いた。

　オレも相手にするまいと、無視することにする。

「どうしたんだ？」

「お腹なかが空すいたから、折せつ角かくだし海の家で食べようってことになって……」

「この子たちが、ひょっとしてその何人か？」

「はい。桃もも恵えさんって言います。それからその後ろに居るのが私の兄です。それからあちらにいらっしゃるのがティーリさんと言います」

　エリーゼはティーリが遠くにいることを何とも思っていない。

　恐らくは外で食べ物でも見ていると勘違いしたんだろう。

「む……!?」

　ルシオンが、千沙を見て顔色を変えた。そして、足早に千沙の前へと近づく。

「お姉さん、私と砂浜でカモメを数えるデートでもしませんかっ！」

　いきなりナンパを始めた。

「かなりストレートね」

　クスリと笑う千沙。

「でも、私そう言うの嫌いじゃないかな」

　そう言うと、千沙は立ち上がってルシオンの隣に並んだ。

「じゃ、デートしてもらおうかな」

「喜んで！」

「こ、これが海の魔力!?」

　桃もも恵えは驚いたような感心したようなことを言う。

「まぁとりあえず、全員で飯でも食うか？　店長に奢おごってもらえないか聞いてやるよ」

　オレは歩いて店の入り口にいる山やま田だ店長のところへ向かう。

「…………」

　ティーリの傍まで行く形となったが、オレは無視して店長に話しかけた。

「話は聞こえてた。今日は特別サービスだ、タダで食っていいぞ」

「どもっす」

「しかし可愛かわいい子ばっかりだな、おい」

「中身の可愛くないのも一人いますけどね」

「っ！」

　わざと聞こえるように言うと、ティーリは怒った表情をしたが、声には出さなかった。

「ヤキソバ、ルシオンと荒あら崎さきの二人分だけでいいだろ」

　これもわざとらしく言うと、完全に怒ったのか、オレに背中を向けて歩き出した。

　バサバサと砂を蹴りながら遠ざかっていく。

「…………」

　オレはそのまま、鉄板の前までいきヤキソバを調理し始めた。

　五分ほどで調理を終え席に戻ると、全員がオレの方をジッと見ている。

「ねえ、朝からティーリさんの様子がおかしかったけど、何かあったの？」

「荒崎が心配するようなことはなんもねえよ」

「だけど……」

「それよりヤキソバ。腹減ってるんだろ？」

　オレはルシオンの分と合わせてテーブルに置いた。

「本当にいいんですか？」

　今度はエリーゼが、心配そうな顔で聞いてくる。

「ちょっと揉もめただけだ。おまえには関係ないだろ」

「やれやれ。何があったかは知らないが、面倒なことをしてくれたものだ」

　ルシオンは呆あきれながら、入り口に向かって歩き出した。

「ヤキソバ、食べないんですか？」

　荒崎が不思議そうにルシオンに聞く。

「ええ。ちょっとティーリさんを捜してきます。それと千ち沙ささん。よかったらデートの方は待っていて頂けますか？」

「いいわよ。この子たちと話してるの面白いし。また後でね」

　千ち沙さは気にした様子もなく、快く了承した。

「別に捜さなくてもいいだろ。あいつが一人で居たがってるんだ」

「貴様が良くても、困る者は大勢居る。では」

　荒あら崎さきたちの前だが、ルシオンは強くそう言い、歩いていった。

「なかなか格かつ好こいいじゃない、彼。友達思いだし」

　千沙はそう言って笑う。

「でも───」

　スッと立ち上がると、千沙は紙コップを握って歩き出す。

「どちらへ？」

「ルシオンくん、だっけ？　一人に捜させるのは悪いじゃない。さっき店の入り口に居た赤い髪の女の子を捜せばいいんでしょ？　手伝ってくるわ」

　今度は千沙が、ティーリを追って海の家を後にした。

「お姉さま。私もティーリを捜してきます」

「リズ？」

　思いがけない言葉に、エリーゼは驚いたようだった。

　それはオレも同じで、思わずリズの顔を見つめてしまう。

　その表情は相変わらず無表情で何を考えているのかが分からない。

「ほっとけばいいんだよ。あいつなら平気だ」

「そう言う問題じゃない」

　やや強い口調で返される。悪魔の影響のことを言っているのだろうか。

　リズもまた、ゆっくりと浜辺へと向かっていった。

「ちっ……」

　オレはやや乱暴に、椅子へと腰を下ろした。

　隣に座っている荒崎が、一瞬びくっとなり肩が跳ね上がった。

「悪い。別に怖がらせるつもりはない」

「うん、大丈夫。ごめんなさい、ちょっと音に驚いただけ」

「…………」

　何を話していいかも分からず、沈ちん黙もくが流れる。

「私、少し席を外しますね」

　何を思ったのか、エリーゼは立ち上がってそう言った。

「まさかおまえまでティーリを捜しに行くとか言うんじゃないだろうな」

「いえ、私はティーリさんが戻った時のためにここに居た方が良いかと。ただ、少し海を見てきたいと思いまして」

　そう言われては止めることも出来ない。

「では桃もも恵えさん、少しの間お願いしますね」

「え、あ、あのっ！」

　そう言い、オレと荒あら崎さきだけを残し、外へと行ってしまった。

　さっきまで賑にぎわっていたテーブルが、嫌なほど静まり返っている。

「……ティーリさんと、何かあったの？」

「別に」

「ご、ごめん……」

「なんで謝るんだよ」

「……ごめん」

　何なんだよ。って、やっぱイライラしてるんだな、オレ。

　少なくともここで荒崎に八つ当たりみたいなマネをするのはダサいだけだ。

「ちょっと喧けん嘩かした。ちょっとじゃねえかもな」

「そう、なんだ……」

「そんで、あいつもオレも折れるつもりがない。だからこうなった」

「何が原因か、は聞かない方がいいよね？」

「いちいち話して聞かせるもんじゃない」

　他人事のはずなのに、こいつは少し泣きそうな顔をしていた。

　思えば、海に来てからオレは荒崎の笑った顔を殆ほとんど見ていない。

　そもそもバイトしてるから一緒に過ごす時間がないだけなんだが。

　唯一仲の良いエリーゼも、こうしてオレとバイトしていて遊べる時間は限られている。

「おまえ、やっぱり来ない方が良かったんじゃないのか？」

「ど、どうして？」

「全然面白くなさそうだからな。無理して付き合ってんじゃないかと思ってな」

「そんなことはないよ。全然っ」

　否定していたが、とてもそんな風には見えない。

「だけど……だけどね……」

　俯うつむき、荒崎は何かをいいたそうにしている。

「だけど……鮫さめ島じまくんと一緒に遊べない、のは……寂しいかな、って……」

「オレなんかと遊んでも仕方ないだろ」

　荒あら崎さきは顔を上げない。

「そんな、こと、ないよ……」

　搾しぼり出すようなか細い声。

　だが、オレには無理やりオレを持ち上げようとしている風にしか取れない。

「わ、私、その…………」

　更に小さくなった声。もう何を言っているのかうまく聞き取れない。

　それでもぶつぶつと喋しやべっていたので、オレはちょっと強引にその顔を覗のぞき込んで声を聞こうとした。

「っ！！！！！」

「お、おいっ？」

　その時覗き込んだ荒崎の顔は、信じられないほど真っ赤になっていた。

　予想もしないタイミングでオレと目が合ってしまったせいか、凄すさまじい勢いで席を立つ。

「あ、あの、あの、わ、私、ち、違うの！！！！」

　そして想像を絶する速さで走りだし、海の家を飛び出していった。

「……何が違うんだ……？」

　一人だけ、海の家に取り残される。

「青春だなぁ」

　じゅーじゅーとヤキソバを焼きながら、山やま田だ店長が言う。

「何が青春だよ」

「どう見ても、あの子おまえのこと好きじゃないか。羨ましいぜ、はははは！」

「あんたまでそれかよ」

　呆あきれてため息をつく。

　ルシオンも山田店長も、どこをどうみてそう言う結論に至るのか。

「…………」

　友達一人、満足にいないオレだぞ？

　そもそもオレは、あいつと話した回数だって少ない。

　良い印象を抱かれる機会すら今までなかったはずだ。

「やめだやめだ」

　無駄なことを考えるのはよそう。

　要はここで好意を持たれてると勘違い野郎になるのか、そんなはずはないと鈍感野郎のままでいるかなら、どう考えたって後者がいい。

　第一、オレは荒あら崎さきのことをそんな目で見たことはないんだし。

「聡そう一いち郎ろうさん」

「な、なんだ？」

　いつの間に戻ってきていたのか、エリーゼに話しかけられた。

「先ほど桃もも恵えさんが出て行かれましたが、もしかして喧けん嘩かされました？」

「してねぇよ」

「では、どんなお話を？」

「それは───」

　オレの顔を覗のぞき込むようにするエリーゼ。

　その顔を凝ぎよう視ししていることが出来ず、オレはそっぽを向いた。

「なんでも、ない」

「あの。ご迷惑かもしれませんが」

　そう言い、エリーゼはビニール袋をテーブルに置いた。

「なんだよ、これ」

　覗き込むと、中には出来たてのヤキソバが入っていた。

「ティーリさん、きっとお腹なかを空すかせていると思います」

「…………」

「捜し出して、食べさせてあげてください」

　そう言い、オレの手を取ると、ビニール袋を握らせた。

　今しがた山やま田だ店長が焼いていたヤキソバは、ティーリ用のだったのか。

　振り向くと、山田店長が笑った。

「おまえもホント、よく気が利くやつだよ」

　エリーゼが用意するように、店長に交渉したんだろう。

「休憩時間はあと30分くらいか……ちょっと散歩してくるわ」

「はい。いってらっしゃいませ」

　エリーゼの笑顔に見送られながら、オレは海の家を出た。





○それぞれの思惑







　ティーリを捜して浜辺を散策していると、気がつけば人ひと気けの少ないところまで来ていた。

「ここまで捜して見つからないってことは、もう海にいない可能性もあるな……」

　民宿に戻ったか、あるいはもう、どこか遠くへ行ってしまった可能性もある。

　このままあてもなく捜し続けて、どうにかなるんだろうか。

　せめて、ルシオンかリズのどちらかを見つけられれば、居所をつかめるかもしれない。

　そう考えていると、運よくリズの後ろ姿を見つけた。

　そして、そのリズを囲むように二人の男がリズに話しかけている。

「あのさあ、僕たち君のお姉さんに興味があるんだよね。エリーゼちゃん、だっけ」

「それと私に何の関係が？」

「君の方からさあ、僕たちの相手をするように頼んで貰もらえないかな？」

「嫌」

「そう言わないでよ」

　男はニコニコとした表情を崩さず、リズの腕を強引に摑つかんだ。

　そこでオレは、男たちが先日も強引にエリーゼに迫っていたことを思い出す。

「離して……」

「だぁめ。あんまり相手にしてくれないと、代わりに君に付き合って貰っちゃうよ？」

「……あなたたちは、死んだら間違いなく悪魔になる」

「酷ひどいなあ、僕らが悪魔だって？　天使の間違いなんじゃないかい？」

　リズは強引に摑まれた腕を振りほどこうとするが、少女の腕力では到底敵かなわないことだろう。その行動が逆に男たちに面白みを与えたのか、ますます笑みを濃くした。

「怖がらなくても大丈夫だよ。僕たちは優しい天使だからさ。なあ？」

「ああ間違いないな。俺たちは天使だ」

「……気安く天使の名を口にしないで。これ以上しつこいなら、人を呼ぶ」

「呼んでみなよ。この辺りは人気が少ないから、誰も来ないかも知れないけどなぁ」

　人通りも少ない上に、体格のいい男に囲まれている状況では、余程腕の立つ者か正義感の強い者で無い限り、見てみぬフリをしてしまうだろう。

「もう一度だけ聞くよ？　エリーゼちゃんを連れてきてくれる？」

「……嫌。あんたたちみたいな汚い存在には絶対に、お姉さまを会わせない」

「そっか……残念だよ。なあ、俺ってちょっと優しすぎると思わない？」

「だな。舐なめられすぎだわ」

「ちょっとばかし、怖いところも見せちゃおうかな～」

　リズの腕を摑つかんだ男は、わざとらしく嫌な笑みを浮かべてみせる。

「なにするの……」

「何って、さあ何だろうね？　君が自分で考えてみたらいいと思うよ」

「おい。そう言うルール無用なやり方はどうなんだよ」

「あぁ？　……またおまえかよ」

　リズの腕を摑んでいた男は、こちらを振り返り睨にらみつけてきた。

　いつもと変わらない無表情を保ちながらも、リズはジッとオレを見つめた。

「限度ってもんがあるだろうが。無理やり茂みに連れ込んで悪さなんてするんじゃねえよ」

「今すぐ消えないと、おまえ死ぬよ？」

　リズを離そうともせず、ニヤけた面で罵声と共にツバを吐きかけてきた。

　べっとりとしたものが、オレの頰ほおを伝う。

「邪魔だから消えろよガキ」

「ったく───」

　どこにでもこう言うヤツらがいるんだな。思わず失笑が漏れる。

　いや、こんなクズと比べれば、学校の連中は遥はるかにマシかもしれない。

「殴られる前に消えろ」

　無駄と思いながらも、最後の警告をしてみる。

「あーもううぜえな。おい、望み通り殴ってやれ」

「しょうがねえ。どうせ相手にするなら女の子の方がいいんだけどな」

　もう一人の男が、オレに一歩歩み寄った。

　体格はオレよりも一回り大きく筋力も相当ありそうだ。

　でもそれだけ。

　自分が殴られるなんて思ってもいない、思い上がりタイプの男だ。

「死ねよ」

　こちらを殴ろうと腕を振りかぶるが、大振りにもほどがある。

　ボール球を投げる投手相手にホームランを狙うようなもの。

　眼めを閉じていても避けられそうな拳をかいくぐり、無防備なボディに拳を叩たたき込んだ。

　さらに、その痛みで頭が下がったところに、首筋めがけてかかと落としを食らわせる。

　呼吸が止まるほどの衝撃を受け、巨体はすぐに砂浜へと前のめりに倒れた。

　意識を失うことはなかったが、ダメージが相当入ったため、砂を引っかき苦しんでいる。

　これ以上の攻撃は必要ないだろう。

　あとはリズの腕を摑つかんでいる男をぶっ飛ばすだけでいい。

　ところが───

　リズを助け出そうとしたオレの眼めに飛び込んできたのは、真正面に立つリズと、気を失って倒れる男の姿だった。

「おまえがやったのか……？」

「これくらいの相手、私ひとりでどうにでもできる」

　殴り蹴りする音すら聞こえなかった。

　恐らく人間にはない、天使の力ってヤツだろう。

「人間相手にいいのかよ」

「本当は良くない。でも、あなたに助けられるよりマシ」

「それだけオレが嫌われてるってことか。嫌われることをした覚えはないんだけどな」

　迷いなくリズが頷うなずき、口を開いた。

「さっきも言った。あなたからは強い悪魔の気配を感じる。私は悪魔が嫌い。それだけ」

「そうか」

　短く、そう答えるしかなかった。

　オレは悪魔になるつもりなんて微塵もないが、真実は違うのだろう。

「このまま小悪魔と接していたら、あなたはすぐ悪魔になる」

「知らねえよ。そうならないように努力はするさ」

　リズは眉を寄せて、ため息をついた。

「……それで、あなたも小悪魔を捜しているの？」

「そのつもりだったんだが、タイムオーバーだ」

　そろそろ戻らないと、店長に怒られる。

「ルシオンが言ってたんだが、天使ってのは悪魔の気配が分かるんじゃないのか？」

「分かる。だけど、さっきまでは何な故ぜか分からなかった」

「どう言う意味だよ」

「誰かが邪魔をしていた……から。かも知れない」

　なんだそれ。よく分からないが、それ以上リズが喋しやべることはなかった。

「まあいい、オレは戻るぞ」

　するとなにを思ったか、オレの後ろについて歩き出した。
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　波打ち際を歩きながら、ティーリは苛いら立だちを隠さず波を蹴り飛ばしながら歩いていた。

「ムカつく！　ムカつく！　ムカつく！」

　呪じゆ詛そのように繰り返しながら、あてもなくストレスを発散しようと必死だった。

　何人かのナンパ狙いの男たちはティーリの外見に惹ひかれ声をかけようと試みたが、ティーリに殺しに来るような勢いで睨にらまれると退散していく。

「絶対出てってやる。そーいちろーが謝ってきても許さないっ」

　ちょっと強い波が来て、足元をざーっと海水が流れていく。

「がーっ！」

　その波に腹が立ったのか、ダンダンと砂を踏みつけた。

「みーつけた」

　色っぽい声がティーリの後ろから聞こえる。振り返ると、千ち沙さが手を上げて笑いかけていた。海の家に居た千沙だが、ティーリは見覚えがない人間に話しかけられ、首を傾かしげた。

「あぁ？　誰よあんた」

「さっき海の家に居たんだけど、気づかなかったかな？」

「知らないわね」

「聡そう一いち郎ろうくんと喧けん嘩かしてる……ティーリちゃんでしょ」

「別に喧嘩してないし。あんたには関係ないでしょ」

　無視して歩き出そうとする。

　そんなティーリの目の前に、スッとペットボトルを差し出した。

「喉渇いてない？　これでよかったらどうぞ飲んで。飲もうと思ってジュース買ってたんだけど、結局こっちにしちゃってさ」

　ビールの入っている紙コップを持って言った。

「後で返せって言われても返さないわよ？」

　そう言ってペットボトルを受け取ると、勢いよくキャップをあけた。

　聡一郎と喧嘩し、イライラして声を荒げていたティーリの喉はカラカラだった。

　ペットボトルを傾け、ジュースを喉の奥へと流し込む。

「ぷはっ！」

　ティーリはゴクゴクと一回で半分以上も飲んでしまった。

「イイ飲みっぷりね」

「ふん……」

　それから、どちらからともなく砂浜に行き、腰を下ろした。

「お姉さんで良かったら、何があったか教えてくれない？」

「知らないヤツに話すことじゃないし……」

「知らない人だからこそ話せることって、あるんじゃない？　だって、次の日にこの話を引きずることもないんだしね」

　千ち沙さはビールを飲みながら、ティーリの顔を覗のぞき込む。

　不思議と嫌な感じがしなかったのか、ティーリも千沙の顔を正面から見据えた。

「何となく、あなたと私は似てる気がするのよね」

「似てる？　……意味わかんない」

「私って、他人を寄せ付けない生き方をしてきたって言うかさ。誰かに好意を持たれたり、敵意を持たれたりしても、そんなの知ったことじゃないって考えてた。自分の好き勝手生きてやる、って言うのかしら」

「あたしと同じかも……」

「それでいいって思ってたんだけどね……でも、最近気付いちゃったのよ。ずっと一人で生きてきたせいで、頼りたい時に頼れる存在がいないんだな、って」

「あたしはずっと一人でも生きていける……いけると思うけど……」

　決意しようとしたティーリの腹が、大胆に鳴った。

「お腹なかは空すいたわ」

「あははは！　それくらいの元気があれば大丈夫そうね！」

　パシッとティーリの背中を軽く叩たたく。

「堂々とあの子のところに戻って、ご飯寄こせって言ってやればいいんじゃない？」

「……そう？」

「そうよ。それで、お腹がいっぱいになったら、また喧けん嘩かすればいいのよ」

「……そう、ね……確かにお腹が空いてたら喧嘩もままならないわね」

「でしょ？」

　どちらともなく笑った。ティーリ自身が驚くほど、自然に笑った。

　こんなに普通に自然と笑ったのは、聡そう一いち郎ろうと過ごした時以外には初めてだった。

「あんたって、名前なんて言うんだっけ」

「千沙よ」

「あのさ……あんたと居ちゃダメ？　もうあいつの家には帰れないと思うから……」

「いいわよ」

「え……？」

　あっさりと受け入れられたことに驚くティーリ。

「私のトコでいいなら、家うちに住む？」

「……あ、えっと……」

　受け入れられたのに、すぐに頷うなずくことが出来なかった。

　それがどうしてなのか、ティーリには理解できない。

「少し考えるといいよ。私はまだしばらくここにいるから」

「……わかった……」

「まずは、腹ごしらえしてくるといいんじゃないかな？」

　ティーリは小さく頷く。

「ふう。やっと見つけた……あれ、千ち沙ささん？」

「やっほー」

　砂浜に座るティーリを見つけたルシオンは、驚きを隠さなかった。

「私もティーリちゃんを捜すの手伝おうと思って。見つけたんだけど、ついつい女同士話がはずんじゃってさ」

　そう言い、立ち上がりパンパンとお尻の砂を払った。

「お話しできて楽しかったわ、ティーリちゃん。返事待ってるね」

「悪いわね、あたしから頼んだのに……」

「いいんじゃないかな。悩むことが大切だと思うよ」

　千沙はルシオンの元に歩き、改めて自らの腕を絡めた。

「それじゃあ、デートはじめましょっか」

「いや、その前に彼女を海の家まで送り届けたいんですが」

　ティーリは、比較的元気なトーンで答える。

「あたし一人で行ける。お腹なか空すいたし。ちゃんと海の家に行くから」

「しかし───いや、わかった。ちゃんと行くんだぞ？」

　ここでティーリの機嫌を損ねたら厄介だと判断したルシオンは、承しよう諾だくすることにした。

「うっさいわね、子供じゃないんだから簡単よ」

　ティーリは立ち上がり、歩き出す。その背中をルシオンはジッと見つめていた。

「ティーリちゃん」

　海の家に向かうティーリを呼び止める千沙。

「なによ」

「あなたと話すの、凄すごく楽しかった。また、お話しできるといいね」

「……あたしも、あんたは嫌いじゃない」

　そう短く答え、ティーリは海の家へと向かって歩き出した。
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　オレは海の家への帰り道でも、どこかに居るであろうティーリを目で捜していた。

　だが、一向にその姿を見つけることが出来ない。

　一方で、内心ではティーリと顔を合わせるのがどこか不安だった。

　やっぱり人間と悪魔が理解しあうってのは、到底無理な話だったのかも知れない。

　海の家を出てから既に30分近くが経過してしまっていて、手に持ったヤキソバはすっかり冷めてしまっていた。

「……居た」

　そんな声が、背後から聞こえる。

　リズが海の家の方角に向かって人差し指を立てた。

　赤い髪のチビ、間違いなくティーリだ。

「あのバカ。腹を空すかせて帰ってきやがったな？」

　入り口でエリーゼと話している姿が見える。

　オレは少しだけ早歩きになりながら、ティーリの元を目指した。

「おいティーリ」

　後ろから声をかけると、びくっとして振り返った。

「そーいちろー……」

　罰の悪そうな顔をして、少し俯うつむき加か減げんだ。

「…………」

　ティーリに話しかけたものの、なにを言っていいか分からない。

「とりあえず……食え」

　ため息混じりに、ビニール袋を差し出す。

「なによこれ」

「ヤキソバだ。冷めてるけどな」

「ふん……なんで冷めてんのよ」

　そう言いながらも、すっと手を伸ばして受け取った。

　やっぱりこいつは食べ物に弱い。

「こんなんで許してもらえると思わないでよ」

「それはこっちのセリフだ。謝ってきても絶対に許さないからな」

「ふん。食ったら今度こそ出てって───」

　ヤキソバを取り出したティーリが、手からぽろりとパックを落とした。

　ベシャッと音が響き、中身の殆ほとんどが砂まみれになってしまう。

「おいおい、なんつーことしてんだ……」

　慌てて拾うが、もう食べることは出来そうになかった。

　怒ろうと思ったのだが、目の前にいたはずのティーリの姿がない。

　視線をふっと足元にやると、ティーリは両膝を砂浜につくようにして、オレの目の前で静かに倒れた。一瞬なにが起こったかわからず、オレはティーリの背中を啞あ然ぜんと見つめていた。

「おまえ何やってんだよ」

　ふざけているのかと思い、短くそう聞いてみる。

「ティーリさん……？」

　変な気配を感じたのか、エリーゼがしゃがみ、ティーリの肩を揺する。

　しかし、ぴくりとも動かない。

「ふざけるのもいい加か減げんにしろよ」

　やや強引に、オレはティーリの肩を摑つかみ上向きに起こす。

「なっ……!?」

　ティーリの唇から、ごぽりと大量の血が溢あふれ出した。

「ティーリさん！　しっかりしてください、ティーリさん！」

　明らかな異状にエリーゼが叫ぶ。だがティーリはピクリとも動かない。

　これが演技なら名女優も真っ青なレベルだが、とてもそうとは思えなかった。

　エリーゼは手首を取り、脈を測るように人差し指を乗せる。

「どうなってる、おいっ……」

「脈が弱いです……それも、かなり！　呼吸も殆どされていませんっ……！」

　こんなこと、起こりうるのだろうか。

　つい30秒前まで、ティーリは何事もないかのようにオレと憎まれ口を叩たたき合っていたはずだ。そんな中、リズは冷静にティーリを観察していた。

　そして口元を流れる血液に人差し指で触れる。ジッとその血を見て、顔を上げると、

「毒……」

　そう短く言葉にした。

「ちょっと待って。ティーリさんは悪魔です、毒なんて効くはずがない……！」

「はい。本来悪魔に毒の効果はありません」

「なら、どう言うことだよ」

「考えられるとしたら、通常の毒ではなく……聖水を飲んだ可能性がある」

「聖水？」

「天使が儀式を行う際に使われる、神の祝福を受けた水のこと。もしも口にしたものが聖水だったなら、それは悪魔にとって死を呼ぶ劇薬になる」

「そんな聖水って呼ばれるものが、こんな観光地にあるってのか？」

「それは分からない……でも……」

　リズは、ティーリの足元に落ちていたペットボトルを拾い上げた。

「悪魔が手に持ってた飲み物。これに入ってた可能性はある」

「……なんでだよ。なんで、そんなもんに……」

「おまえら、治療みたいなことは出来ないのかよ」

「異状を感じてから、お姉さまがすぐに始めてる。でも、効果は現れてない」

　ティーリを抱きかかえていたエリーゼが、小さく頷うなずく。

「私やリズは、簡単な治療なら行えます……ですが、全く効果がありませんっ……。こうしている間にも脈も段々と弱ってきてて……私、どうしたらいいかっ……！」

　悲痛な顔をして、オレを見上げる。

「あいつは、ルシオンならどうだ？　あいつは中位天使なんだろっ」

「無理。お兄様は治癒に関する力はお姉さまほどじゃない。多分、このレベルの治療を施すには、大天使クラスの力が必要になるはず」

　淡々と話すリズに、オレは怒りを堪え切れなかった。

　オレはリズの元へと歩み寄ると、その胸倉を摑つかみあげる。

「なに？」

「悪魔が死ぬことに、何の感情も湧かないみたいだな」

「当たり前。結果的にこれで面倒がひとつ片付くと思えば、むしろ好ましい展開。あなたも邪魔者がいなくなる。なのに、どうしてそんなに怒ってるの？」

　こいつは本気で言っているのだろうか。

　確かに出会った時からリズはティーリを受け入れてはいなかったし、悪魔を毛嫌いする気持ちは分からないでもない。しかし、この扱いには怒りを堪え切れなかった。

「こんなふざけた形での解消なんて、オレは望んじゃいない！」

「随ずい分ぶん勝手。さっきまで喧けん嘩かしてたくせに」

「それは……」

　それは……多分、オレは……ティーリに嫌気が差しながらも、どこかまだ憎みきれていなかった。さっきヤキソバを受け取った時、どこかホッとした自分が居たんだ。

「こいつを、こんなわけも分からないことで、失うわけにはいかない……」

　周囲が、何か事故があったんじゃないかと騒ぎ始めていた。

　人通りの多いこの場所で、いつまでもティーリを横にさせておくわけにもいかない。

　ジリジリと照りつける太陽は、間違いなく悪影響を与えているはず。

　オレはティーリを抱きかかえ、海の家へと駆かけ込んだ。

　まずは涼しい場所で横にし、安静に出来る場所を確保する必要がある。

「店長、奥借ります！」

「お、おうっ」

　店長が休憩用に使う個室に入り、その場所にティーリを寝かせる。

　エリーゼとリズも、すぐに部屋に入ってきた。

「病院に電話だ……！」

「無駄。そんなもので治せるものじゃない」

「それでも何もしないよりはいいだろうが！」

「悪いけど、それはさせない。最悪、悪魔だとバレる可能性もある」

　リズは淡々と出入り口に立ちふさがった。















　オレが電話をしようとすれば、容よう赦しやなく妨害するってことだ。

「どけ」

「出来ない」

　憎々しい表情で、オレをきつく警戒している。

　もちろん無理やりにでも強行できる自信はあるが、もしかすると天使の力を使うかも知れない。先日、ルシオンにやられた衝撃のことを思い出す。

　どんなことをしても阻止するという覚悟が、リズにはあるように思えた。

「聡そう一いち郎ろうさん……私もリズの意見に賛成です。今そのようなことをしても、意味がないかと……」

「おまえもかエリーゼ。ならこのままティーリを見殺しにするってのか」

「違います！」

　エリーゼはオレの隣に立つと、固く握り拳を作るオレの手に触れる。

　柔らかな感触の手が、オレを包み込む。

「もしこの事態を収めることが出来る方がいるとすれば、リズの言ったように大天使であるミカエル様を置いて他にはいないと思います。ですから……」

　エリーゼはオレの眼めをまっすぐに見つめた。

「私が今から、ミカエル様の憑ひよう依いを試みてみます」

「お姉さま!?」

「憑依っておまえ……」

「私は下位天使です。もしかすると失敗してしまうかもしれません。ですが、上う手まく行けばミカエル様に助言をいただくことが可能かもしれません」

「ダメです。そんなことをしたら、お姉さまが最悪死んでしまいます！」

　声を荒げるリズを見て、それがどれだけ危険なことなのかが伝わってきた。

「私はティーリさんを助けたい」

「無理です。仮に、仮に憑依が成功しても、大天使の力がなければ治すことなんて出来ません。ミカエル様を憑依させたところで、お姉さまの身体は絶対に持ちません！」

「それは……だけど、このまま何もしないでいることの方が辛つらい……」

　ぐっと、苦しみを堪えるように、エリーゼは下唇を嚙かみ締める。

「絶対にさせない。たとえお姉さまに怒られるとしてもっ」

　リズがエリーゼに対して手をかざした。

「もしもお姉さまが憑依しようとしたら、私は全力で阻止します」

「だけど、このままじゃティーリさんが……！」

　オレはその場に座り込み、ティーリの顔に触れた。

　恐ろしいほどに皮膚は硬くなり、冷えこんでいる。まるで、どんどんと死に近づいていくように。

「よかったじゃない」

　そんなことを、リズが言う。

「誰が聖水を飲ませたのか知らないけど、苦しまないようにしてくれてる。本来悪魔が聖水を直接口にすれば、その場でもがき苦しんで死んでもおかしくないはずだから」

「なんでこんなことになったんだ……」

「片かた翼よくの悪魔が人間界に現れるなんて、不吉としか思えませんでした。そして、この男もそう。大天使と魔ま将しようの力を持った存在なんて、許していいはずがない。そんな存在にかかわってしまったお姉さまが、心配で心配で仕方なかったんです」

「リズ……」

　オレの前では、ほとんど表情を変えることのないリズだったが、今は泣きそうなほどエリーゼを心配する妹の顔になっていた。声もわずかにだがかすれている。

「だからもう、いいじゃないですか。ここで死んでしまった方が小悪魔のためでもあります」

　ふざけんな……。

「ふざけんなっ……」

　オレは眼めを閉じ天井を見上げた。

　ついさっきまで、こいつはオレと喧けん嘩かしてたじゃねえか……。

　その癖に腹が減って、ノコノコと戻って来て……。

　それが今、目の前で死にそうになってる？　とても現実の出来事とは思えない。

　こんなふざけたことを、許していいはずが無い。

　ふざけんじゃねえよ……。

「リズ。私にチャレンジさせて……。憑ひよう依いに賭けてみれば、もしかしたら何か治療法をお教え頂けるかも知れない！」

「もしも助かる方法があるとしても、お姉さまを危険な目には遭わせられません」

「でもっ！」

　声を荒げるエリーゼに対し、気がつけばリズはポロポロと涙をこぼし始めていた。

「もし……もしお姉さまが……お母さまのようになってしまったら、私はっ……」

　その姿を見て、オレは初めてリズと言う少女の感情を見た気がしたのだ。

　多少怒ったり笑ったりはしていたが、どれも本当の顔じゃないと言うか、作り物の印象を受けていた。

「あなた、それで……」

「人間や悪魔にかかわったら、絶対に後悔することになります。だから、私はお姉さまに、これ以上この世界で無む茶ちやをさせるわけにはいかないんです。たとえ、お姉さまに嫌われるとしても」

「リズ、あなたの気持ちは、凄すごく嬉うれしい。でも、やっぱり私にはティーリさんを見殺しにすることは出来ない。出来ないの」

　エリーゼとリズは、互いに見つめあい、それぞれの思いを口にする。

　オレはスッと手を伸ばし、エリーゼとリズの間に差し入れた。

「そ、聡そう一いち郎ろう、さん……？」

「リズの言ってることは、酷ひどく残酷だが、けして間違っているわけじゃない。そしてエリーゼの救いたいと言う気持ちも、よく分かる」

　だが、この姉妹を争わせたところで、良いことなんてひとつもありはしないだろう。

「悪かったなリズ。オレはおまえのことを何も知らない。なのに、勝手におまえの全てを否定してしまった」

「私は別に……あなたに知って欲しくなんてない」

　ごしごしと瞳から溢あふれる涙を拭って、いつもの表情の読めない顔で、オレを見てきた。

「そりゃ残念だ。けど、とにかく姉妹で喧けん嘩かするところを、これ以上見るつもりは無い」

「なら、このまま小悪魔を見殺しにするってこと？」

「そうじゃない。もう、答えは出てるじゃねえか」

「答え、ですか……？」

　エリーゼは、分からないと言った様子で首を傾かしげた。

　さっきから、明確な答えが出ているのだ。




　大天使ミカエル、ヤツならティーリを救えるかもしれないという事実が。




　なあ、聞こえねえのか……。

　今もおまえは、天国からオレたちのことを監視してるんだろ？

　この状況を知ってるんだろ？

　おまえの仲間であるエリーゼやリズに、これ以上無駄な争いをさせるんじゃねえ。

　それに、ティーリを見殺しにもするんじゃねえよ。

　なあ……。

　そうだろ？

　無駄だと思いながらも、それでもオレは祈った。

　かつて母が家を出た時……空を見上げ、泣きながら祈ったように。

　願いが届くように、ただ祈ったんだ。




　聞こえてるなら、返事をしやがれ……糞くそ天使!!




　何かが自分の身体を駆かけ抜けていった気がした。

　ほんの一瞬だけ、魂が抜け、何かに触れてきたような気がした。




　───聡そう一いち郎ろう────




　キーン、と言う小さな耳鳴りと共に、オレの中に声が届いた。

「なんだ……？」

　辺りを見渡すが、そこにはエリーゼとリズ、そして倒れたティーリしかいない。

　───聡一郎────

　もう一度。

　今度はさっきよりもハッキリと聞こえた。一体、どこから声が聞こえてくるのか。

　それに、何な故ぜだか急激に身体が重くなっていくのを感じる。

『私の声が聞こえますか？　聡一郎』

　覚えがある、この声。まさか……ミカエル……か……？

『その通りです。今、私はあなたの中に直接話しかけています』

　どう言うことだ。オレの、オレの心の声が聞こえているのか？

『はい、しっかりと聞こえていますよ』

　信じられないようなことが、起こっていた。

　オレの妄想や空想でなければ、祈りが天に通じたことになる。

　どうしてあんたが、オレの心の中に……。

『それは、あなたが私に問いかけを求めたからです。身体が重く感じるでしょう？　それは私があなたに応こたえたため、身体に負荷がかかっている状態なのです』

　なるほど……だから身体が重いわけだ。

　はは、やってみるもんだな……まさか本当にあんたに声が届くとは……。

　まぁ、何でもいい。あんたが話しかけてきたってことは、打だ開かい策さくがあるってことなんだろ？

『その通りです。上う手まく行けば、ティーリを助けることができるかも知れません』

　なら話は早い、さっさと教えてくれ、オレは何をすればいい？

『ティーリが飲んだものは、リズの考えている通り聖水です。それも非常に純度の高いもの。通常それを口にした悪魔が助かる術はありません』

　頭の中でミカエルが続ける。

『命を救うためには、私の力を人間界で使用する必要があります。ですが、先ほどその子たちが言ったように、エリーゼやリズには私を憑ひよう依いする力は無い』

　だったら、ルシオンを連れてくればどうにかなるのか？

『いいえ、恐らくルシオンであっても不可能でしょう。何な故ぜなら、憑依させることが出来たとしても、私の力を使うことは到底不可能だからです』

　淡々とした声が、頭に響き続ける。

　オレに何か異状なものを感じたのか、リズが怪け訝げんそうな顔でこちらを見ている。

「どうしたの」

「いや……なんでもない」

　それで……どうすればいい？

　あまりあんたと悠長に話していられる時間はなさそうだ。

『聡そう一いち郎ろう。あなたは大天使となる可能性を秘めています。私があなたの身体を媒体とし、大天使の力を行使し、その力をコントロールできれば、ティーリは無事助かるでしょう』

　は、そんな簡単なことでいいのか。

　だったらさっさとやってくれ。

『ですが……最悪あなたは───この場で死ぬことになります』

　……実にお約束な展開だな。

『よくお聞きなさい。あなたが私へ問いかけた力は本来「天てん啓けい」と呼ばれる非常に稀まれな能力。あなたも聞いたことがありませんか？　神のお告げを聞き、道を切り開いた偉人たちの話を』

　そう言う言葉があるのは知ってるが、まさか、これが天啓だってのか？

　過去の人間もあんたのような天使と心の中で会話をしたってのか。

『そう言う者も居るでしょうが、その多くは無意識によるものです。このようにはっきりとした形で会話出来る者は、そうはいないでしょう。この天啓はあくまでも私との会話が出来るに過ぎません。今からあなたは私の力を使うために「憑依」の能力を使う必要があります。以前見たのを覚えていますね？』

　ああ……つっても、どうやってやるのかなんてさっぱりだけどな。

『それは私が導きましょう。ですが、それだけでは終わりません。「憑ひよう依い」を使用した上で、更に大天使のみに使うことが許される「天使の息吹」と呼ばれる治癒能力を発動させる必要があります。「天てん啓けい」「憑依」「天使の息吹」これら三つの能力を使用できて、初めてティーリを救うことができるでしょう』

　ならさっさとやってくれ。これ以上わけの分からない説明は必要ない。

　額を汗が伝っていく。

『天啓』と呼ばれる力を使い続けているせいか、オレは強い脱力感に襲われ始めていた。

　こうしている間にも身体は重くなり、気を抜けば意識が飛んでしまいそうになる。

『あなたの身体がその力に耐え切れる保証はありません』

　おいミカエル。

『……なんでしょう？』

　それしか可能性がないなら、やってくれ。

『自らの命を落とす可能性があっても、ティーリを助けると？』

　そりゃ、後悔するかも知れねえよ。でもな、今は助けたいと思ってる。

　だったらオレは、自分の意志で行動するだけだ。

『あなたは───』

「くどいんだよ！　さっさとしやがれッ！」

　オレの突然の咆ほう哮こうに、エリーゼたちが驚いて振り向いた。

『分かりました……ではあなたの命をお借りいたします』

　ミカエルが頭の中でそう言った直後、急激にオレの視界は真っ白になっていく。

　どんどんと周囲の音が遠のき、視界が歪ゆがんできた。

　自分の感覚が、抜け落ちていくような状態。

　気がつけば、オレは立っているのかさえ分からないような状態になり始めていた。

　オレはティーリを抱き起こす。

「何を、何をしているのですか、聡そう一いち郎ろうさん!?」

　ただごとではないオレの雰囲気に、慌てているエリーゼ。

　リズは、言葉を発することも忘れオレを見つめていた。

「心配するな……ティーリは、オレが助ける……」

　そして、オレはティーリの顔へと自らの顔を近づけ、その閉じられた唇へと自分の唇を重ねた。

　それが正しいと知っていたわけじゃない。

　ただ、何となくそうしなければならないのだと分かった。

　これがオレの意思なのか、ミカエルの意思なのかはもうハッキリとしない。

　間違いないのは───これでティーリは助かるかも知れないということ。
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「この辺りでいいだろう。もう十分人ひと気けのない場所についた」

「そうね……イイコトするにはうってつけの場所よね」

　千ち沙さはいやらしく微笑ほほえみ、ルシオンに近づくとそっと頰ほおを撫なでた。妖艶な気配が漂っている。

「最初はキスから───」

　そう言い、千沙はルシオンに向けて腕を伸ばす。

「茶番は必要ない」

　ピタリと、千沙の指先が止まる。

「どう言う意味かしら？」

「どれだけ巧妙に取り繕おうとも、私の前で正体を隠せると思わない方がいい。悪魔よ」

「……ふふ。なるほど、噂うわさ通りの男みたいね。貴方あなたほどの中位天使ともなれば、簡単にはだませないか」

「ここまで誘い込んだのは、私を倒すためか。悪魔にしては実に利己的だ。大勢の前で暴れるような野や蛮ばんな存在だと決め付けていたよ。フォーチュン」

「嫌ねぇ……これでも隠おん密みつなのよ、私は。全て筒抜けって言うのは面白くないわ」

　ルシオンは、ドン、と千沙……フォーチュンと呼ばれた女を突き飛ばした。

「あん。乱暴ね……」

「ディストーションゲートを利用して人間界にやって来る悪魔は、天国より厳しく監視されている。遅かれ早かれ、聡そう一いち郎ろうを狙ってくることは分かっていた。秋葉原に出現したゲートを、何者かが通り抜けた痕こん跡せきが残っていたからな」

　聡一郎の名前を聞いた瞬間、フォーチュンは一層淫いん妖ような雰囲気を出しながら微笑んだ。

「久しぶりの魔ま将しよう降臨ともなれば、地獄は一気にお祭り騒ぎ……楽しくなりそうじゃない？」

「残念だが、大天使ミカエルの名の下、それは阻止させてもらう。たとえ貴様が私の好みドストライクだとしてもだ」

「それは残念ねぇ……じゃあちょっと遊びましょ」

　フォーチュンは、紙コップに残ったビールを全て飲み干し、砂浜にポンと投げ捨てた。

　それが地面に転がり落ちた瞬間、タン、と言う音と共に、フォーチュンは高く跳ちよう躍やくした。

　その高さは一メートルを軽々と超え、ルシオンへと蹴りが繰り出された。

　ルシオンはそれを冷静に読みきり、素早く後ろへ後退することでギリギリ難を逃れる。

　だが、着地する寸前にフォーチュンは身体を捻ひねり、素早く地面に足をつくと、勢いを殺しきることなく、更に跳躍しルシオンへと飛び掛かった。

「くっ！」

　慌てて再度距離を取ろうとするが、しなやかに伸びた腕が首を狙っていた。爪の先が僅かに皮膚をかすめる。

　もしも、ルシオンが服を着ていたなら、襟首を摑つかまれ引きずり込まれていただろう。

　驚異的な身体能力の高さとその動きから、フォーチュンは接近戦を好む悪魔であることが容易に見て取れる。対するルシオンは、距離が詰まることを嫌い、一定の間隔を保とうとする。

「戦いのタイプは真逆って感じね」

　クスクスと笑いながら、リズミカルなステップをその場で踏み始める。

「寝技は得意なんだがな。立っての組み手は勘弁してもらいたいものだ」

「あら、私は寝技も得意よ？　なんなら、試してみる？」

　自らの豊満な胸を両方鷲わしづかみにし、舌先を出してルシオンを挑発する。

「またの機会にしておこう……！」

　いい終わるや否や、ルシオンは距離を詰められることを想定し、後ろへとバックステップする。

　そしてそのままの流れで、自らの右手の拳に天使の力を宿らせる。

「人間界で魔ま将しようを誕生させるわけにはいかない！」

　前かがみになり、飛び掛かろうとしているフォーチュンに右手を突き出し、力を一気に解放させる。大浴場で聡そう一いち郎ろうに対して見せた力と同じものだった。だが、その威力は先の数倍にも及ぶ。

　放たれた光はバレーボールほどのサイズで、銃弾に匹敵する速度でフォーチュンへと迫った。直撃すれば、大ダメージを受けることは必至。だが生きるか死ぬかのスリルを感じながら、フォーチュンは恐れることなくその光の弾丸へと突っ込む。

　ジャリッ、と何かが削れる音がしたかと思うと、空中に真っ赤な鮮血が飛び散った。

　回避だけに専念していれば、恐らくその弾丸を避けることは難しくない。だが、結局また距離をあけられてしまう。それを理解していたフォーチュンは、「死なないギリギリの位置」で光の弾丸を回避することを決め、ルシオンへと最短距離を駆かけ抜けた。

　その精神力には驚嘆せざるを得ない。

　わき腹に致命傷を負いながらも、伸ばした手はルシオンの肌へと届いた。

　突進する勢いをそのままに、砂浜へとルシオンを押し倒し、馬乗りになるフォーチュン。

「はあ、はぁっ……捕まえた」

「女性にリードされると言うのも悪くない……！」

「ふふっ。あなたには相応ふさわしい最期でしょ？」

　ルシオンの首へと両手を回し、窒息死させるべく腕に力を込める。

　その握力もまた、常人の遥はるか上を行く。男のルシオンですらどうすることもできない。

「が……！」

　声にならない声が漏れ、必死にフォーチュンの腕を摑つかむが、引き剝はがすことができない。

「あはっ、あはははっ！　天使でも悪魔でも、殺す瞬間って最高よね！」

　ボルテージは上がっていく。

　だが───

　突然、フォーチュンの右腕に痛烈な衝撃が走った。

　いや、衝撃と呼ぶには、あまりにも短い間隔。されど断続的な痛み。

「あ、ああああああああっ!!」

　フォーチュンは自らの右腕の惨状を見て、思わず悲鳴を上げた。

　ルシオンに握られた箇所が、黒煙を上げ燃え始めたのだ。

「……お坊ちゃんだと思って、舐なめてたかしら……っ！」

　ルシオンはフォーチュンの右腕を摑んだまま、強烈に睨にらみつける。

「悪魔の裏切りによって、母は堕天使へとおとされた。私はそのことを一度も忘れたことはない」

「あらぁ……なるほど。そう言う恨みが、戦いの強さってわけね……」

「全てを踏みにじられ、身も心も穢けがされた母は、さぞ無念だったことだろう。私は一匹たりとも、人間界で悪魔を野放しにするつもりはない！」

「くっ！」

　自らの命に危険を感じ、フォーチュンは飛びのいた。

「代償は大きかったようだな。しかし、あと少し遅ければ全身灰になっていただろう」

「ま、全く……冗談じゃない……！」

　だらりと垂れ下がった右腕は、肘から下が灰となり跡形もなくなっていた。

「あなた、ただの中位天使じゃないわね……」

「何、ただ優秀なだけだ。それ以上でもそれ以下でもない」

　ルシオンは笑うこともなく、両手に神聖なる光を宿らせる。

「灰は灰に。貴様を浄化させてもらうぞ」

「はあ……こりゃ、分が悪いわねえ……手打ちってことで、お開きにしない？」

「先ほども言ったはずだ。私は悪魔に対しては一切の容よう赦しやをしない」

　フォーチュンを睨にらみ付ける目は、非常に鋭く強い意志が感じられる。

「厄介な天使を相手にしちゃったものね、ほんと。先に手を打ててよかった」

「なんだと？」

「ふふ……この場は私の負けよ」

　フォーチュンは諦めたように息を吐くと、ポケットからサイコロを取り出し放り投げた。

　地面が砂だったため、サイコロは回転することなく、三の目を上にして埋まった。

「何のマネだ？」

　───瞬間、サイコロが爆はぜた。

　それほど強大な威力ではなかったが、ルシオンの気を逸そらすには十分すぎるほどだった。

　モクモクと立ち上る煙を吸わないよう慌てて距離をあける。

「くっ……毒か……！」

　僅かに肺に吸い込んでしまった分、くらりと身体がふらつく。

「この腕のお礼に、ひとつだけ教えてあげるわ」

　煙の向こう側でフォーチュンが笑いながら言う。

「私の狙いは、あの片かた翼よくの悪魔の方だった。って言えば驚く？」

「なに!?　どう言うことだ！」

　黒煙を吹き飛ばしたルシオンだったが、そこにフォーチュンの姿はなくなっていた。

「狙いが、ティーリだと……？　まさか……」

　ルシオンは消えていくフォーチュンの気配を追うべきか、ティーリの様子を確認するかで一瞬迷いが生じてしまう。

「く、迷った時点で追いかけるのは無駄なことか……！」

　迷いを持った状態であのレベルの悪魔を追っても、返り討ちにあうか逃げられるのが関の山。

「今日のところは見逃しておこう」

　いい女だったな、そんなことを思いながら、ルシオンは踵きびすを返した。





○闇の中で







　闇が広がっていた。どこを見渡しても暗く、目を開いているのか、身体がどこを向いているのかも分からない。感覚が狂いそうになるような気持ち悪さだ。

　足あ搔がくことも出来ずオレは、宙を漂うような感覚のままジッとしていた。

　どれだけの時間、そうしていただろうか。

　気がつけば、目が段々と暗さになれてきたのか、じわりじわりと世界が構築され、広がっていく。何だここは？　オレは何をしてるんだ……。

　一瞬、自分が何者で、何をしているか分からず混乱してしまう。

　───そうだ、ティーリが倒れて、オレはミカエルの力を使うことになって……。

　じゃあコレは……？

　微かすかに見えてきた世界は、真っ暗ではなく、どちらかと言えば濃い赤……紅色のような世界だった。真っ赤な海のようなものも広がっている。陸地は乾いていて、ひび割れた大地が無限に広がっていた。

　宙に浮いたままのオレは、泳ぐようにしてゆっくりと陸地へと降り立つ。

「なんだよ、ここは……」

　その見慣れぬ世界に、オレはただならぬ恐怖と孤独を感じた。

　この場所に居たくないと言う気持ちが押し寄せてくる。

　この世界には何かが足りない。

　じゃあ、何が足りない？

　そうじゃない。ここには何もかもが足りなかった。

　ここは、世界であって世界ではない。

　太陽も月もなく……風すらも吹いていない。

　世界として必要なものが、殆ほとんど欠けつ落らくしている。

　ひび割れた地面も、オレの知っている大地とはまるで異なるものだった。

　手で触れてみても固く、生命を感じさせない。

　それどころか、生命を吸い取られそうな気さえしてくる。

　どこまでも暗くどこまでも広く、どこまでも孤独を感じさせる、そんな世界。

　オレは、乾いた大地を歩いた。

　あてもなく、ただどこへ行くわけでもなく、歩いた。

　時間の感覚は狂っていて、一分なのか一時間なのかも分からず歩いた。

　歩かなければいけない、そんな気だけがしていたから。

　どれだけ歩いただろう。

　赤く暗い闇が広がる世界の中を、どれだけ一人で歩き続けたのだろう。

　やがてオレは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきへとたどり着いた。

　途方も無い距離の絶壁が広がっていて、視線の先に見える陸地には、どう足あ搔がいてもたどり着けそうになかった。慎重に近づき底を覗のぞき込むが、真っ暗でどれだけ深いのかも分からない。試しに大地の欠片かけらを蹴り落としてみるが、いつまで経っても欠片が地面に落ちた音は聞こえてこなかった。

　何をしているんだろう、オレは……。オレはここで、何を捜しているのだろう……。

　目を閉じて、じっくりと考える。頭の中は上う手まく思考が働かない。

　でも───頭の中を空っぽにしながら考えたら、そしたら、バカみたいなヤツの顔が浮かんだ。いつも自分勝手で我がままで、不敵に笑っている、そいつが浮かんだ。

　そうだ……オレは、ティーリを捜している。

　ここはティーリの心の中、精神世界のようなものだと、理解する。

　どうして理解できたのかは分からない。

　次に目を開けると、隅すみ々ずみにまで広がっていた断崖は姿を消し、真っ赤な海の前に立っていた。

　そうじゃない、真っ赤な血が、大地に流れているんだ。目の前に、誰かが倒れている。

　全身をズタズタに引き裂かれ、黒い翼はもがれ、まるで捕食された後のように、朽ち果て息絶えていた。

　黒い翼……。ああ、そうか……。ここは……地獄なのか……。

　でも、どうして見知らぬ悪魔の死体が、たった一つ大地に朽ち果てているんだ。

　オレは死体へと近づいていく。

　その死体は、何かを抱きかかえるようにして死んでいた。

　その抱きかかえられたものは、一人の子供だった。

「おい……」

　思わず声をかけたのは、その子供の目が動き、オレと視線が合ったからだ。

　ティーリのような赤い髪をした、一人の子供。

　オレが知ってるティーリはチビだが、こんなに小さくは無い。

　パチパチと瞬まばたきはしているが、喋しやべろうとする気配は少しもなかった。

　怯おびえている様子も無い。

「おまえ、ティーリか……？」

　外見は違うのに、思わずそう言葉にしていた。子供はただ、ジッとオレを見つめている。

　オレが見ているこの世界は、一体何なのだろう。

　どうしてオレは地獄の世界にいるんだろう。

「立てるか？」

　オレはゆっくりと、母親の骸むくろに抱かれた少女の顔辺りへと手を伸ばした。

　ガブッ。

「っ……」

　小さな口が、オレの手を嚙かむ。

　それほど痛みは無かったが、思い切り嚙まれたために、手に歯型がついた。

「オレは……悪魔じゃないぞ」

　強い口調で言うわけにも行かず、やんわりと伝える。

　しかし、少女はただジッとオレを見つめて動かない。

　その吸い込まれそうな瞳は、何を考えているのかオレには分からなかった。

「いつまでも、そうやってるわけにはいかないだろ」

　問いかけてみても、少女は何も答えない。

　こいつには、オレが悪いヤツに見えているんだろうか？

　それともそもそも、言葉が通じていないのだろうか？

「誰なの……」

　ようやく口を開いたかと思うと、少女はそう言った。

　声のトーンは若干違ったが、やはりこの幼い少女はティーリだった。

　目に見えるものだけで想像するなら、これはティーリの過去、と言うことになる。

　もちろん本当の過去なのかどうかは分からないが、そうとしか思えなかった。

　ならば、この息絶えた悪魔は、ティーリの母親なのかも知れない。

「オレは聡そう一いち郎ろうだ。鮫さめ島じま聡一郎」

「……誰……」

　もう一度、問いかけてくる。

「あーっと……オレはおまえを迎えに来たんだ。多分な」

「……どうして？」

「どうしてって……いつまでもそんなところに居るわけにはいかないだろ」

「……いいの」

「いいって、なにがいいんだよ」

「ずっとここに居るから、いいの……」

「ずっとって……」

　ティーリは目を閉じる。その姿は、まるで自らの死を受け入れているかのようだった。

　何か、嫌な予感がした。そう思ったとき、それはやって来た。

　黒い闇のようなものが、赤い海から黒煙のように世界を覆い近づいてくる。

　アレに触れてはいけない。そう本能が告げている。

　アレに触れれば、オレも、ティーリも、その存在を失ってしまう。

　きっとティーリもそれを分かっているんだろう。なのに、逃げようとしない。

「死ぬつもりなのか？」

「…………」

　答えない。

「そんなところに居たって、楽しいことは何もないだろ」

「どこに居ても、楽しくない……あたしは、ずっと、ずっと一人ぼっち。だからお母さんの傍に居る」

　そう言って、母の袖をぎゅっと握り締めた。小さな手で、力強く。

　どんどんと黒煙はにじり寄って来る。

　でも、ここでこいつを置いていくわけには行かない。

「早く起きろ。おいっ！」

「…………」

　どれだけ強く呼びかけても、ティーリは動こうとしなかった。

「…………」

「ふざけんな。おまえが動かないなら、無理やり連れ出してやる」

　母親の骸むくろをどかそうと、その悪魔に触れようと試みる。

　ところが……どれだけ力をこめようとも、母親の骸を動かすことが、触れることが出来なかった。

「な、なんだこれ……」

　事態は上う手まく飲み込めないが、問題を根本的に解決させなきゃ、どうにもならないってことか。

「ったく……どこまでもおまえは面倒なヤツだよ……」

　このまま逃げ出したら、結局事態は解決しない。

　オレは覚悟を決め、ティーリと母親の亡骸の前に腰を下ろした。

　ジーッとオレを見つめるティーリの瞳は、昔からこんなに綺き麗れいだったんだな。

「おまえが喋しやべらないんなら、オレが喋るしかないよな」

　何を話せばいいだろうか。

　分からん……とにかく、思いついたことを話すしかない。

「オレは……オレはな。小さいとき母親に捨てられてから、ずっと一人で生きてきた」

　何な故ぜだかわからないが、オレはオレの過去を聞かせたいと思った。

「誰にも頼らず、誰も信じず、一人でずっと生きてきたつもりだ。でも、実際は、気付かないところで大勢に迷惑かけて、そして……大勢に助けられてきたんだ。悔しいことにな。だけど、それに気付いた時には遅かった。今更素直になんてなれるわけないって、そう考えた」

　おまえと一緒なんだよ、ティーリ。そう言ったら、ひょっとしたらおまえは怒るかもな。

　オレなんかよりも、ずっとずっと孤独の中で生きてきたんだよな？

　この寂しすぎる世界の中で、生き抜いてきたんだ。

「結局この歳としになるまで、友達と呼べる存在は一人もいなかった。一人もだぜ？」

　今時なら、最悪ネット友達ぐらいどんなヤツにも居るだろう。

　なのに、オレはそんな友達すら一人もいないのだ。

「そう考えたら、おまえが初めてなんだよな……」

　生意気で、態度がやたらでかくて、自己中で、食い意地が張ってて……。

　全然良いところなんて無いのに、オレはティーリを受け入れていた。

　そして多分、ティーリもオレのことを受け入れてくれてたと思う。

「そうじゃなきゃ、一緒に生活なんてできねえよ」

　目の前の小さなティーリには、きっと何を言ってるか理解できないだろう。

　それでもオレは、聞かせたかった。

「謝らせてくれよ……まだ、オレはちゃんとおまえを理解できてなかったんだって……」

　母の袖を握る小さな手に、オレは自分の手を重ねた。

「それから、怒らせてくれよ。おまえは、まだまだこれから大勢の人と出会って、仲良くなっていける可能性もたくさん持ってるんだって」

　小さな手を、そっと握り締める。

「何回喧けん嘩かしたっていい。最悪、家を出てったって構わない。でも死ぬな。こんな孤独の世界で、たった一人で死んでいくことだけはやめてくれ」

「あなたは……誰……？」

「言ったろ。聡そう一いち郎ろうだ」

「そーいちろー……」

「ああ、そうだ。そーいちろーだ」

「そーいちろー……あたし、お腹なか空すいた……」

「ぷっ！　なんだそりゃ……」

　小さなティーリの言葉も、大きなティーリの言葉もそんなに変わらないんだろうか。

「それがおまえらしいのか」

　目前まで迫った黒煙は、もう気にならなかった。

「ピザでも食おうぜ。おまえの好きな肉入りのヤツだ」

　ティーリの小さな手が、オレの手をゆっくりと握り締めた。

　弱々しい力だったが、しっかりと握り締めてきた。

「ほんと、食い物に弱いやつ」

　オレは乾いた大地の上で、どこまでも響く大声で笑った。
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「お姉さま……この輝きは……」

「ええ、間違いありません……大天使……ミカエル様のお力です……！」

　オレは静かに目を開いた。

　触れ合い重なり合った唇が、じわりと熱くなっていく。

　ティーリの体内にあった毒が抜け、オレの中へと流れ込んでくるのが分かる。

　今しがたオレが見た幼いティーリは一体なんだったのだろう。

　長い時間夢を見ていたようでいて、現実では数秒のことだったのかも知れない。

「……ッ……！」

　痛みが、オレの中を駆かけ巡っているのが分かる。それは毒による作用ではない。

　ミカエルを憑ひよ依ういさせ力を酷こく使しすることの代償なのだろう。

　……関係ねぇ。オレは、オレのしたいようにしただけだ。

　ゆっくりと唇が離れる。ティーリの顔は、いつものように綺き麗れいなものに戻っていた。

　微かすかに開かれた、ティーリの唇から声が漏れる。

　オレはそっとティーリを横に寝かせると、ゆっくりと立ち上がった。

「そ、聡そう一いち郎ろうさん？」

「心配ない……もう、ティーリは大丈夫だ」

「顔色が元に戻っています。確かに、毒が残っているようには思えません。でも……今の、今のお力はミカエル様のもの、ですよね？」

「……ああ。あいつが力を貸してくれた」

　リズは「信じられない」と言葉を漏らす。

「で、ですが、お体は大丈夫なのですかっ!?」

　憑ひよう依いの危険さを知っているエリーゼはオレの身体に触れ異状がないか確かめる。

「おいおい、どこも怪け我がなんてしてないだろ？」

　そう言ったにもかかわらず、エリーゼはおろおろと怪我がないか捜し続けていた。

「ミカエル様を憑依させただけじゃなくて、大天使の力を使えるなんて……この人、本当に大天使の可能性を秘めてるの……？」

「そうよリズ。だからミカエル様のお力を使うことは、けして不可能なことではありません。ですが、とてつもないリスクも伴っていたはずです」

「大天使の力なんて、大したもんじゃねえよ……」

　もちろん全身筋肉痛のような痛みに襲われていて辛つらかったが、聞かせれば余計心配させてしまう。

「あの、右目は、右目は大丈夫なのですか？」

　エリーゼが顔を見つめる。オレは右目が痛みで開けられずぎゅっと瞑つぶった状態になっていた。

「心配するな。ちょっと砂が目に入っただけだ」

「それならば良いのですが……どうして、このような無む茶ちやを……」

「ティーリを助けられると思った。それだけだ」

「……聡そう一いち郎ろうさん……」

　いつからかエリーゼは泣きっぱなしだった。

　これ以上泣かせないために、オレはちょっと頑張って笑ってみた。

「ティーリの心配をしてくれて、ありがとうな」

　正面から、エリーゼにお礼を言う。

「い、いえっ……」

　エリーゼはオレから視線を逸そらし、下を向いてしまった。

「……ティーリさんも、聡一郎さんも、ご無事でよかったです……本当に」

「ともかく、積もる話は後だ。ここは暑過ぎる。民宿に連れて行くぞ」

　暑さに弱いティーリを寝かせておくにはキツイだろう。

　オレはティーリを背中に背負い、ゆっくりと一歩を踏み出した。




　……強く痛む、右目の痛みを堪えて。





○もう一度







「あれ……そーいちろー……？」

　布団の中で眠っていたティーリが、ゆっくりと瞳を開いた。

「やっと起きたかバカ。もう昼過ぎだぞ」

「昼過ぎって……あんた、今日もバイトなんじゃないの？」

　自分が倒れたことをよく分かっていないのか、ぼーっとした表情でオレを見つめている。

「今日は休んだ。エリーゼと、オレの代わりにルシオンに行って貰もらった」

「なんで……？」

「おまえの目が覚めるまでは、面倒みとこうと思ってな」

「…………」

　ティーリはオレに合わせていた視線を逃がし、明後日の方にプイッと顔を逸そらした。

「確かあたしたち、喧けん嘩かしてたんじゃなかったっけ？」

　どこか弱々しくそんなことを言う。

「ああ。まだ許してないぞオレは」

「……あたしだって……」

　何かを言いかけ、口を閉じた。

　沈ちん黙もくが、静かに部屋の中に訪れる。

　けして心地悪いものではなかったが、少し落ち着かない気がした。

　喧嘩してる者同士、何やってるんだろうな、って感じだ。

「あたし、寝てる間に夢を見たの。子供の頃の夢」

「へえ……」

　オレがティーリの中で見た、あの夢だろうか。

「お母さんの腕の中で、死を待ってる自分が居て……。あたしは現実を受け入れてた。ここで死んでしまうけど、仕方が無いんだって思ってた」

　それはオレが見たものと同じだった。

「でも、その時誰かが助けてくれたの。誰だったのか、よく覚えてない……」

「そうか。まあ、夢なんてそんなもんだ」

「……あのさ……」

　らしくない、か細い声で呼びかけてきた。

　オレは視線だけを送り、それに答える。

「あの………………」

　長い沈ちん黙もくの後、何かを決心したティーリが、一度唇を強く結んで言った。

「……ごめん」

　ポツリと、小さく、でも確かに……ティーリが謝罪の言葉を口にした。

「ごめん……」

　そしてもう一度。

　今度の声は、ちょっとだけ掠かすれていて、泣いているようにも聞こえた。

「何だよ急に。悪いものでも食べたのか？」

　茶ちや化かしてみたが、ティーリはフルフルと首を横に振るだけだった。

　勢いが強かったせいか、自分の髪の毛がわちゃっと顔にかかり、慌ててそれを払いのけた。

「あたし……あんたとサヨナラしたくない……」

「随ずい分ぶん、らしくないこと言うじゃねえか」

「……今更、許してくれないかも知れないけど……でも……あんたがまだ許してくれるなら、あたし頑張ってみる……。エリーゼや桃もも恵えと、仲良くなれるように……」

　それが精一杯の謝罪だと言うことは、よく分かった。

「許さん」

　オレはわざとらしく強い口調で言ってから、ペシッとおでこを叩たたいた。

「ぇ……」

　その時のティーリの顔は、まるで怒られた子供のように弱々しくて、瞳には溢あふれそうなほどの涙が溜たまっていた。

「そ、そう、よね……あたし、そーいちろーを怒らせた……。他の子だって、きっとあたしのことを嫌ってるし……」

　自己嫌悪に陥っていく姿は見ていて斬新だが、これ以上は可か哀わい想そうだな。

　オレは手を伸ばすと、ティーリの柔らかい両りよう頰ほおを、親指と中指を使ってぐっと押し込んだ。

「にゃ、にゃにすんのよっ！」

　もごもごと暴れ、オレの手から逃れる。

「おまえは口ばっかりだからな。本当か噓うそか確かめてやろうと思ったんだよ。ここで簡単に許したらすぐ付け上がるだろうし。だから、これからゆっくり時間をかけて証明してもらうからな」

「それって……どう言う、こと？」

「そのままの意味だ。海から帰ったら厳しく行くぞオレは。それと、家の掃除もちゃんとやらせるからな。当番制だ」

「そーいちろー……いいの？　あたし、あんたの家に帰っても……」

「ああ。仕方ないから帰ってきてもいい」

「……うん……」

　布団から手を出したティーリは、オレの腕を優しく摑つかんだ。

「……ありがとう」

　頰ほおを赤らめ、でもちゃんとオレの目をみて、ティーリがお礼を述べた。

「おう……」

　オレも気恥ずかしくなり、こいつの顔を見ていられなくなった。

「あ、あとさ……」

「なんだよ」

「あたし、思い出したことがあるの」

「思い出したこと？」

　何かを思い出しているのか、ティーリは目を閉じた。

「あの日……あたし、変な集団を見つけたの……」

　最初何を言っているか分からなかったが、すぐに地獄での出来事だと理解する。

「そいつら、手当たり次第にそこらの悪魔を捕まえてさ……あたし、怖くなって隠れてた。そしたら、その集団のリーダーみたいなヤツが、捕まえた悪魔に手をかざして───」

「何が起こったんだ？」

「……その瞬間、身体が弾はじけとんだの……あたし、驚いて……それで、そいつらに見てたことがバレちゃって……あたしもその男に手をかざされて……気がついたら、そーいちろーの家に居たの」

　途切れ途切れで、だいぶ話は省略されていたが、恐らく部分的に思い出しただけなんだろう。

　目覚めたばかりであれこれ追求しても、身体に負担をかけるだけだ。

「つまり……そいつの力で、人間界に来た、ってことか？」

　勝手な推測をするに、何か重要な秘密を知ってしまって殺されそうになったが、どう言うわけかその力で人間界に飛ばされてしまった、と言うことなんだろうか。

　オレがティーリと出会った時血まみれだったのは、その殺された男の血だったと言うことになる。

「多分、だけどね……思い出したのはそんな感じ」

　ともかく、ティーリがやって来た方法は特殊なもののようだ。

　だとすれば、やはり帰る方法は簡単には見つからないのかも知れない。

　仮にその悪魔が人間界へ送り込む力を持っていたとしても、人間界に同じような力を使うヤツがいない限り、地獄へは戻れないことになる。

「分かった。今の話は後でルシオンに報告しておく」

「ふう……」

　ティーリが、深く息を吐いた。

「ごめん、なんかあたし、眠くなってきた。ちょっと身体もダルいし」

「長々と話しすぎたな。今日はゆっくりと寝てろ」

「そうするわ……」

　自分が毒を飲まされてしまった、と言うことはまだ伏せておいた方がいいだろう。

　変な刺激を与えて、混乱させてしまっても仕方が無い。

　オレは部屋に戻ろうと立ち上がる。

「あ……それと、その、もう一個あるのよ……」

「ん？」

　振り返ると、ティーリは何な故ぜか凄すごくおろおろとしていた。

「あの……あんた、その……」

　もじもじと目を右へ左へ、でも、不意にその視線がオレと合う。

　びくっと身体が跳ね、ティーリは布団を被り顔を隠した。

「なんなんだよ……？」

　それから、少しして、ちょっとずつ布団が下に下がり、ティーリの鼻辺りまでが見える。

「あたしに……キス、した……？」

「なっ!?」

　前触れも無く、突然頭をバットで殴られたような衝撃が走る。

「お、おまっ、まさか覚えて───!?」

「っ!!　や、やっぱり夢じゃなかったのね!!」

　再び布団を被り、バタバタと暴れるティーリ。

「ち、違う、あれはおまえ、仕方が無かったっつーか、事故だったんだよ！」

　オレ自身忘れようと心に決めていた昨日の出来事がフラッシュバックする。

「じ、事故ぉ!?　事故であたしのファーストキスを奪ったっての!?」

　布団から身体を起こし、真っ赤な顔で怒り出す。たくさんのツバがオレの顔に飛んできた。

「何がファーストキスだアホらしい！　知るか知るか！　あんなもんノーカウントだ！」

「あ、当たり前よ！　カウントなんかするわけないでしょうが！　出てけ！　アホ！」

　枕を摑つかむと、それを思い切りオレの顔に投げつけた。

「くそ、ちょっと優しくしたらこれだ！　絶対躾てやるからな！」

「うるさい！」

　オレは追い出されるようにして、廊下へと退散した。

「くそ悪魔がっ……！」

　体調は万全とは言えなかったが、心配はなさそうだったな。

「何がファーストキスだバカが……」

　こっちだって同じだっての。

　まあ、男と女じゃ価値は違うのかも知れないが……。

　あの時は、ただそうしなければ、救うことが出来なかった。

　別にあいつの、思ったよりも柔らかい唇だとか、感触だとか、そんなのは───

「……考えるのはよそう」

　犬に嚙かまれたと思って、お互い忘れるしかない。
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　夜、アルバイトから戻ったルシオンは部屋に戻るなり布団に倒れ込んだ。

「ご苦労さんご苦労さん。どうだった初めてのバイトは」

「わ、私は二度とアルバイトなぞせんからな……！」

「１２，０００円の借金と電車賃をチャラにしてやるって話なんだ、ありがたく思え」

「うるさいっ……あんなに重労働だとは思わなかったぞ……」

「まあルシオンはともかく、今日も働かせて悪かったな、エリーゼ」

「お気になさらないでください。私は自らやっていることですから」

　身体の痛むオレの代わりに、エリーゼも働いてくれた。そのことに感謝を述べる。

「疲れてるところ悪いが、少し説明してくれ。例の聖水のことだ」

　ルシオンは「仕方ない」と言って上体を起こした。

　エリーゼもルシオンの隣に腰を下ろす。

「貴様に接触をしてきた、千ち沙さと言う女を覚えているな？」

「ああ。それがどうかしたのか」

「あの千沙と言う女は悪魔だ。本当の名前はフォーチュン。ディストーションゲートから人間界に紛れ込んだ隠おん密みつの悪魔だ。ヤツがティーリの命を狙って聖水を飲ませたと考えるべきだろう」

「あの女が……」

　悪魔だと思うような感じは全くしなかったが。

「それで、なんでティーリを狙ったんだ？」

「これは私の推測だが、ティーリが人間界にやって来たことと繫つながっている気がしてならない」

　それはさっきティーリに聞いたことと関係があるかもしれない。オレはルシオンにティーリから聞いたとおり、悪魔を捕まえていた男がティーリを人間界に飛ばしたのではないかと伝えた。

「バカな……そのような力の話は、これまで一度も聞いたことがない」

「はい、私も初めて聞きました……」

　二人の驚きようからみても、常識では考えられないことのようだ。

「つっても、オレがティーリから聞いたのはそんなところだ。気になるなら直接聞けば良いと思うが、多分話す内容は同じだと思うぞ」

　ゆっくりとルシオンは、立ち上がった。

「私はすぐ天国に戻り、今の話をミカエル様にご報告に上がるつもりだ」

「……そうか」

「そこで、エリーゼとリズのことをしばらく任せても構わないだろうか？」

「どう言うことだよ」

「私が不在の間に、ティーリが悪魔に狙われる可能性がある。エリーゼやリズが居れば、貴様の悪魔進行を抑おさえられると同時に、悪魔に対する牽制にもなる」

「だが、そのフォーチュンってヤツの正体は見破れなかったんだろ？」

「あのクラスの悪魔はそうそう人間界にはいない。そのフォーチュンも、今は深手を負って動けないはずだ」

「ったく仕方ねえな……」

　事情が事情なら、引き受けざるを得ないだろう。

「ご迷惑おかけしますが、よろしくお願いいたします」

「おまえはいいよ。迷惑にはならないから」

　エリーゼが居てくれれば、生活も少しは楽になるだろう。

「それよりも右目はどうした。どこか痛めたのか？」

　オレはルシオンと話している間も、ずっと右目を手で押さえていた。

「別に大したことはねえよ……それよりエリーゼ、ちょっと頼まれてくれるか？」

「なんでしょう？」

「ティーリのヤツ、腹を空すかせてると思うから飯を用意してやって欲しいんだ」

「なるほど、それもそうですね。わかりました」

　ニッコリと微笑ほほえむと、快く承しよう諾だくしてくれた。

　そして、すぐ部屋を出てティーリの元へと向かった。

「……ルシオン、あんたにだけは話しておこうと思う」

「何をだ？」

「右目のことだ」

　そう言って、オレは右手をそっと外し、閉じた右目を開いた。

「っ!?　その目は……！」

「どうやら、あんたやエリーゼと同じ、青い目になっちまったみたいだ」

　ルシオンは覗のぞき込むようにして、オレの瞳を見つめた。

　ミカエルを憑ひよう依いさせた後、オレは鏡を見て自分に驚いた。

　右側の目の色が、天使と同じ青い瞳に変わってしまっていたからだ。

「……痛みはあるのか？」

「まだ少しな。それと……残念なことに右目は何も見えてない」

「大天使の力を酷こく使しした、代償と言うことか……」

「多分な」

　そう、オレはティーリを救った直後から、右目の視力を失った。

　もしかするとすぐに治るかと思っていたが、その気配は全く感じられない。

　完全に失明してしまったことになる。

「悪いんだが、視力のことはエリーゼやティーリには秘密にしてくれ」

「どう言うことだ」

「オレが視力を失ったと知ったら、責任を感じるかも知れない」

　もっとも、ティーリは気にしないかも知れないが。

　自分に憑ひよう依いさせると言っていたエリーゼは間違いなく気にするだろう。

「だが、その瞳の色は、すぐに気付かれるぞ」

「まあ色くらいなら、何とか誤ご魔ま化かし誤魔化しやっていくさ」

　カラーコンタクトとかでも、後日捜しに行ってみるか。

「聡そう一いち郎ろう」

　名前を呼ばれたかと思うと、ルシオンは右手をオレの胸の辺りへと当てた。

　そして、どう言うつもりかを問いただす前に、その右手が眩まぶしく輝いた。

　だが、特に何かが起こるわけでもなく、気がつけば光は消えてしまっている。

「何やってんだよ？」

　こちらの問いに対し、ルシオンは重く唇を開いた。

「……やはりか……」

　そう言い、説明を始めた。

「大浴場で、私が今と同じ力を使ったことは覚えているな？」

「ああ、そりゃもう鮮明にな。おまえのせいでオレは危うくフランクフルトの聡一郎ってあだ名になるところだった。あー思い出したらムカついてきた。殴らせろ」

「そ、そう言うところは思い出さなくていい。私がこの光を放った時、貴様は後ろへと吹き飛んだ」

「あれは死ぬかと思ったぜ」

「あの力は、本来悪魔にのみ作用するものだ。だから、悪魔としての進行が進んでいた聡一郎には強い衝撃として形に現れたのだ。だが、今のおまえには何ら効果がなかった」

　今の光は、風呂場でされたものと全く同じだったのか。

「つまり、どう言うことなんだ……？」

「おまえの身体は───」

「ぐ……！」

　話をしていて、突とつ如じよ強烈な痛みが背中を這はうように襲ってきた。

　その場に倒れそうになり、慌てて畳の上に手をついた。

「どうした、大丈夫か!?」

「あ、ああ。ちょっと背中が痛むだけだ……っ！」

「背中が？」

「は、ぐ……ぐっ!!」

　右目の視力を失っただけでは、代償を支払い切れていなかったのだろうか。

「なんだよ、コレは……ッ!?」

　体内から、メリメリと突き破る……いや、食い破って出てくるような何かを感じる。

「あが……ふ、く……！」

　そして……オレの背中が、ずしりと重くなっていく。

　何かが───オレの身体から、這いずり出してくるのが分かる。

　こんな奇妙な感覚を味わったことのないオレは、ただただ苦痛に表情を歪ゆがめた。

「そ、それは……！」

　ルシオンが、声を荒げる。

「は……ナニが、起こってんだ……オレの身体に……！」

　振り返る力もないオレは、崩れ落ちたままルシオンに問いかけた。




「───生きた人間の背中に、これほど立派な大天使の翼が生まれてこようとは……」




　そんな言葉を耳にしながら、オレはゆっくりと漆黒の闇へと意識を吸い込まれていった。





　２






　天国にある、大聖堂。

　神に最も近い位置とされる建物の中で、静かにミカエルは息を吐いた。

「ミカエル様。ひとつお聞きしてもよろしいでしょうか？」

　事の一部始終を見守っていた、ミカエルに仕える中位天使・スカナーが問いかけた。

「何でしょう？」

「あの片かた翼よくの悪魔を救うためとは言え、かなり無む茶ちやをなされたように思います。あの小悪魔が人間界へと紛れ込んだ理由を知る以前に、例の少年が死んでしまっては元も子もないのでは？」

　幾ら大天使の素質を持っていると言っても、現在はまだ間違いなく人間であり、大天使の力を多重に使用すれば、想像を絶する痛みとリスクを被ることは誰の目にも明らかで、大天使の力を扱いきれず暴走し、聡そう一いち郎ろうが死ぬことも十分に考えられる状況だった。

「あの少年……鮫さめ島じま聡一郎が辿たどる運命は大よそ三つ。大天使となるか、魔ま将しようへと堕おちるか、あるいは人のまま老いて死ぬ。では、その中で許されないものはなんですか？」

「無論、魔の手に堕ちることにございます」

　ミカエルは唇を僅かに吊つり上げ、笑みを浮かべる。

　それを見た瞬間、スカナーはゾクリと縮み上がるような恐怖を受けた。

「私の手で直接人間の運命を変えることは許されない。それはご存ぞん知じですね？」

「はい。天使は神ではない。神にも等しい行為は許されるものではない、と」

　大天使の階級を持つ者は、その気になれば天国から直接人間に強く干渉することが出来る。

　聡一郎の身体に無断で憑ひよう依いし、大天使の力を使わせることも可能だった。しかし、それをすることは天使の傲慢であり、けして許される行為ではない。もしもそのようなことを行えば、ミカエルは神からの裁きを受け堕天への没落を辿ることになっていただろう。

「けれど、彼は『天てん啓けい』を無意識の内に使いこなし、私と直接コンタクトを取ることに成功しました。そして、彼自身が私に力を貸すように求めた。これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだったと思いませんか？」

　スカナーはミカエルの発言に凍りつく。その考えは、まるで悪魔のようだったからだ。

「彼は私の影響を強く受け、その身体の殆ほとんどが天使化したと言っても過か言ごんではありません。恐らくはそう遠くない日に、大天使としての覚醒を迎えるでしょう。結果だけを見れば、片かた翼よくの小悪魔は死なず、彼は大天使となった。実に理想とする話ではありませんか」

　ミカエルはゆっくりと微笑ほほえみ、そして瞳を閉じるのだった。





完







あとがき







　ご無沙汰しておりました、衣笠彰梧です。この度は小悪魔ティーリと救世主!?２をお手に取って頂き、本当にありがとうございます。こうして２巻を皆様のもとにお届け出来たことを、大変喜ばしく思っております。

　今回、２巻を担当して下さいました池本様には、まず左記の件でご迷惑をおかけしたお詫びと、多大なる感謝の気持ちを述べたいと思います。

　……ルシオンを出させてくれて、本当にありがとうございます！！

　ふう、叫んだらスッキリしました。はい、それほど出したいキャラだったんです。キャラと言うか男を出したかったんです（切実）。

　２巻のお話の内容は、日常がメインだった１巻に比べ、遥かに物語の動く展開が詰まっています。ティーリが地獄から如何にしてやって来たかに若干触れていたり、トラブルに巻き込まれた聡一郎の身に大きな変化が起こり始めたり。そして、深まっていくキャラクターとの関係であったり。（誰と誰かは本編を読んでのお楽しみです）

　ストーリーを書く際には、プロットと言う物語の筋を書いたものが存在しますが、自分の場合はよく脱線して、キャラが自由に行動してしまうことがあります。

　当初居なかったはずのキャラが合流していたり、逆に急遽離脱したり。

　でも、今回は怖いくらいプロットに近い物語を書き上げることが出来ました。

　これは、恐らくプロットを書く段階でキャラクターたちの癖や行動パターンをしっかり理解できていたからじゃないかなと思います。

　また新キャラ登場にあたり、相方のトモセシュンサクさんが、『新キャラ出るんですか……』と露骨な警戒心を露にしていましたが、最終的には良い新キャラでした、と言うお褒めの言葉を頂けたので、ホッとしているところです。

　今回も素敵なイラストありがとうございました。

　ん？　どうして露骨な警戒心を出していたんでしょうね？　謎です。




　何はともあれ、無事２巻が終了して良かったと思います。担当の池本様、イラストのトモセシュンサク様。手紙やメールで感想、意見を下さった方々。そして、１巻から引き続きこの本を手にとって下さった皆様。

　もう全員に足を向けて眠れないので、これからは回転しながら眠ることに致します。

　本当にありがとうございました。
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